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城南衛生管理組合
（主体工事）

建 築 工 事 特 記 仕 様 書 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

【２】　適　用　範　囲

　 すべての設計図書は相互に補完するものとし、相違がある場合は、上記の順番を優先順位とする。

　 上記の標準仕様書とは、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 公共建築工事標準仕様書（建築工

　 現場説明書（質疑回答書を含む）、本特記仕様書、図面、標準仕様書に示す範囲とする。

　 本書に特に記載のない事項にあっても、すべて、「標仕」の適用を受けるものとする。

章 項　　　　目

① 適用基準等

特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

●

●

●

●

●

●

建築工事標準詳細図

敷地調査共通仕様書

公共建築改修工事標準仕様書

公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）

公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

建築材料等 本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等のも

のとする。ただし、同等のものとする場合は監督職員の承諾を受ける。

（評価名簿によるもの）

等品質性能評価事業建築材料等評価名簿（最新版）」 にある材料とする。

下記材料品目は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材

また、同評価事業の評価を受けたものを使用する場合は、評価書の写しを監督職員

に提出し、その確認をもって、品質・性能の確認があったものとすることができる。

②

公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

（監修：国土交通省）

公共建築木造工事標準仕様書
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【３】　工　事　区　分

　 設計図書による。

　 別契約の施工上密接に関連する工事との取合い部分が発生する場合は、別紙工事区分表による。

【４】　工　事　仕　様

1、設計図書による。設計図書に記載されていない事項は、「標仕」のほか別記の適用基準による。

2、項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

3、特記事項は､●印の付いたものを適用する｡●印の付かない場合は､※印の付いたものを適用する｡

4、項目及び特記事項に記載の（　）内表示番号は「標仕」の当該項目、当該図又は当該表を示す。

※印と●印の付いた場合は、共に適用する。※印が抹消された場合は、●印のみ適用する。

平成31年版

令和

平成28年版

●

●

平成31年版

平成31年版

平成31年版

平成31年版

31　 事編）（平成  年版）をいう。（以下、これを「標仕」という。）

建築構造設計基準及び参考資料 平成  年版30

（注：監修欄「国土交通省」は国土交通省大臣官房官庁営繕部を示す）

国土交通省（監修：　　　　　）

設計図書に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定工法による。

建築基準法に基づき定められた風速及び地表面粗度区分等

風速（Vo） ●３２ （平成12年5月31日建設省告示第1454号）

地表面粗度区分 ○Ⅰ ○Ⅱ ●Ⅲ ○Ⅳ

多雪地域の指定 ●なし ○あり

本工事の施工にあたっては、工事請負契約書第10条に基づく現場代理人は、

主任技術者又は監理技術者と同様、受注者と直接的かつ恒常的な雇用関係の

ある者を選任しなければならない。

月報は毎月末日に〆め、翌月5日までに提出する。

日報は監督職員の指示による。

週報は毎週（ ）曜日に提出する。

適用する　（適用事項は、現場説明書による）

施工範囲

●図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の型枠及びそれらの補強

●図示した壁、天井の仕上材、下地材の切込み及び下地材の補強

●駆動装置が電動による建具類の二次配線及び操作スイッチ

●自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

施工図

設備機器の位置､取合等の検討できる施工図         を    し､監督職員の承諾

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲される。 

工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体工事編（最新版）（国土交通省大臣

官房官庁営繕部監修）よるほかは監督職員の指示による。

下記のものを監督職員に提出する。下記のものを監督職員に提出する。

　分　類 ・ 規　格

着　　工 　前 ●２ ●カラーサービス版 ○24×36以上

工 　事　 中 ●２ ●カラーサービス版 ○24×36以上

屋　　　内 ●２ ○カラーサービス版 ○24×36以上

完
成
時

●カラーキャビネ版 ○60×70以上

外　　　観 ●２ ●カラーキャビネ版 ○24×36以上

○カラーパネル半切 ○60×70以上

デジタル写真の撮影にあたり、完成写真については有効画素数300万画素程度、

工事写真は有効画素数130万画素程度とし、黒板の文字等の内容が判読できる精度

を確保するものとする。

完成写真撮影場所は、監督職員の指示による。

●

適用する

現場説明書による

○引渡しを要するもの （ ）

○工事現場において再利用を図るもの、再生資源化を図るもの

（ ）

指定副産物の搬出（詳細は現場説明書による）

アスファルトコンクリート塊 セメントコンクリート塊 ○建設発生木材

指定副産物の処分地（詳細は現場説明書による）

○指定地処分 （ ）

自由処分 （最寄りの再資源化施設へ搬出すること ）

指定副産物以外の搬出 ※構外搬出適切処理

○特別管理産業廃棄物の処理（ ）

再生資源利用（促進）計画書、実施書の提出

詳細は現場説明書「Ⅱ特記事項14建設副産物の取扱い2）再生資源利用（促進） 

計画・実施書について」による。

●建設発生土及び建設副産物処理計画書、報告書を提出すること。

産業廃棄物管理票（マニフェスト）制度により、適正な処理を行うこと。

産業廃棄物の処理を委託する場合は、運搬と処分についてそれぞれの許可業

者と処理委託料を記載した「処理委託契約書」により委託契約すること。

(8.4.3、8.5.3)

(10.5.3)

(13.2.3～13.4.3)

現場代理人

工事工程報告

に対する性能

工事実績情報の

(1.1.4)登録

設備工事との

取合い

風圧力及び積雪

特別な材料の工法

施工図等の

(1.2.3)取扱い

⑨

工事写真

(1.2.4)

⑩

(1.3.5)

施工条件⑫

(1.3.3)

電気保安技術者

(1.3.11)

発生材の処理等⑬

　監督職員と協議の上確認を行うこと。

アスベスト成形板の種別、厚さ等の確認

アスベスト成形板使用数量の確認

施工範囲等の確認

建具工事 ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

○

○

とび作業

鉄筋組立作業

左官作業

ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送工事作業

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業

金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工作業

適用する技能士の技能検定における選択作業

型枠工事作業

ALCﾊﾟﾈﾙ工事作業

とび作業構造物鉄工作業

防水工事 ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業

ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業

○

○ ｶﾞﾗｽ工事作業

○ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

石工事

タイル工事

木工事

○石張り作業

タイル張り作業

大工工事作業

内外装板金作業 ○かわらぶき作業屋根及びとい工事

(1.5.2)

金属工事

左官工事

塗装工事

鋼製下地工事作業

左官作業

○スレート工事作業

内装工事 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上工事作業

ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上工事作業 壁装作業

ガラス工事作業 自動ドア施工作業

ﾎﾞｰﾄﾞ仕上工事作業

排水工事

舗装工事 溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業

ただし技能士に代わる者による施工の場合は監督職員の承諾を得ること。

造園工事作業植栽工事

加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ工事作業

建築塗装作業

建築配管作業

成形板の製造年等の確認 ○Ｘ線解析法

ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業

内外装板金作業

主要材料の製造所名、所在地、連絡先、非常時の連絡体制一覧表

建物等の清掃の要点

建物、工作物、植裁等を管理する上での保全業務の要点

建物に設置されている家具、機器等及び部位毎の仕上げの概要説明

建物を使用する上での注意事項

建物の主要な構造部及び外構についての説明

敷地、建物の構造規模、主要な設備構成等の建物概要

「業務共通仕様書」を参考として作成すること。

　建設大臣官房官庁営繕部監修「管理者のための建築物保全の手引き」建築保全

「非飛散性ｱｽﾍﾞｽﾄ廃棄物の取扱いに関する技術指針」に従い、

あらかじめ処理計画書を作成し、適切に解体処分等を行うこと。

適用する

作成する

完成図等の電子データによる提出については、現場説明書による。

部）○（提出部数作成する

※詳細は監督職員の指示による。

部）○２部（提出部数作成する

２部

○

(2)

(3)

(4)

仮設工事

工事種別

確認方法

処理方法

○

落

   化学物質の

濃度測定 (1.5.9)

19 中長期保全計画書

(1.7.3)

(1.7.2)

18 保全に関する資料

完成図

(2.2.4)

1２　
　

仮
設
工
事

１　
　

一
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事
項

⑰

発生材の処理等

(ｱｽﾍﾞｽﾄ成形板)

技能士 (1.5.2)

14

⑮

規模 ○10㎡程度 ○20㎡程度 35㎡程度 ○ 65㎡程度 ○100㎡程度２　
　

仮
設
工
事

3

4

5

6

工事用水 

工事用電力

仮囲い等 

設計ＧＬ

2 監督職員事務所

３　
　

土
工
事

1 埋め戻し及び

盛土

４　
　

地
業
工
事

1 基礎種別

2 地盤の載荷試験

3 既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭地業

4 鋼杭地業

2 建設発生土

の処理

3 山留めの撤去

足場等

仕上 床

内壁､天井

屋根

休憩室

○合板張り素地

設けない ○設ける（畳敷き）

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ敷き

○鉄板張り調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

○

○ﾊﾟﾝﾁｶｰﾍﾟｯﾄ敷き

合板又はせっこうﾎﾞｰﾄﾞ張り、合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り

構内既存の施設

構内既存の施設

○

○設計ＧＬ＝現状ＧＬ

利用できない

利用できない

利用できる

利用できる

（

（

有償

有償

○

○

無償

無償

 ）

 ）

備品

図示による

図示による

建築工事施工チェックシート

机 いす 保護帽 ゴム長靴 雨がっぱ 衣類ﾛｯｶｰ

書棚

消火器

冷暖房機器

加入電話機湯沸器懐中電灯

○黒板

掃除具

コピー機 ネット回線 流し台

建築工事標準詳細図 （平成28年版）

工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体工事編（最新版）

○

○

Ｃ種　他現場の建設発生土の中の良質土を機器による締固め

Ｄ種　再生コンクリート砂を水締め又は機器による締固め

Ａ種　砂質土（山砂の類）を水締め又は機器による締固め

Ｂ種　根切り土の中の良質土を機器による締固め

(表3.2.1)

温度計掛時計○製図板

標仕（平成  年版） 建築工事監理指針 （　　  年版）令和元31

（試験位置図示）

t/㎡

箇所

設計地耐力

試験箇所数平板載荷試験

杭の支持地盤への掘削深さ

○杭基礎 杭の種別、本数等

工法

構造図による

構造図による

○直接基礎

杭の載荷試験

継杭溶接部試験

載荷試験

○

○

○

杭の水平方向位置ずれ精度

ｱｰｸ溶接 ○無溶接継手

構造図による

構造図による

構造図による

行う（構造図による）

行う（構造図による）

行う（浸透探傷試験　　　　　　　本）

行う（下記以外は構造図による）

根固め液及び杭周固定液の管理試験

○特定埋込杭工法

○セメントミルク工法

○試験杭

杭継手 ○

支持層の位置及び土質

○ （工法　　　）

鋼杭の材料　○ 図示による　○

発生場所　（ ）

○その他（材料 工法　　　　　　　　　　　　　　）

施行規則第７条第３項１３号及び第４項に規定する方法

京都府土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例

行う（受入場所指定の検査）

中丹東土木事務所管内及び丹後土木事務所管内で、

搬出土量が少量（５００m　以内）かつ緊急の場合等

(一財)城陽山砂利採取地整備公社

○

○

下記に定めるほかは、現場説明書による

○

仮置場所

構外搬出適切処理

構内指示の場所にたい積

構内指示の場所に敷き均し

○

○

○

土壌調査

受入場所

構外指示の受入場所に処分

※

○

撤去する

置する存

○建設発生土（盛土材）の外部からの受入土量（ ｍ　）

(2.3.1)

(3.2.3)

(4.2.4)

(4.2.2)

～(4.5.8)

(4.3.1)

(4.3.4)

(4.4.3)

(3.2.5)

(3.3.3)

鋼矢板等の抜き跡の処理　※砂で充填　○

（　　　　、　　　人分程度）上記　品

  ※標仕 4.3.4              から   による ○

【１】　工　事　概　要

１．工 事 場 所

２．敷 地 面 積

３．建築物概要

４．そ　の　他

棟　　　　名 構　　　造 階　　数

㎡

建築面積（㎡） 延べ面積（㎡） 備　　考

④

⑤

⑥

③

⑦

⑧

１　
　

一
般
共
通
事
項

特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章

図示（仕上げ表による　床・壁・天井毎に種別を確認）

次の事項について行う。調査結果は図面により記録し監督職員に

アスベスト成形板使用部位の確認

　記載上の成形板及びその使用範囲以外についても

○

アスベスト成形板の撤去に当たり、あらかじめ事前の施工調査を

処理を行う範囲

施工調査

○全ての室

(1)

○

床型枠用鋼製デッキプレート（ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷ）、鉄骨柱下無収縮モルタル、

無収縮グラウト材（ﾌﾟﾚﾐｯｸｽ形、現場調合形）、押出成形セメント板、

成形伸縮目地材、乾式保護材（防水立上部）、陶磁器質タイル、既製調合モルタル

（ﾀｲﾙ工事用）、既製調合目地材、ルーフドレン、吸水調整材（ﾓﾙﾀﾙ用）、

アルミニウム製建具、鋼製建具、鋼製軽量建具、ステンレス製建具、

錠前類（ｼﾘﾝﾀﾞ箱錠、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｼﾘﾝﾀﾞ本締り錠）、クローザー類（ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、

制御装置・駆動装置・検出装置）、自閉式上吊り引戸機構（手動開き式）、

重量シャッター、軽量シャッター、ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ、ガラス（ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ、

型板ｶﾞﾗｽ、網入板ｶﾞﾗｽ・線入板ｶﾞﾗｽ、熱線吸収板ｶﾞﾗｽ、倍強度ｶﾞﾗｽ、

熱線反射ｶﾞﾗｽ）、ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ（中空）、防水剤、現場発泡断熱材、

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ（3000N、5000N）、可動間仕切、移動間仕切（ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｱ）、

トイレブース、煙突用成形ﾗｲﾆﾝｸﾞ材、天井点検口、床点検口、グレーチング、

屋上緑化システム（屋上緑化システム、屋上緑化軽量システム）、トップライト、

エポキシ樹脂、タイル部分張替え用接着剤、ポリマーセメントモルタル、

ﾋﾝｼﾞｸﾛｰｻﾞｰ、ﾌﾛｱﾋﾝｼﾞ）、自動扉機構（制御装置・駆動装置、検出装置、

(6)(コ)(a)    (g)

5 場所打ち

○アースドリル工法 ○リバース工法 ○オールケーシング工法

超音波測定器による孔壁の確認　　○行う ○行わない

○場所打ち鋼管ｺﾝｸﾘｰﾄ杭工法

(4.5.1)

(4.5.5)

  ｺﾝｸﾘｰﾄ杭地業

(4.5.6)

3

3

(4.3.5)

○拡底杭

年版元

鋳鉄製ふた（マンホールふた・弁枡ふた）

提出する。

A

001建築工事特記仕様書（1） NS(A3)
NS(A1)

京都府宇治市宇治折居18番地

30,237.51

事務所棟 RC 2 1,007.60 1,734.041

渡り廊下 S　一部RC 1 111.30 0.002

金

空　　　撮 ●カラーキャビネ版●２

※ 製本アルバム（２部）※電子データJPEG（２部）

撮影業者　　・ 建築完成写真撮影の実績ある業者で下記による。

※ 監督職員の承諾　・ 指定（　　　　　　　　　　　　　）エスエス大阪

・A-BOOKⅣ（A4版）

11

●

●

●

●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

16

居室の内装および天井裏等に使用する材料は、建築基準法第２８条の２に定

めるものとする。 なお設計図書中に特記無き場合はF☆☆☆☆級を使用する。

室内空気中の化学物質の濃度測定及び確認 ※要　・　不要
測定箇所数（延べ）　  ※ ２４時間測定　　●仕上表による

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ● ● ● ● ●

２

ホワイトボード

●

●

● ● ● ● ●

● ● ● ●

● ●

● ●

●

ノートPC●

７

● ●

○

○

●

●

●

●

●

● 図示

（　この章特記なき限り構造特記仕様書による　）

（1）※ 完成図面

電子データの形式は監督職員の指示による（●dwg ●pdf）

部（2）※ 製本図面　●仕上りＡ４版－Ａ3サイズ２つ折り製本（縮小図）

部

部

部

（4）● 施工図（●構造躯体　●仕上げ　●その他監督職員の指示するもの）

（3）● 保全に関する資料の部数

（5）● その他

（●ＣＡＤデ－タ）

3

2

2

●建築確認申請（計画変更申請含）および関係法令届出一式

 (仕上りＡ４版－Ａ３サイズ２つ折り製本）　

●総合図(仕上りＡ２版－Ａ１サイズ２つ折り製本）

●地中埋設物等にかかる詳細資料

部2

部2

2

式1

● ●

（総合図）

を受ける。

（総合図） 作成

開放廊下

●

●

● ●

●

●

● ○

●

●

●

　　　　　　　　　●仕上りＡ２版－Ａ1サイズ２つ折り製本 部1
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章 項　　　　目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

※

※

※

※

※

※

※

※

網目の形状、寸法

異形鉄筋

○

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ３４５

種類の記号

Ｄ１６以下

Ｄ１９以上

径（㎜）

一般建築物の柱・梁の

主筋に適用する

備　　　　　　考

(表5.2.1)

SD295AはＦｃ:21以上の場合、壁筋及びスラブ筋に適用する

○ 種類

品質確認方法、修正方法等

機械式継手 工法

○

○

構造図による

構造図による

鉄筋継手位置

Ｄ１９以上

Ｄ１６以下

○

部　　　　　位 接　　合　　方　　法 重ね継手の長さ

○重ね継手

重ね継手

○機械式継手

○

標仕表5.3.2

による

柱・梁の主筋

その他

鉄線の径 ㎜

径（㎜）

○ 種類

品質確認方法、修正方法等

工法溶接継手

○機械式継手

○溶接継手

○溶接継手

○

構造図による

○表5.3.3による

○表5.3.4による

ｶﾞｽ圧接継手

ｶﾞｽ圧接継手

厚さ（㎜）

材料 再生クラッシャラン

６０図示による○

砂利

セメント及びセメント系固化材を使用した改良土を使用する場合、六価クロム溶出

試験を実施し、土壌環境基準を勘案して必要に応じ適切な措置を講じること。

また、再利用しようとする場合は、基準以下であることを確認すること。

を参考とすること。

○現場発生土を再利用する。

厚さ

改良方法

㎜ ㎜

○

２５

厚さ（㎜）

施工範囲

建物内の土間スラブ（土間ｺﾝｸﾘｰﾄ含む）の直下（ピット下を除く）

捨ｺﾝｸﾘｰﾄの直下

５０

図示による

ポリエチレンフィルム　厚さ0.15㎜　重ね幅縦及び基礎梁際のみ込み     以上

○

図示による○

○

○

※

○山砂　○川砂　○砕砂砂

○

○

鉄筋の定着長さ

○切込砕石○切込砂利

押出法ポリスチレンフォーム３種ｂのスキン層付き ○

４　
　

地
業
工
事

1

2

鉄筋の種類等

溶接金網

(5.2.1)

(5.2.2)

3 鉄筋の継手及び定着

(5.3.4)

(5.5.2)

砂利及び砂地業6

土間断熱材

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ地業

床下防湿層

 (4.6.4)

(4.6.5)

地盤改良

7

8

9

10

(4.6.3)

(4.6.2)

５　
　

鉄
筋
工
事

※

施　工　箇　所　等 最 小 か ぶ り 厚 さ（㎜）

○機械式継手及び溶接継手のあき

○

○軽量コンクリートで土に接する部分の鉄筋のかぶり厚さは下表による。

※構造図による

鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ

○表5.3.6による（次の２項目のかぶり厚さを除く）

4 鉄筋のかぶり厚さ

(5.3.5)及び間隔

試験方法 ○引張試験※超音波探傷試験

※試験方法等 標仕 5.4.10

①～⑥による

○

圧接完了後の

試験

5

６　
　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

コンクリートの

強度

1 コンクリートの

種類 (6.2.1)

(6.2.2)

(6.2.4)

2

(6.14.1)

(6.10.2)

7

3

4

5

6

打継ぎ

(6.6.4)

混和材料

セメントの類別

骨材

構造体強度補正値

(6.3.1)

(6.3.1)

(6.3.1)

(6.3.2)

スリーブ9

型枠（せき板）

(6.8.1)

(6.8.2)

(6.2.5)

8

※

○ ※

設計基準強度（Ｆc）

※

打　設　部　位

構造体

土間コンクリート

捨コンクリート

軽量コンクリート

無筋コンクリート

構造体コンクリートの発注強度は以下のとおりとする。

基礎

上部

Ｆc

○

○

○

○

○

○

（N/㎜ ）

○

スランプ

○

※

○

○

○

○

（㎝）

標仕6.14.1による

側溝・犬走り

備　　　　　　考

１８

１８

１８

１５

１５

１５

１５

１５

１８

１８

１８

１８

１８

１８

｛Ｆｃ ＋構造体強度補正値（Ｓ）｝N/㎜ 

（6.14.1によるもの及び土間ｺﾝｸﾘｰﾄは構造体強度補正は行わない）

※Ⅰ類 ○Ⅱ類類別

土間スラブを含む

(表6.2.1)

普通コンクリート※種類 ○

○２４

○２４

２１

○

○

○

○

○

○

２１

○

○混和剤

混和材

鉄筋コンクリート用防錆剤（JIS A 6025）防錆剤 ※

目地の寸法　※図示による　●

位置　※構造図による　●標仕 6.6.4（1）による

※

※

○

普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

高炉セメントのＢ種

アルカリシリカ反応性による区分 ※Ａ（無害） ○

○電気炉酸化ｽﾗｸﾞ※砂利（JIS A5308）,砕石（JIS A5005）○高炉ｽﾗｸﾞ粗骨材

○再生骨材H

細骨材 ※砂（JIS A5308）,砕砂（JIS A5005） ○高炉ｽﾗｸﾞ○電気炉酸化ｽﾗｸﾞ

○銅ｽﾗｸﾞ ○ ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ

○再生骨材H

※

  3/11～  7/20 

※

予想平均気温

普通

南部地域（京都市（一部を除く）、旧八木町、旧園部町以南の市町村）

北部地域（宮津市、旧加悦町以北の市町）

早強

（℃）

３

N/㎜

６

N/㎜

補正値

 11/16～ 3/5

南部地域 中部地域

 11/ 1～ 3/10

北部地域

気温による構造体強度補正値（Ｓ）

中部地域（上記以外の市町、旧美山町及び旧京北町含む）

  9/11～ 11/15   9/1 ～ 11/5 

  3/11～  7/10

  9/1 ～ 10/31

期　　　間　　　（打　設　日）

 11/ 6～ 3/10

  3/6 ～  6/30

（適用箇所　　　　　　　　　　　　）

○

○

シリカセメント

）

○コンクリート用シリカフューム（JIS A 6207）

○コンクリート用高炉スラグ微粉末（JIS A 6206）

○コンクリート用膨張材（JIS A 6202）

(表6.3.2)

（Ｓ）

フライアッシュセメントのＢ種（適用箇所

AE剤、AE減水剤又は高性能AE減水剤のⅠ種（JIS A 6204）

フライアッシュ（JIS A 6201）Ⅰ種、Ⅱ種若しくはⅣ種

 8以上

 8未満

 5以上

 5未満

 0以上  0以上

外部に面する打放し仕上げの打増し厚さ ○

スリーブの材種

水密を要する地中部分等

水密を要しない地中部分等

上記以外の円形スリーブ

適　　用　　箇　　所

※

※

※

○

つば付き鋼管

つば幅50㎜以上の鋼板を溶接したもの）

溶融亜鉛めっき鋼板

材　　　種　　（　規　格　そ　の　他　）

※図示による

ひび割れ誘発目地の位置、形状及び寸法 ○※図示による

硬質ポリ塩化ビニル管（JIS K6741 のＶＵ）

径200㎜を超え350㎜以下は厚0.6㎜以上）

（径200㎜以下は厚0.4㎜以上、

２０㎜

（JIS G3452 の黒管に厚さ6㎜

(表6.8.1)

以上、

合板の規格

合板の材種

厚さ（㎜）

打放し仕上げのせき板

※

○

合板せき板を用いる場合

合板せき板を用いない場合

○

種 　別

Ａ種

Ｂ種

Ｃ種

※

※

※ ○

板　面　の　品　質

○

○

○

　　施　　　工　　　箇　　　所

１２

広葉樹合板、針葉樹合板又はこれらの複合合板

(表6.2.4)

「合板の日本農林規格」の「ｺﾝｸﾘｰﾄ型枠用合板の規格」による合板

※6.8.2(2)(ｱ)

※6.8.2(2)(ｲ)

※6.8.2(2)(ｲ)

せき板の材料

適　　　用　　　箇　　　所

ｃ種

ｂ種

ａ種

コンクリートの仕上がりの平たんさ

種 　別

○

○

○

６　
　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

コンクリートの

試験

軽量コンクリート

寒中コンクリート

(6.9.2)

～(6.9.5)

(6.10.1)

暑中コンクリート

(6.12.2)

マスコンクリート

(6.13.2)

(6.13.1)

～(6.10.3)

(6.11.1)

1 鉄骨の製作工場

2 施工管理技術者

3

高力ボルト4

(7.2.2)

(7.4.2)

７　
　

鉄
骨
工
事

(7.2.1)

(7.1.3)

ｺﾝｸﾘｰﾄﾐｷｻｰ車の

過積載防止対策等

(6.14.1)

無筋コンクリート

鋼材

(7.1.4)

10

11

12

13

14

15

16

5

高力ボルト

溶融亜鉛めっき

(7.4.2)

(7.2.2)

6 普通ボルト

(7.2.3)

9

(7.2.6)

ターンバックル

溶接材料 (7.2.5)

8

7

(7.3.8)

デッキプレート

(7.2.7)(7.7.8)

※フレッシュコンクリートの試験  

施工箇所

○１種 ２種

日平均気温が25度を超える期間（打設日）地　　域

※

北　部　地　域

中　部　地　域

南　部　地　域 ７月 １ 日～９月１０日

７月２１日～８月３１日

７月１１日～８月３１日

補 正 値

暑中における構造体強度補正値（Ｓ）

※ ６N/㎜

○ ３N/㎜

○省略する

t/m

○不可○可常時土又は水に直接接する部分の使用

施工箇所

（寒中コンクリート）による。

予想平均気温が表6.3.2に示す予想平均気温未満の場合には標仕第６章第１１節

気乾単位容積質量

セメントの種類

混和材料

スランプ ※ ○15cm

○

○ＪＩＳ形高力ボルト 

すべり係数試験 行わない

○行う 試験方法等 ○図示による

ボルトの区分 ○トルシア形高力ボルト

○

○

建築基準法第７７条の５６第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として

｢（ ○Ｓ  ○Ｈ  ○Ｍ  ○Ｒ  ○Ｊ　）グレード｣として、国土交通大臣から

※ ○図示による

適用する

（旧（社）全国鐵構工業協会）の「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める

※

認可を受けた（株）日本鉄骨評価センター及び（株）全国鉄骨評価機構

○

認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場

監督職員の承諾する工場（標準仕様書7.1.1以外の適用範囲に限る）

提出するとともに、検査時に提示しなければならない。また、ミキサー車１台毎の

受注者は、出荷伝票等を整理・保管し、監督職員の請求があった場合は、遅滞なく

※普通コンクリート ○コンクリートの種類

種類

積載量が把握できる運搬管理表を検査時に提出しなければならない。

形状及び寸法種類

○

ねじの呼び

○

○溶融亜鉛めっき高力ボルト

AE減水剤又は高性能AE減水剤混和剤 ※

○

混和材 ○

○

高炉スラグ微粉末の3000若しくは4000

フライアッシュのⅡ種○

○

○

○中庸熱ポルトランドセメント

○

○

○

○

低熱ポルトランドセメント

高炉セメントＢ種

フライアッシュセメントＢ種

普通ポルトランドセメント

○シリカセメント

※すべり耐力試験

試験方法等

セットの種類

摩擦面の処理

○図示による

○

○リン酸塩処理

すべり耐力等の確認方法

ブラスト処理（表面粗度５０μｍRz以上）

○

○

材質、形状及び寸法 ※ ○図示による

アイボルト○両ねじボルト

パイプ式

○

○

羽子板ボルト

割枠式

※

※

ボルトの種類

胴の種類

溶接材料

※

○図示による

○

○１種（F8T） 相当

母屋又は胴縁の取付けに使用する普通ボルトの孔径

○

標準仕様書7.2.5（ ）1 2

○

ねじの呼び

※呼び径＋1.0㎜

ねじの呼び

デッキプレートと鉄骨部材の溶接方法 図示による

７　
　

鉄
骨
工
事

溶接作業者における

(7.3.10)仮組

工作図

(7.3.2)

(7.6.3)

技能資格者

(7.6.7)

(7.6.4)

溶接接合

溶接部の試験

(7.9.2)

耐火被覆

～(7.9.7)

(7.2.4)

アンカーボルト

(7.10.3)

(7.3.2)

柱底均しモルタル

(7.2.9)

(7.10.3)

10

11

12

13

14

15

16

17

エンドタブの切断

図示による ○※適用箇所

無○有○

○

）部位（

実施しない

実施する○

高力ﾎﾞﾙﾄ、普通ﾎﾞﾙﾄのｹﾞｰｼﾞ､ﾋﾟｯﾁ、ﾍﾘあき等

※図示による　（図に無い場合は鉄骨設計基準による）

溶接作業者の技量付加試験

行う

※

○

行わない

試験の要領 図示による（　　　　　）○ ○

○

○

図示による○

開先の形状

構造関係共通図（鉄骨標準図）による

第６水準（節全て）

2.5%4.0%

工事現場溶接

○

○○

完全溶込溶接部の超音波探傷試験

○

検査水準

AOQL

○工場溶接

行わない行う※ ○

○図示による○

改良型スカラップ○

スカラップの形状

構造関係共通図（鉄骨標準図）による

切断面の仕上げ※

○

種　別 材　料　・　工　法

種別

○耐火材吹付け

耐火材巻付け

湿式ロックウール

適用箇所（部位･部分）

-

○

ﾗｽ張りﾓﾙﾀﾙ塗り○

高断熱ロックウール

○

○○

○

○耐火板張り○

半乾式吹付ロックウール

○

○

乾式吹付ロックウール○

繊維混入ケイ酸カルシウム板

○

H12

○

○

「突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強ﾏﾆｭｱﾙ（独立行政法人 

 建築研究所）」3.5.2による受入検査

抜き取り検査① ※

JASS 6 付則 6 [鉄骨精度検査基準]の付則3「溶接」に関する試験方法等

試験箇所と同一とする。外観試験の不合格箇所は､すべて標準仕様書7.6.13に

JASS 10.4 [受入検査] e.溶接部の外観検査（1）から（5）までによる。

抜き取り検査②

性能

適　用　箇　所　（部　位　・　部　分）

３時間耐火

２時間耐火

１時間耐火

３０分耐火

性 能

○

○

○

○

材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする

○耐火塗料

建方用アンカーボルト

構造用アンカーボルト

アンカーボルトの保持及び埋め込み工法

図示による ○○

○

(表7.10.1)

３０㎜５０㎜ ○○

Ｂ種○Ａ種○

柱底均しモルタルの厚さ

種別

SS400○

○

アンカーフレームの形状及び寸法

SNR400B○

○

適用

モルタルの種別 ※ ○無収縮モルタル

厚さ ○※

※Ａ種工法 ○Ｂ種

図示による

材料･調合等　※標示 7.2.9 (2)(ｱ)から(ｴ)による

種類

種類

○

(5.6.3)

(5.4.10)

(6.8.2)

(7.6.12)

章 項　　　　目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

(ｲ)(6)

（JIS A 6204）

（JIS A 6206）

（JIS A 6201）

「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」（（一財）日本建築ｾﾝﾀｰ）

（ ）による

ただし､完全溶込み溶接部の外観検査の抜取り箇所は、超音波深傷試験の

2

2

2

3

2

2

2

2

建設省告示第1464号第二号に関する外観試験方法等

よる補修を行い､再試験する。

A

002建築工事特記仕様書（2）

（　この章特記なき限り構造特記仕様書による　）

（　この章特記なき限り構造特記仕様書による　）

（　この章特記なき限り構造特記仕様書による　）

●

● 50

●

150mm

100  x   100 6.0

NS(A3)
NS(A1)

●

● 下記以外の部分

（断熱材B）

● ピット部分

10mm



●

O-2021-056
城南衛生管理組合新事務所棟建設工事

A2022 3

城南衛生管理組合
（主体工事）

章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

７　
　

鉄
骨
工
事

８　
　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

・

1 アスファルト防水

(9.2.2)

～(9.2.5)

９　
　

防
水
工
事

2 改質アスファルト

シート防水

(9.3.2)

～(9.3.4)

3

(9.4.2)

ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水

合成高分子系

～(9.4.4)

  断熱材（屋根保護防水断熱工法）

厚さ 　　　　㎜

○

保護防水

露出防水

○

※

A-1

AI-1

B-1

BI-1

D-1

○

表9.2.3

表9.2.4

表9.2.5

表9.2.6

表9.2.7

防水層

○

○

○

○

A-2 

AI-2

B-2

BI-2

D-2

※

種　　　　　　　　 　別

○屋内防水 ※E-1 ○ E-2

○ A-3

○ AI-3

○

○

B-3

BI-3

表9.2.9

表9.2.8

○ D-3

D-4○

○○ DI-1 DI-2

施　　工　　箇　　所

○断熱材（屋根露出防水断熱工法）

厚さ 　　　　㎜

※アルミニウム製 L-30×15×2.0  ○

フラットヤーンクロス（70g/㎡程度）（保護防水断熱工法）

ポリエチレンフィルム厚0.15（保護防水工法）※

※

○

乾式保護材

※

ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

図示による ○

絶縁用シート

立上り部の保護

押え金物

(表9.2.9)(表9.2.3)～

屋上排水溝 図示による※

○

○

　　　　㎜

こて仕上げ

床タイル張り等仕上げ

　　　　㎜

　　　　㎜

保護層　平場のコンクリート厚さ

○ ○普通れんが 化粧れんが ○

種別

種　　　　　別

○ ○AS-T1 表9.3.1

表9.3.2○○ ○AS-T3 AS-T4

AS-T2

○ ○ASI-T1 ASI-J1 表9.3.3

断熱材（露出防水断熱工法）

防水層

厚さ ○ 　　　　㎜

設置数量（１箇所／　　　㎡）脱気装置（絶縁工法） 材種（設ける※ ）

(露出防水絶縁断熱工法)防湿層 ○設ける ○設けない

AS-J1

(表9.3.1)～(表9.3.3)
仕上塗料

種　類 使用量施　工　箇　所

押え金物 ※ ○

種類

脱気装置（露出防水絶縁（断熱）工法）　※設ける　材種（　　　　　　　　　）

設置数量（１箇所／　㎡）

○

アルミニウム製 L-30×15×2.0

（ ）

○コンクリート（工法 ）

種類

種別

種　　　　　別

　(表9.4.1)

防水層

表9.4.1○ S-F1

(表9.4.2)

表9.4.2

○○ ○S-M1 S-M2 S-M3

○ SI-F1

○ S-F2

○ ○SI-M1 SI-M2

○ SI-F2

PC部材入隅増張（※有り○無し）

PC部材入隅増張（※有り○無し）

仕上塗料
種　類 使用量

○カラー

○

○

シルバー 

（露出の場合）

施　工　箇　所

表9.4.3S-C1○ ﾓﾙﾀﾙ塗り厚さ 　　　　㎜

厚さ 　　　　㎜

○ 　　　　㎜平場を保護コンクリート仕上げとする場合の厚さ

断熱材（機械的固定工法）○

○

○

　　　　㎜

種類

断熱材（接着工法）

防湿用フィルムを設置する（断熱工法）

厚さ

種類

4 塗膜防水

(9.5.3)

5 ｹｲ酸質系塗布防水

(9.6.3)

漏水試験6

保証書7

施工標識8

シーリング

(9.7.2)

(9.7.3)

(9.7.5)

9

止水板10

2 テラゾ張り

(10.2.1)

3 壁の石張り工法

(10.2.2)

(10.2.3)

1 天然石張り

(10.2.1)

(10.3.3)

(10.4.3)

(10.5.3)

(10.3.2)

(10.4.2)

(10.5.2)

石
工
事

※建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を品質計画により定める。

種別

○

○

脱気装置（X-1）

保護層 （Y-2）

X-1

X-2

Y-1

Y-2

○

○

設ける

設ける

材種 （ 設置数量 （

(表9.5.1)(表9.5.2)

地下外壁防水

屋内防水

種 別 防水層

表9.5.1

表9.5.2

仕上塗料
種　類 使用量施　　　工　　　箇　　　所

１箇所 ㎡） ）

○

絶縁用シート

脱気装置（接着工法）

※発泡ポリエチレンシート

材種 （

○

）設置数量 （１箇所／　　　㎡）

固定金具の材質及び寸法形状

※

○設ける

目地処理 図示による ○※

接着工法の場合で

入隅部の増張り（Ｓ-Ｆ１、ＳI-Ｆ１の場合）

ＰＣｺﾝｸﾘｰﾄ部材下地の場合の処理

○※図示による

種別 (表9.6.2)

○

○

C-UI

C-UP

防水層 施　　　　　工　　　　　箇　　　　　所種 　別

表9.6.2

※水張り試験を行う （○屋内 屋外 ）

※

（保証年限は工事目的物引渡しより１０年間以上とする。）

受注者、防水施工業者、防水材料メーカーの連名による保証書を提出すること。

工事完了後に監督職員の指示する位置へ取り付ける。

材質

設置数量

※真鍮製エッチング仕上 150×100○

箇所

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類

シーリングの試験

コンクリートの打継ぎ目地及びひび割れ誘発目地

ガラス回りの目地

その他の目地

※

※

※

※

○

幅20㎜以上、深さ10㎜以上

幅5㎜以上、深さ5㎜以上

幅10㎜以上、深さ10㎜以上

簡易接着性試験

引張接着性試験

（部位

（部位

○

○

○

）

）

目地寸法

材質

適用範囲

形状 ○差込式 ○据置式 壁張り式

施工箇所

防錆処理した鋼板、ｽﾃﾝﾚｽ鋼板及びそれらの片面又は両面に樹脂を積層加工

した鋼板で、厚さ0.4㎜以上のもの

○

表面仕上げ種石の種類

※大理石

 (表10.2.2)

外壁石張り

工法 ○外壁湿式工法（※ ）

○乾式工法 ※

※ 1.5～12㎜

種石の大きさ 形状・寸法等施　工　箇　所

○○

○受金物の材質、形状及び寸法

○ ○

石の種類・表面仕上げ

施　工　箇　所 表面仕上げの種類

 (表10.2.1)

種　類（産地、名称、形状、寸法）

床用石材

壁及びその他の石材

○

※

１等品

１等品

※

○

２等品

２等品

裏面及び裏打ち処理 ※

※

行わない

ステンレスSUS304

○

○

行う（表面処理の場合小口共）

ドレンパイプ

石の厚さ ㎜

目地 ㎜

㎜

スライド方式 ○ロッキング方式

一般目地幅

伸縮調整目地位置

シーリング材の目地寸法

○

○

○

岩石の等級

○

金物の種類、形状、寸法等

※        による表9.7.1

※図示による

(18.3.2)

錆止め塗料

1 補強コンクリート

(8.2.2)

ブロック造

2 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ帳壁

及び塀 (8.3.2)

～(8.3.4)

3 ＡＬＣパネル

(8.4.2)

～(8.4.5)

4 押出成形ｾﾒﾝﾄ板

(8.5.2)(ECP)

～(8.5.5)

18 塗料の種別

○鉄鋼面の錆止め塗料

○

○

表18.3.1による Ａ種※ ○Ｂ種

○亜鉛めっき鋼面の錆止め塗料

○

○

耐火被覆材の接着する面への塗装

鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブの内面（鉄骨に溶接されたものに限る）

表18.3.2による

○

○表18.3.1による

○※Ａ種 ○Ｂ種 Ｃ種

※Ａ種 Ｂ種○

○行わない 行う○ （範囲 ○図示による ○ ）

（範囲 ○図示による ○ ）

ブロックの種類

コンクリートの設計基準強度 Ｆo（N/㎜ ）

上記以外 21 以上

○

○

21 以上

各部の配筋 ※図示による

○ ○モルタル又はコンクリートで充填するブロックの範囲

○ ○図示によるモデュール呼び寸法及び正味厚さ

16（Ｃ種）普通ブロック ○16-W（Ｃ種）防水ブロック○

※

※

図示による

○行わない 行う○

耐火被覆材の接着する面以外への塗装

間仕切壁、地下二重壁、外壁、塀

外壁の化粧積み 空洞ブロック 16-W

(表8.3.1)

空洞ブロック 16

適　　　用　　　箇　　　所 種  類　 の　 記　 号

ブロックの種類

※

○

○

○

○ ○モデュール呼び寸法及び正味厚さ 図示による

○ ○塀の厚さ 図示による

図示による壁鉄筋の継手、定着及び末端部の折り曲げ形状 ※

※各部の配筋 図示による

○ ○2350

パネルの種類

※

(表8.4.3)(表8.4.4)

1180

※ 640

○ ※ 980

単位荷重（N/㎡）

○Ａ種

○Ｄ種

○Ｅ種

厚さ（㎜）

100※

○

○ 100

※ 100

○

※ 100

○ 150

○

○3530

○1960

○

(表8.4.2)

※

※ F種

F種

※有り（

○無し

耐火性能

時間）

※有り（

○無し

時間）

※有り（

○無し

時間）

※有り（

○無し

時間）

構　　　法区　　　分

屋根ﾊﾟﾈﾙ

床ﾊﾟﾈﾙ

ﾊﾟﾈﾙ

ﾊﾟﾈﾙ

パネル相互の接合部に挿入する耐火目地材 ○

塀化粧ブロック

ブロック塀の基礎及び控壁のコンクリートの設計基準強度 Ｆo（N/㎜ ）

○有（ ）

18○ ○※ 21

本特記仕様書「１章 一般共通事項 4 風圧力及び積雪に対する性能」を満足

外壁ﾊﾟﾈﾙの工法

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を品質計画により定める。※

※

図示による

※ ○ ㎜300 ㎜パネル幅の最小限度

ﾊﾟﾈﾙの出隅及び入隅のﾊﾟﾈﾙ接合部並びにﾊﾟﾈﾙと他部材との取り合い部の目地幅

伸縮調整目地への耐火目地材の充填 適用しない○○ 適用する

種類

○

○

外壁

間仕切り

施工箇所

※無石綿タイプ（タイプⅡ）

※

○

○

※

○

○

フラットパネル

デザインパネル（図示）

タイルベースパネル

フラットパネル

デザインパネル（図示）

タイルベースパネル

○

○

○

○

○

○

厚さ（㎜）

○

○

○

○

Ａ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｃ種

工　法

※

（

○

○

（

※

有り

無し

有り

無し

耐火性能

時間）

時間）

３５

５０

６０

３５

５０

６０

表 　面　 形 　状

Ｃ種

Ｂ種

㎜

充填用及びまぐさ

外壁ﾊﾟﾈﾙの工法

※

※

本特記仕様書「１章 一般共通事項 4 風圧力及び積雪に対する性能」を満足

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を品質計画により定める。

パネル幅の最小限度 ※ ○ ㎜300 ㎜

を考慮した強度を確認のうえ、施工計画書を提出すること。

ﾊﾟﾈﾙに開口を

設ける場合

ﾊﾟﾈﾙを切り欠

く場合

短辺

長辺

短辺

長辺

切断後のﾊﾟﾈﾙの残り部分の幅開口の大きさ

やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とする。ただし、欠損部分

ﾊﾟﾈﾙ相互の目地幅 ○ 図示による ○ ㎜

出隅及び入隅のﾊﾟﾈﾙ接合部目地の目地幅 ※15 ㎜ ○ ㎜

5 特殊部位の石張り

(10.2.2)

～(10.7.4)

(10.7.1)

4 床及び階段の

石張り (10.6.2)

(10.6.3)

石の厚さ ㎜

隔て板

笠木、甲板等

取付工法 ○外壁湿式工法 ○内壁空積工法 ○乾式工法

○取付金物

石の厚さ ㎜

石裏面処理

石材裏面の補強用モルタル（乾式工法） ※行わない ○行う

※行わない ○行う

目地 ㎜

㎜シーリング材の目地寸法

一般目地幅

伸縮調整目地位置

○

○

○

アーチ、上げ裏等

取付工法 ○外壁湿式工法 ○内壁空積工法 ○乾式工法

○取付金物

裏面及び裏打ち処理

石の厚さ ㎜

目地 ㎜

㎜

※行わない ○行う

シーリング材の目地寸法

一般目地幅

伸縮調整目地位置

○

○

○

屋内のワックス掛け

石裏面処理

目地 ㎜

㎜シーリング材の目地寸法

一般目地幅

伸縮調整目地位置

○

○

○

㎜石の厚さ

○行わない ※行う

※行わない ○行う

内壁石張り

工法 ○

○

内壁空積工法（

乾式工法

※あと施工アンカー横筋流し工法○あと施工アンカー工法）

※行わない ○行う

○○スライド方式 ロッキング方式（

裏面及び裏打ち処理

石の厚さ ㎜

目地 ㎜

㎜シーリング材の目地寸法

一般目地幅

伸縮調整目地位置

○

○

○

○ ）

(7.8.4)

～(8.2.8)

タ
イ
ル
工
事

張付け用材料5

(11.3.3)

4 下地及びタイル

ごしらえ(11.2.7) ○図示による　○MCR工法○ 目荒し工法

下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理　

○※F☆☆☆☆接着剤のホルムアルデヒド放散量　

2 施工後の確認及び

試験

1 伸縮調整目地等

(11.1.3)

(11.1.5)

3

(11.2.2)

(11.3.2)

(11.2.7)

(11.3.7)

浮きの確認

接着力の試験

※

※

全面打診による確認を行う

屋内壁面

外壁 ※

※図示による

○

○

図示による

○行わない

表11.1.1による

床面 ※ ○表11.1.1による

接着力試験機による引張接着強度の測定を行う

行う※行わないタイルの試験張り

行う行わない※タイルの見本焼き

タイルの種類

工法

その他ﾀｲﾙの種類 寸法
生 地 釉 薬

磁器 ○無釉

○陶器 施釉

○せっ器

施工箇所・　形状・　

有り

無し

役 物 色

○有り ※標準

○無し 特注

耐滑り性

既調合モルタル

タイル張り

９　
　

防
水
工
事

(㎜)

2

2

させること。

させること。

石
工
事

１０

１１

１０

A

003建築工事特記仕様書（3）

●

● ●

●

1

1

1600●

500●

外装縦
ルーバー

フラットパネル● ● １００●

● ● 屋根1

５０

●

８０

● 図示

●

タイルB

●有り

●図示

●

●

●

● ●

●

● 屋上デッキ

2

ガラス回り

特記なき限り

仕上表による

●

●

○

●

NS(A3)
NS(A1)

※断熱材C

ブチルゴム ●

エレベーターピット

P防水A

（D-707）

風除け
パネル

フラットパネル● ● ６０● Ｂ種●

○

○
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城南衛生管理組合
（主体工事）

章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

ステンレスの

(14.2.1)

1 一般事項

(14.1.3)

2

表面仕上げ

金
属
工
事

(14.2.3)

鉄鋼の亜鉛めっき

合金の表面処理

(14.2.2)

金属成形板張り

アルミニウム製

(14.7.2)

(14.7.3)

笠木

(14.4.4)

軽量鉄骨天井下地

(14.5.3)

軽量鉄骨壁下地

(14.8.2)手すり

タラップ及び丸環

(14.8.3)

3

4

(14.4.2)

5

6

7

8

9

10

ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ

～

屋上点検口

天井点検口

床点検口

11

12

13

(14.6.3)

(14.6.2)

※

○

○

ＨＬ程度

鏡面仕上げ

種  　　　 　類

見掛り全て 

施　　工　　箇　　所　　（手すり、タラップ、建具以外）

○

行う

行わない

箇所以上、 N/箇所（ ）

No.2 B程度

※

陽極酸化皮膜の着色方法

○

溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

※二次電解着色

表面処理方法

○

Ａ種

Ｄ種

○

○

○

三次電解着色

種　　　　　　別

Ｂ種

Ｅ種 ○

Ｃ種

Ｆ種

○

○

試　験

行う

行う

○

(表14.2.1)

(表14.2.2)

施　　　工　　　箇　　　所

(表14.2.1)

寸　法（㎜）

板幅

板厚

材 　　種

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

○

※

ロール

押出し

○

スパンドレル形

（施工箇所は図示） 設ける○設けない伸縮調整継手

○

○

250 形

300 形

350 形

プレス※パネル形○

1.6

1.8

2.0

種　  類 備 　　　　　　　　　　考

(表14.7.1)

(表14.4.1)

25型

25型

※

○

19型

19型

○

※

屋外

屋内野縁等の種類

屋外の野縁受け・吊りボルト・インサートの間隔

屋外の周辺部の端からの寸法

屋外の野縁の間隔

㎜

㎜

㎜

屋外の軒天井、ピロティ天井等における耐風圧性を考慮した補強

○ ○

○

天井下地材における耐震性を考慮した補強

天井のふところの補強（1.5m以上3m以下）

（3m超える）

※

※

吊りボルト間隔が900㎜を超える場合の補強方法

(表14.5.1)スタッド、ランナー等の種類

スタッドの高さが5mを超える場合

※

表14.5.1におけるｽﾀｯﾄﾞの高さによる区分に応じた種類※ ○

本体製所造の仕様による｡

○ＨＬ程度※

アルミニウム製

ステンレス製SUS304

○

材　料　及　び　表　面　処　理 施　工　箇　所

材種

○※図示による

図示による ○

行う

行う 行わない

行わない

行う

行う（　図示による　）

開口補強

○※図示による

外部 亜鉛めっき 内部 SOP塗装

形　　　状 製 　法

ステンレス製SUS304（表面処理　　　　　　　　　　　　　　）※ 研磨なし ・

○

あと施工アンカーの引張試験

ｺｰﾅｰ部及び突当たり部等の役物は

○

亜鉛めっき （表面処理　※　Ｃ種　　　　　　　　　）

○

寸法（㎜）

断熱材

○

○

φ600

有り

○

○

500角

無し

○

鋳鉄製マンホール蓋

箇所

箇所

箇所

箇所

箇所φ型

種  　別 施　工　箇　所（手すり、成形板、笠木、建具以外）

　色合等

屋外のはずれ留め補強 ※有り ○無し

表面処理(種別)

建築基準法に基づく風圧力・積雪荷重に対応した工法

○

○

表面処理(種別)

○

表面仕上げ

(12.1.4)

2

(12.2.1)

製材4

樹種

(12.2.1)

5

(12.2.1)

含水率3

1

(12.2.1)

(12.2.2)

揮発性有機化合物

対策

(12.2.3)

木
工
事

見え掛り面の表面の仕上げ

表面仕上げの種別

機械加工

●Ａ種

○Ｂ種

○Ｃ種

○Ｈ－Ａ種

○Ｈ－Ｂ種

●Ｈ－Ｃ種

適 用 箇 所

※ 内部造作材　○

※ 下地材

手 加 工

使用箇所 樹　 種 寸　法 防虫処理材面の品質

「製材の日本農林規格」以外の製材

「製材の日本農林規格」による製材

●使用する全ての造作材は管内産木材とする。※下地材は除く

(表12.2.1)下地材

造作材

※ ○

※ ○

Ａ種(15%以下) Ｂ種(20%以下)

Ａ種(15%以下) Ｂ種(18%以下)

以下に規定されているものは、その規定による。

○広葉樹製材

造作用針葉樹製材

下地用針葉樹製材

樹　 種

樹　 種

樹　 種

寸　法

寸　法

寸　法

等　　級

等　　級

等　　級 保存処理

保存処理

保存処理

材面の品質

材面の品質

材面の品質

使用箇所

使用箇所

使用箇所

○1級 ※2級

○小節 ○並　　

○２等

○特等 ※1等

形　　状

形　　状

形　　状

○

含水率

含水率

含水率

含水率

(表12.2.2)

○

　　　 されない。詳細は上記法人のホームページを参照すること。

工事完成までに、          の産地証明書を提出すること。

　　一般社団法人京都府木材組合連合会

　　TEL：075-802-2991　

　証明書及び計算書の発行に係る手続きについては次の機関による。

　　注）証明書は製材所、流通業者の全てが取扱い事業体でなければ発行

F☆☆☆☆※ ○表示がある場合

表示がない場合 ※非ホルムアルデヒド系接着剤使用（塗装していないもの）

※非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

しない塗料使用（塗装したもの）

○

※非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

しない材料使用（化粧加工したもの）

材料（集成材、合板等）のホルムアルデヒド放散量

○※F☆☆☆☆接着剤のホルムアルデヒド放散量

※

（発行機関：（一社）京都府木材組合連合会）を提出すること。

京都木材規格（KTS）材を使用する場合は、京都木材規格（KTS）材証明書

集成材 (12.2.1)6

(12.2.1)

7

「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

造作用集成材

見付材面の品質

※１等　○２等

見付材面の品質

化粧ばり造作用集成材○

※１等　○２等

○化粧ばり構造用集成柱

使用箇所 寸　法樹　 種

見付材面の品質寸法 化粧板厚使用箇所 樹　種品 名

化粧材 芯 材

見付材面数

使用箇所 品 名

化粧材

樹　種 寸法 化粧板厚 見付材面数

芯材

品 名

○１等　○２等

普通合板

構造用合板

寸　法 見付材面の品質

「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

造作用集成材○

使用箇所 樹　 種 含水率

※15%以下　○　　

○化粧ばり造作用集成材

使用箇所 化粧樹種名 寸法 化粧板厚

○

含水率見付材面の品質芯材樹種名

○化粧ばり構造用集成柱

使用箇所 化粧樹種名 寸法 化粧板厚

○

含水率見付材面の品質芯材樹種名

造作用単板積層材○

「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

使用箇所 寸法

CLT（直交集成板）

○１等　○２等　○３等

○天然木化粧加工 ○塗装加工

○表面化粧加工なし

○表面化粧加工あり

表面の品質 防虫処理

○天然木化粧加工 ○塗装加工

○表面化粧加工なし

○表面化粧加工あり

○

○造作用単板積層材

使用箇所 表面の品質

○

含水率 防虫処理

寸法

寸法

使用箇所 品名

樹種曲げ強度 種 別 接着性能品名

接着程度

※１類

○２類

板面の品質

広葉樹

○

針葉樹

○

※押入れ､物入れ

使用箇所 厚さ

○

樹種名品名

パーティクルボード

※15㎜

使用箇所

※13Pタイプ又は13Mタイプ

○

○

各種区分厚さ

使用箇所

化粧ばり構造用合板

天然木化粧合板

使用箇所 樹種名厚さ 接着程度

特殊加工化粧合板

化粧加工の方法 その他処理

○防虫処理○オーバーレイ

○プリント

○塗装
○

使用箇所 品名

※2級以上

○ ○

※12㎜

等級 厚さ 樹種名

○○特類

※１類

樹種名厚さ

○防虫処理

その他処理

○

○　特類

接着程度品名

１類

○防虫処理

その他処理

○１類 ○２類

使用箇所 接着程度樹種名厚さ品目

○１類 

○２類

構造用パネル

使用箇所 等　級 厚　さ

8 接合具等

(12.2.2)

造作材の化粧面の釘打ち

※ 隠し釘打ち ○○ ○ 釘頭現し

ＭＤＦ

使用箇所 厚　さ 表裏面の状態

による区分 による区分

曲げ強さ 難燃性に

よる区分

接着剤に

よる区分

つぶし頭丁釘釘頭埋め木

諸金物の形状、寸法及び材質

※ かすがい、座金、箱金物及び短冊金物は、表12.2.3から表12.2.5までに示す

程度の市販品で、木材の寸法に応じた適切なものとし、コンクリート埋込部を除き、

○

表14.2.2[鉄鋼の亜鉛めっきの種別]のＦ種程度の亜鉛めっきを施したもの

防腐、防蟻及び

防虫処理

(12.3.1)
～(12.3.2)

9 防腐・防蟻処理

防虫処理 ※行う（範囲：ラワン材等 ※｢製材の日本農林規格｣による保存

処理の性能区分K1）

○行わない

○防腐・防蟻処理を省略できる樹種による製材　　適用部位

○薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

○薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理 適用部位

保存処理性能区分

○Ｋ３○Ｋ２ ○Ｋ４

○Ｋ３Ｋ２ ○Ｋ４

適用部材

適用部材

●薬剤の塗布による防腐・防蟻処理

※標仕12.3.1(ｲ)(b)

①～④による

○

○

※ JIS K 1571に適合又は同等品

○

処理の方法 薬剤の種類

3 折板葺

(13.3.2)

長尺金属板葺2

(13.2.2)

　(13.2.3)

1 性能

4 粘土瓦葺

　(13.4.2)

　(13.4.3)

(13.3.3)

5 とい（雨水）

　(13.5.2)

　(13.5.3)

6 保証書

※重ね形 ○はぜ締め形

耐　力

板厚（㎜） ※

○嵌合形 

○0.6 0.8

専門工事業者

※

※製造所の指定業者とする ○

○

○

瓦棒葺

平葺

屋根葺形式 材 料 の 種 類 等 下　葺　材　料

 　(表13.2.1)

厚さ

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940

※

満足させること。

本特記仕様書「１章 一般共通事項　4 風圧力及び積雪に対する性能」を

○横葺 JIS G 3322の屋根用コイル※

○

○

○一般タイプ

○複層基材タイプ

粘着層付タイプ

形式による区分

山　　高　（㎜）

山ピッチ （㎜）

種類、大きさ、産地等 ※Ｊ型 ５３Ａ ○

○雪止め瓦の使用 ○有 無

役物瓦の種類

※

※

○鉄鋼製（上塗り ※折板色　○

）　厚さ（ ）　防火性能（

○

）

無し

○ｽﾃﾝﾚｽ鋼製

）３０分

有り（軒先面戸・換気面戸）軒先面戸板

けらば変形防止材

断熱材張り　○行う

※ ○材料による区分 塗装溶融亜鉛めっき鋼板 (表13.2.1）

ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑに使用する

鋼材の表面処理

○Ｅ種

○

（種別

○凍害試験 行う ○行わない

○

直接外気の影響を受けない屋内の場合（　　　　　）

といの材種 配管用鋼管 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管

（屋内といにＶＰ管は使用しない）

※

○

○ステンレス製

桟木の留付け工法

○ ○ ○棟の工法 ７寸丸伏せ棟 Ｆ形用冠瓦伏せ棟 のし積み棟

とい受け金物及び吊金物

※表13.5.2（溶融亜鉛めっきを行ったもの）

※表13.5.2

※表13.5.2  ○ 0.5m以下（多雪地域の場合）

※鋼管製といの防露

防露材のホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　　

※行う （施工箇所

○

）○表13.5.  による3

留　付　け　方　法材質 形状 寸法材種

 材種

 形状

 取付け間隔

(表13.5.1)

   ルーフドレイン

※

（保証年限：工事目的物引渡しより　10 年間以上とする。）

受注者、屋根施工業者、屋根材料メーカーの連名による保証書を提出すること。

棟補強等に使用する金物等

凍補強用心材の材質、寸法　※杉幅40mm×高さ30mm以上（防腐処理を施したもの）

掃除口 設ける※ （開放性のある自転車置場のといを除く）

合板 等

章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

木
工
事

(表12.1.1)(表12.1.2)

(㎜)

木
工
事

屋
根
及
び
と
い
工
事

１２ １２ １２

１３

１４

A

004建築工事特記仕様書（4）

●

竪葺●

BA-2種　A2 図示

●

●

●

● ● 1.5 BA-2種　A2●

BA-2種　A2●

● 図示による

●

●

（1階）

●エントランスホール　内装造作材

●更衣室　畳下地

更衣室 スギ 図示 図示 15％以下 有り 良好

●

●

スギ 図示 図示 15％以下 有り 良好

- タモ 図示 図示

木材全般

○

フッ素焼付塗装 図示  F-BE●

600

150

300

● 0.5

●

●

詳細は監督職員の指示による。●

●

NS(A3)
NS(A1)

●

3

（1階） 箇所（2階）49● 26

箇所

●

●

●（1階） 箇所（2階）

●（1階） 箇所（2階）

25

40

●

○

●

図示による

(金属板A)

●● （TD1,2,4）

ステンレス(TD3)●

●

(屋内)
箇所● ●（1階） 箇所（2階）10

箇所● ●（1階） 箇所（2階）01

箇所● ●（1階） 箇所（2階）04

○

○

○

●

○

管内産木材
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章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

1 ラス系下地

(15.2.4)

下地の種類 ○通気工法　二層下地

ロックウール

吹付け

10

ﾛｯｸｳｰﾙのホルムアルデヒド放散量

接着剤のホルムアルデヒド放散量

吹付け厚さ（㎜）

※仕上げ表による

※F☆☆☆☆

※F☆☆☆☆

施　　　　　　　工　　　　　　　箇　　　　　　　所

○

○

建
具
工
事

○直張り工法　ラスシートモルタル下地

○直張り工法　ラスモルタル下地

○通気工法　単層下地

※ 図示による○耐力壁、防火構造、準耐火構造等の指定

モルタル塗り

セルフレベリング

材塗り

(15.4.3)

仕上塗材仕上げ

2

3

4

既製目地材

適用する （形状 ）

床塗り

目地の設置 ※有り （

材料 現場調合材料

※

セメント系○せっこう系

○厚さ（㎜） 15※10

浮きの確認

接着力試験

※全面打診による確認を行う

行う ○行わない

○無し

※ ○押目地 ）

（目地割

種類

※ ）2㎡程度 最大目地間隔 3m ○

○

種類及び品質は表15.5.1による

外　タイル張り下地等の下地モルタル塗りの確認及び試験装

※ F☆☆☆☆ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

外装薄塗材Si

外装薄塗材Ｅ

防水形外装薄塗材Ｅ

（

外装薄塗材Ｓ

内装薄塗材Ｃ

内装薄塗材Ｌ

内装薄塗材Si

内装薄塗材E

内装薄塗材Ｗ

○増塗材 ）

○

○

○

○

着色骨材砂壁状

砂壁状じゅらく

平たん状

ゆず肌状

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

砂壁状

ゆず肌状

砂壁状

ゆず肌状

砂壁状

平たん状

ゆず肌状

砂壁状

平たん状

ゆず肌状

ゆず肌状

凹凸状

砂壁状

凹凸状

平たん状

ゆず肌状

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ゆず肌状

さざ波状

ゆず肌状

さざ波状

ゆず肌状

凹凸状

さざ波状

吹付け

ゆず肌状

凹凸状

さざ波状

さざ波状

凹凸状

さざ波状

ゆず肌状

凹凸状

さざ波状

○

吹付け

ロｰラ-

吹付け

ロｰラ-

吹付け

こて塗

ロｰラ-

こて塗

吹付け

こて塗

ロｰラー

ロｰラー

吹付け

吹付け

吹付け

こて塗

ロｰラ-

吹付け

こて塗

ロｰラ-

工 法 備　考

○平たん状 ○凹凸状 こて塗

○京壁状じゅらく ○ゆず肌状 吹付け

薄付け仕上塗材

○調湿形

○調湿形

○

○

耐アルカリ性

耐湿性

内装塗材のホルムアルデヒド放散量

種　　類（呼び名） 仕　上　げ

 (表15.6.1)

○既調合材料(　　　　　　　)

○

○

○

○

○

○

○

○

外装厚塗材Ｃ

（

外装厚塗材Si

外装厚塗材Ｅ

（

内装厚塗材Ｃ

内装厚塗材Ｌ

内装厚塗材Ｇ

内装厚塗材Si

内装厚塗材Ｅ

○

○

上塗材

上塗材

）

）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

吹放し

平たん状

ひき起し

吹放し

平たん状

ひき起し

吹放し

平たん状

ひき起し

平たん状

ひき起し

平たん状

ひき起し

吹放し

平たん状

ひき起し

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

凸部処理

凹凸状

かき落とし

凸部処理

凹凸状

凸部処理

凹凸状

かき落とし

凹凸状

かき落とし

凹凸状

かき落とし

凸部処理

凹凸状

○

○

○

○

吹付け

こて塗

吹付け

こて塗

ロｰラ-

吹付け

こて塗

こて塗

こて塗

吹付け

こて塗

ロｰラ-

工 法 備　考

厚付け仕上塗材

○調湿形

種　　類（呼び名） 仕　上　げ

 (表15.6.1)

仕上塗材の下地

処理

マスチック塗材

塗り

5

6

○

○

砂壁状

平たん状

吹付け

こて塗

工 法 備　考

吹付用軽量塗材

こて塗用軽量塗材

軽量骨材仕上塗材

仕　上　げ種　　類（呼び名）

 (表15.6.1)

○

○

○

○

複層塗材ＣＥ

複層塗材Ｓｉ

複層塗材Ｅ

複層塗材ＲＥ

可とう形複層塗材ＣＥ

○

○

○

○

凸部処理

ゆず肌状

凸部処理

ゆず肌状

○

吹付け

ロｰラー

吹付け

ロｰラー

工 法 備　考

○

○

○

防水形複層塗材ＣＥ

防水形複層塗材Ｅ 

○

○

凸部処理 吹付け

複層仕上塗材

防水形複層塗材ＲＥ

種　　類（呼び名） 仕　上　げ

凹凸状

凹凸状

凹凸状

 (表15.6.1)

（○
増塗材）

○ゆず肌状 ロｰラー

※複層仕上塗材の耐候性

溶剤系○

つや有

アクリル系

水系

※

※

※

外観

樹脂

溶媒複層仕上塗材の上塗材

メタリック○つやなし

○耐候形３種

弱溶剤系○

ＡＬＣパネルの内壁目地部の形状 ※Ｖ型目地付き ○

種別 ○Ａ種 Ｂ種 (表15.7.1)○

4

5

3

2 (16.1.3)防火戸

(16.1.6)

防犯建物部品

(16.2.2)建具

アルミニウム製

(16.1.4)

見本の製作等

性能1

6 (16.2.3)網戸等

(16.3.3)

～

7 樹脂製建具

(16.3.4)

(16.3.2)

図示による ○※

適用箇所

適用箇所

適用箇所

）（シャッター・

）（サッシ・

）（ドア・

開口部の進入防止対策上有効な措置が講じられた「防犯建物部品」を適用する箇所

）（建具番号行う○特殊な建具の仮組

）（建具番号行う○建具見本の製作

満足させること。

※本特記仕様書「１章 一般共通事項　4 風圧力及び積雪に対する性能」を

（面内変形追随性の等級

（断熱性の等級

（遮音性の等級

）

）

）

○

○※図示による

図示による※

○図示による※結露水の処理方法

○図示による※水切り、ぜん板等

特注○標準○

特注○標準○

特注○標準○

特注○標準○

出入口のくつずりにステンレスを使用する場合は図示による。※

○

○

○

○

○

○

施　　　工　　　箇　　　所色種　　　　　　別

(表14.2.1)表面処理

特注○標準

○

○※図示による

図示による※

○

固定式

ガラス繊維入り合成樹脂製

○

○

0.25㎜以上、16～18メッシュ

外部可動式

ステンレス製（SUS316）  

合成樹脂製

※

※

○

※

線径、網目

形　　式

防虫網

ＢＢ－１種

ＢＢ－２種

ＢＣ－１種

ＢＣ－２種

水密性

気密性

耐風圧性

性能等級

※ ○Ｓ－２

※Ａ－３

※Ｗ－３

性能等級 Ａ種 Ｂ種 ○Ｃ種

耐風圧性 ※Ｓ－４ ○ ※Ｓ－５ ○ ※Ｓ－６ ○

気密性 ※Ａ－３ ○ ※Ａ－４ ○

水密性 Ｗ－４ ○ ※Ｗ－５ ○

○

※

70 100○○※ 図示

○

※ 図示

(表16.2.2)

○Ｓ－３

○

○

○Ｅ種○Ｄ種

(表16.2.1)

防音ドア、防音サッシとする場合

断熱ドア、断熱サッシとする場合

耐震ドアとする場合

設置する防鳥網

木下地の場合の外部に面する内付建具の止水処理 ○ 行う

○三重ガラス単板ガラス ○

特注色○

○複層ガラス※ガラス

標準色○表面色

○

○

水密性

気密性

耐風圧性

性能等級

※ ○Ｓ－２

※Ｗ－３

(表16.2.2)

※ ○Ｓ－３

○

○Ｅ種○Ｄ種

性能等級

耐風圧性

気密性

水密性

※Ｓ－４

Ａ種

○ ※Ｓ－５

○Ｂ種

○ ※Ｓ－６

○Ｃ種

○

○

※ ○Ａ－４

※ ○Ｗ－４ ※ ○Ｗ－５

○図示※

(表16.2.1)

防音ドア、防音サッシとする場合

断熱ドア、断熱サッシとする場合 ）H-5（断熱性の等級

（遮音性の等級

H-4

○

○

T-1 ○ T-2 ○ ）

○ ○H-6

材　　質

※

○

外部に面するアルミニウム製建具の性能等級（ｺﾝｸﾘｰﾄ系下地､鉄骨下地）

外部に面するアルミニウム製建具の性能等級（木下地）

外部に面する樹脂製建具の性能等級

外部に面する樹脂製建具の性能等級

（ｺﾝｸﾘｰﾄ系下地､鉄骨下地）

（木下）

外部に面する建具の耐風圧性

簡易気密扉の気密性、水密性

○

○

○

※

Ｓ－４

適用する

Ｓ－５

○適用しない

○Ｓ－６ (表16.2.1)

JISただし書き建具の寸法許容差（これ以外は標仕による）

※製造所標準製作規定寸法許容差による

(表16.4.1)

鋼板類の厚さ

が950㎜又は有効高さが2,400㎜を超える場合は除く）

※

○

表16.4.2（片開き、親子開き及び両開き戸の有効開口幅

㎜

※適用する（Ａ－３） ○適用しない

防音ドア、防音サッシの適用

断熱ドア、断熱サッシの適用

耐震ドアの適用

（遮音性の等級

（断熱性の等級

）

）

）（面内変形追随性の等級

鋼板類の厚さ

○

○

○

（遮音性の等級

（断熱性の等級

）

）

）

※適用する（Ａ－３） ○適用しない簡易気密型ドアセットの気密性

鋼板

カラー鋼板

○ ビニル被覆鋼板

○ ステンレス鋼板

○

が950㎜又は有効高さが2,400㎜を超える場合は除く）

㎜

表16.5.1（片開き、親子開き及び両開き戸の有効開口幅

表面処理亜鉛めっき鋼板

※

（面内変形追随性の等級

防音ドア、防音サッシの適用

断熱ドア、断熱サッシの適用

耐震ドアの適用

外部に面する建具の耐風圧性

簡易気密扉の気密性、水密性

○

○

○

※

Ｓ－４

適用する

○Ｓ－５

○適用しない

（遮音性の等級

（断熱性の等級

○Ｓ－６

）

）

(表16.2.1)

○ ）

SUS430J1L○SUS304

JISただし書き建具の寸法許容差（これ以外は標仕による）

表面仕上げ

曲げ加工

※製造所標準製作規定寸法許容差による

※

※普通曲げ

○

○角出し曲げ

ステンレス鋼板 ※ JIS G 4305

建具材の含水率の種別 ○Ａ種 ※Ｂ種 ○Ｃ種

○ SUS443J1

(表16.4.1)

フラッシュ戸

表面材の合板の種類の適用及び品質等

表面板の厚さ

かまち及び鏡板の樹種

見込み寸法

かまち戸

○

○

ふすま

○

○

※

※ 36 ㎜

※図示による

図示による

ＨＬ 鏡面

見込み寸法

○

○

上張りの種類

戸ぶすま

※

※ 19.5 ㎜

図示による

○

○材料の種別 ○ Ⅱ型

防音ドア、防音サッシの適用

断熱ドア、断熱サッシの適用

耐震ドアの適用 （面内変形追随性の等級

見込み寸法 ○

見込み寸法 ○

紙張り障子

接着剤のホルムアルデヒド放散量 ※ F☆☆☆☆ ○

※ 30 ㎜

※ 30 ㎜

○上張りの種類 ※図示による

Ⅰ型

召合せ、縦小口包み板等　※鋼板　○ステンレス鋼板　○アルミニウム合金の押出形材

○種類

(15. .2)

～(15. .5)

3

3

(15.6.2)

(15.5.2)

(15.12.3)

(15.12.2)

(15.6.4)

(15.7.2)

～(16.2.5)

8 鋼製建具

(16.4.2)

～(16.4.4)

鋼製軽量建具

(16.5.2)

～(16.5.4)

9

ステンレス製建具

木製建具

(16.6.2)

～(16.6.4)

10

(16.7.2)

11

(16.7.3)

～

こまい壁塗り

(15.11.2)
(15.11.8)

9 土間用のり ※つのまた

※ふのり砂壁用のり

○○ふのり ○粉末海藻○ぎんなんそう

土物仕上げ ○大津仕上げ色土の種類

○つのまた ○

○

○ 合成高分子系混和剤

こんにゃくのり

○

にわか○

塗厚 ※表15.11.8 ○

○耐力壁の指定がある場合 （ ）㎜

工程

○土物 仕上げ

色砂の種類 ○天然砂と岩石の砕砂 ○人工的に着色・製造したもの

下塗りの調合※表15.11.2 ○

※Ａ種 ○Ｂ種

種類

○大津 仕上げ

ちりじゃくり

ちりじゃくり

種類 ○普通大津仕上げ工法 ○大津みがき仕上げ工法

○水ごね土物２工法○水ごね土物１工法

○のりごね土物工法○のりさし土物工法

土もの仕上げ工法○

○砂壁仕上げ工法

○切返し仕上げ工法

せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ塗り

(15.8.2)

(15.8.3)

7 下塗り及び中塗り

上塗り

○○既調合ﾌﾟﾗｽﾀｰ 現場調合ﾌﾟﾗｽﾀｰ

○○既調合ﾌﾟﾗｽﾀｰ しっくい塗り

しっくい塗り

(15.10.1)
～ (15.10.3)

8 下地 ○木ずり ○こまい土壁塗り ○せっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ ○せっこうﾎﾞｰﾄﾞ ○

材料 ○

○

現場調合材料

調合・塗厚 ○

○

○木ずり下地　　　※ 表15.10.1

○こまい土壁下地　※ 表15.10.2

既調合材料　　しっくい塗材の種類等 （　　　　　　　　　　　　　　　）

章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

左
官
工
事

○

枠見込み（㎜）

枠見込み（㎜）

枠見込み（㎜）

(JIS A 6909)

(JIS A 6909)

(JIS A 6909)

(JIS A 6909)

左
官
工
事

建
具
工
事

１５ １５ １６ １６

A

005建築工事特記仕様書（5）

● ●

●

●
●

ＢＡ－２種● ● 図示による●

図示による●

●

○

● T-3

●

○

●

5mm●

● フッ素系

NS(A3)
NS(A1)

(吹付B)

(吹付A)

●

●

○
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章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

建具用金物

(16.8.2)

～(16.8.4)

12 マスターキーの製作

※

○

作成する

在来マスターキーに合わせる

（ グループ、各グループ 個） ○作成しない

開き戸 (表16.8.1)

（○ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金　　○黄銅 ）

(表16.8.1)

（上吊りの場合除く）

戸車

黄銅は木製建具用のみステンレス,レール

（○黄銅）

取付位置

（ ）

木製建具の場合:ｽﾃﾝﾚｽ

建具製作所の仕様による。

引手類

クレセント

:ｼﾘﾝﾀﾞｰｶﾗｰ等はｽﾃﾝﾚｽ

木製建具の場合引戸用錠

そ　 の 　他見　え　掛　り　部　の　材　質金　物　の　種　類

引き戸

建具製作所の仕様による

）

）

）

）

）

）

ピボットヒンジ

○

）（

取付位置

）

（○ｽﾃﾝﾚｽ ）

（○黄銅 ）

ｶﾊﾞｰ部：ｽﾃﾝﾚｽ，（本体は鋼 

ｶﾊﾞｰ部:ｽﾃﾝﾚｽ，（○亜鉛合金 

ｽﾃﾝﾚｽ，

亜鉛合金程度，

（  ｽﾃﾝﾚｽ，押棒・押板

○遅延閉り機能付き

ドアクローザーフロアヒンジ

点検口軸吊りヒンジ 自閉装置付き

亜鉛合金は木製

建具用のみ

丁番

点検口錠

○黄銅，○合成樹脂

ステンレスケースハンドル錠

（フランス落し）

（●ｽﾃﾝﾚｽ ）亜鉛合金程度，上げ落し

ｱｰﾑｽﾄｯﾊﾟｰ

戸当り 亜鉛合金程度，

鋼（ｸﾛｰﾑめっき），（●ｽﾃﾝﾚｽ

（●ｽﾃﾝﾚｽ，○黄銅 あおり止め付き

）

○

○

ｱｰﾑ部：鋼（焼付け塗装 

ｽﾃﾝﾚｽ，（○鋼 ）

本体：ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金

ｶﾊﾞｰ部：ｽﾃﾝﾚｽ，（本体は鋼 

鋼（焼付け塗装 ）

閉鎖順位調整器

ﾋﾝｼﾞｸﾛｰｻﾞｰ（丁番）

ドアクローザー

○ 取付位置○

（ ）

（○ｽﾃﾝﾚｽ ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ:亜鉛合金，グレモン錠

戸車及びレール

金属製建具用丁番

樹脂製建具用丁番

木製建具用丁番

※

※

※

※

表16.8.2による

表16.8.3による

表16.8.4による

表16.8.5による

○

○

○

○

※３本 １組 ○鍵の製作本数

13

～(16.9.4)

(16.9.2)

自動ﾄﾞｱ開閉装置

14

(16.10.3)引戸装置

自閉式上吊り

15

～(16.11.4)

(16.11.2)

重量シャッター

16

～(16.12.4)

(16.12.2)

軽量シャッター

17

～(16.13.4)

(16.13.2)ドア

オーバーヘッド

18

～(16.14.4)

(16.14.2)ガラス

※

駆動装置及び検出装置の性能

引き戸用駆動装置性能値

※

種類・開閉方式 温度上昇○ 電 源防 錆

○

※

○

※

○

引き戸用検出装置性能値

放射無線周波数
電磁界耐性

温度上昇

耐電圧

耐電圧

耐電圧 防 錆 電 源

多機能トイレ出入口引き戸用駆動装置性能値

防　錆 電 源防 滴

○戸の開閉方式

引き戸検出装置の種類

建具表による

※ 建具表による

(表16.10.1)

○

○

 ※20以下

 ※20以下

●40を越えるもの

○

○

 ※15以下

 ※15以下

 ○40以下

手動閉じ）（N）

手動開き力（N）

適用戸の総質量（kg）

品質・規格

性能等

性能値等の区分

行う凍結防止措置

管理用シャッター　(ｼｬｯﾀｰｹｰｽ○設ける)

耐風圧強度

耐風圧強度

屋内用防火シャッター(ｼｬｯﾀｰｹｰｽ※設ける)

外壁用防火シャッター(ｼｬｯﾀｰｹｰｽ※設ける)

○

○

○

上部手動式 ○上部電動式（手動併用）

屋内用防煙シャッター(ｼｬｯﾀｰｹｰｽ※設ける)

※

○

開閉方式

種　類

○Z12又はF12を満足するもの○

めっきの付着量

JIS G 3312○

○Z12又はF12を満足するものJIS G 3302

スラット及びシャッターケース用鋼板

材　質

○○

手動式 ※上部電動式（手動併用）○開閉方式

耐風圧強度

○

○

形　状

AZ90を満足するものJIS G 3322

めっきの付着量材　質

○

○○

○

Z06又はF06を満足するもの○JIS G 3312○

スラット

耐風圧性能

バランス式 電動式○チェーン式○バランス式※開閉方式

ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽﾀｲﾌﾟ○ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀｲﾌﾟ○ｽﾁｰﾙﾀｲﾌﾟ※セクション材

○

ステンレス鋼板○溶融亜鉛めっき鋼板※

○

ガイドレール等

収納形式

バーチカル型

ローヘッド型

○

○

ハイリフト型

スタンダード型

電動式には保護装置を設ける

電動式シャッターには保護装置を設ける

電動式シャッターには保護装置を設ける

の仕様による
建具製造所

の仕様による
建具製造所

の仕様による
建具製造所 ※※※

○○ ○

種　類　等種　類　等

熱線反射ガラスの映像調整 )(

○

面クリアランス

○○

○ステンレス建具

アルミニウム建具

鋼製建具

種　　　　別

ガラス溝の大きさ

○

エッジクリアランス 掛り代

○ ○行わない 行う　

網入板ガラス

○

○

○

○

ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ

型板ガラス ○

○

○

種　　　　別種　　　　別

倍強度ガラス

熱線反射ｶﾞﾗｽ

複層ガラス

強化ガラス

合わせガラス

線入板ガラス

○

材料

熱線吸収板ｶﾞﾗｽ

　　(図16.14.1)

標仕 表16.9.1による（○ SSLD-1 ○ SSLD-2 ● DSLD-1 ○ DSLD-2）

標仕 表16.9.2による

標仕 表16.9.3による

表16.9.4（　　　　　　）による

○図示による※設置箇所

○図示による※設置箇所

○図示による※設置箇所

樹脂板

ポリカーボネイト21

カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
工
事

2 メタルカーテン

1 性能 (17.1.3)

ウォール

(17.2.2)

～(17.2.3)

○図示による寸法・形状 ※

伸縮調整目地の位置○

○

㎜厚さ

種類

○8mm以上､15mm以下※平積み○

外側 15mm以下､内側 6mm以上※○曲面積み

（曲率半径はｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ幅寸法の10倍以上とする）

○

○

※ 6m以下ごとに幅10～25mmの伸縮目地を設ける。

○ ○

耐風圧性

耐震性

水密性

気密性

耐火性

遮音性

断熱性

材料

形状・寸法

断熱材

見え掛り仕上げ

○

水平方向（KH）

○

○

※

○

○

Ｓ４

Ｗ１

Ａ１

図示

Ｔ１

Ｈ１

※

○

○

○

○

Ｓ５

※

Ｗ２

Ａ２

30分

Ｔ２

Ｈ２

○

○

○

○

○

○

Ｓ６

Ｗ３

Ａ３

1時間

Ｔ３

Ｈ３

○

鉛直方向（KV）

○

○

○

○

○

○

Ｗ４

Ａ４

Ｔ４

Ｈ４

○

○

○

○

○

※

Ｗ５

Ｈ５

○

○ 80 ○ 70 ○ 60

1.0 0.5

○

※

図示による

図示による

※

満足させること。

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

○○

本特記仕様書「１章 一般共通事項　4 風圧力及び積雪に対する性能」を

○ A-2種（着色）A-1種（無着色）

耐温度差（℃）

○表17.2.1による

○ ○ｽﾃﾝﾚｽ製

製品の寸法許容差 ○

(18.1.3)

～(18.2.7)

(18.2.2)

素地ごしらえ

塗装材料

2

1

(18.3.3)

(18.3.2)

錆止め塗料塗り3

塗装工程

 (18.4.1)

～(18.14.2)

4

Ｃ種※

○－ １種水系さび止めＣ種

F☆☆☆☆※ ○塗料のホルムアルデヒド等の放散量

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

(表18.2.1)～(表18.2.7)

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

※

○

※

※

○

○

○

Ａ種

Ａ種

Ａ種

Ａ種

Ａ種

Ａ種

Ａ種

○

○

○

○

○

○

※

ｺﾝｸﾘｰﾄ及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

ｺﾝｸﾘｰﾄ及びALCパネル面

モルタル及びプラスター面

木部

素　　　　　地 種　　　　別 備　　　　考

備考

鉄　鋼　面

※※Ａ種亜鉛

１種鉛・ｸﾛﾑﾌﾘｰさび止めＡ種

－ ○

○－ 鉛・ｸﾛﾑﾌﾘｰさび止め ２種

水系さび止め －Ｂ種

※○

　見隠れ部分

Ｂ種Ａ種

Ｂ種○Ａ種※

　見掛かり部分

鉄鋼面

塗料種類

(表18.3.1)～(表18.3.4)

屋内屋外種別塗面

錆止め塗料の種別

鋼製建具

※※

規格名称

○○ 変成ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾌﾟﾗｲﾏｰＢ種

塗装工程種別

鋼面

－

工程の種別

記　号

ＳＯＰ 合成樹脂調合ペイント塗り

名　　　　　 　　　　称

鉄鋼面

木部

ＤＰ 耐候性塗料塗り

NAD ○Ａ種 ※Ｂ種

Ｂ種※Ａ種○クリヤラッカー塗りＣＬ

ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分散形塗料塗り

Ａ種

○※Ａ種 Ｂ種

○ ※Ｂ種

Ｂ種※Ａ種○

屋内

屋外

成形ｾﾒﾝﾄ板面

上塗り １級 ふっ素樹脂系等

ＥＰ-Ｇつや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

○２級 シリコン系等

３級 ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系等

Ｂ種Ａ種 ○Ｃ種○

○Ａ種 ※Ｂ種

(表18.4.1)～

種　　　　別

※表18.4.3による

鉄鋼面 ※

※

表18.7.1による

表18.7.2による

○

※木部

ｺﾝｸﾘｰﾄ､ﾓﾙﾀﾙ､ﾌﾟﾗｽﾀｰ､

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ､その他

ﾎﾞｰﾄﾞ面

鉄鋼面 屋内

(表18.14.1)

一液形変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

さび止め ○※ B種A種

B種A種○ ※

鋼製建具以外

ＥＰ

ＥＰ-Ｔ

ＵＣ

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ模様塗料塗り

ウレタン樹脂ワニス塗り

○

○

○

Ａ種

Ａ種

Ａ種

※

※

※

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

※屋内

ＯＳ オイルステイン塗り

ＷＰ 木材保護塗料塗り Ｂ種※Ａ種○

※ 塗料○水性 ○油性表18.12.1による

○Ａ種 ※Ｂ種

20

19

(16.14.5)

(16.14.2)

ガラスブロック

ガラス留め材

シーリング○

○材質金属製化粧カバー○

品質規格はJIS A 5212 による

化粧目地モルタルの色○

○

○

径5.5㎜のはしご形状複筋及び単筋

SUS304

寸法・形状 ※

材質 ※力骨○

壁用金属枠及び補強材○

色　 　　調 パターン

）

厚 さ（㎜） 防 火 認 定

あり

なし

○

※

熱線反射

カラー（

○

○クリア

○

○

図示○

○

×

寸  法（㎜）

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を品質計画により定める。※

※

乳白

防火戸のガラス留め材は建築基準法に基づく防火性能認定品とする。

防音仕様、断熱仕様及び耐震仕様については図示による。※

※

グレイジングチャンネルガスケット

(表9.7.1)

※

パテ

パテ（木製用）  

２種○１種※

アルミニウム製

建　　具　　の　　種　　類

※シーリング材（SR-1）

材　　　　　　　　　　　　　　　　　質

○ガスケット

○シーリング材（SR-1）※

木製

○

○

SUS304○

※表9.7.1による

3 PCｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ

(17.3.2)

～(17.3.3)

コンクリート ○ ○種類 品質

○鉄筋 SD295A

補強鉄線

耐火目地材

仕上げ

※

網目寸法

断熱材

径

仕上げ材、建具枠、ゴンドラ用ガイドレール等 図示による※

(19.2.2)(19.3.3)

(19.9.2)

(19.7.2)(19.8.2)

2 ビニル床シート

(19.2.2)

①

(19.5.5)(19.5.4)

(19.4.2) (19.5.2)

揮発性有機化合物

対策

張り

3 ビニル床タイル

(19.2.2)

張り

単層ビニル床シート

複層ビニル床シート

○

※

○

○

発泡複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

クッションフロア

区分

発
泡
層
無

発
泡
層
有

種　　　　　　類 記号

ＴＳ

ＦＳ

ＨＳ

ＫＳ

※※熱溶接※無地

マーブル

2.5

○

2.0

厚さ（㎜）色　　柄 工　法 施工箇所

仕上表に

よる

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ・ﾀｲﾙ、ｺﾞﾑ床ﾀｲﾙ、ｶｰﾍﾟｯﾄ、ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ、ﾎﾞｰﾄﾞ類、断熱材の接着に使用する

塗料、フローリング材、ボード類、壁紙、断熱材のホルムアルデヒド放散量

※F☆☆☆☆ ○

※F☆☆☆☆ ○

○

※

接着剤のホルムアルデヒド放散量

○

○

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

単層ビニル床タイル

置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

○複層ビニル床タイル

薄型置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

区分

接
着
形

置
敷
形

種　　　　　　類 記号

ＫＴ

ＴＴ

ＦＯＡ

ＦＯＢ

ＦＴ

2.5

2.0

○

※

厚さ（㎜）

※

○

施工箇所寸　法色　　柄

4 シーリング材及び

(17.2.2)(17.3.2)

5 構造用ガスケット

(17.2.2)(17.3.2)

ガラス取付材料

○※ 表9.7.1による

形状

寸法

※

※

図示による

図示による

○

○

※図示による ○材質

ｼﾘﾝﾀﾞｰｶﾗｰ：ｽﾃﾝﾚｽ

○

金　物　の　種　類 見　え　掛　り　部　の　材　質

シリンダー箱錠

○

そ　 の 　他

握り玉：ｽﾃﾝﾚｽ

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ：ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金， ）（

○取付位置○

実用性能項目

（鋼製建具、鋼製軽量

建具、ｽﾃﾝﾚｽ建具）

（○ｽﾃﾝﾚｽ,　○黄銅 ）

※ ｸﾞﾚｰﾄﾞ３以上

○

○空錠 握り玉：ｽﾃﾝﾚｽ

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ：ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金， ）（

取付位置

（●ｽﾃﾝﾚｽ,　○黄銅 ）

ｼﾘﾝﾀﾞｰｶﾗｰ：ｽﾃﾝﾚｽ本締り錠 実用性能項目

（鋼製建具、鋼製軽量

建具、ｽﾃﾝﾚｽ建具）

○

※ｸﾞﾚｰﾄﾞ３以上

耐じん性能のｸﾞﾚｰﾄﾞ

○

耐じん性能のｸﾞﾚｰﾄﾞ

○

（上吊りの場合除く）

目地幅の寸法

建
具
工
事

建
具
工
事

建
具
工
事

塗
装
工
事

内
装
工
事

１６ １６ １６

１７

１８

１９

A

006建築工事特記仕様書（6）

●

5.0●

マーブル●

木目●

500x500● ●

2 2

●

●

図示

●

●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

○

●

右記の他

建具表による

●

●

16　強化ガラス ●ヒートソーク処理を全数行う。

●

●

NS(A3)
NS(A1)

●

図示

●

● 〇

図示

●

図示●

● ●

●

Low-eガラス●

（VS-A～E）

●

4.0●（VT-A、VT-B、VT-C）

●在来メーカー（GOAL）により作成
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5

(19.2.2)

(19.2.2)

耐動荷重性床ｼｰﾄ6

視覚障害者用

床タイル

4

床タイル (19.2.2)

帯電防止床シート、

7

(19.2.2)

床タイル

防滑性床シート、

ゴム床タイル張り

(19.2.2)

ビニル幅木

(19.2.2)

9

8

合成樹脂塗り床

(19.4.2)

(19.4.3)

11

カーペット敷き10

フローリング張り

(19.5.2)

～(19.5.7)

12

○

○

○

塩化ビニル系

レジンコンクリート系

磁器又はせっ器質タイル

※

○

○

３００㎜角

１５０㎜角

○

○ ○

○

種　　　　　類 　　厚　　さ　（㎜） 備　　　考

○

○ ○

種　　　　　類 性　　　　　　　能

○

○ ○

種　　　　　類 性　　　　　　　能 　　厚　　さ　（㎜）

帯電防止床シート

帯電防止床タイル○

○

○※ 60 ○ 75 ○ 100

種　　　　　類 　　厚　　さ　（㎜）

軟質 ○硬質

○

○ ○

○

種　　　　　類

○ ○

種　　　　　類

○○

防滑性床タイル

防滑性床シート○

○

　　厚　　さ　（㎜） 備　　　考

107

体積抵抗値1×10～1×10 Ω程度○

○

○ 2.0※ 1.5

○弾性ウレタン樹脂系塗床材

※平滑仕上げ ○防滑仕上げ ○つや消し仕上げ

塗厚（㎜）○

○エポキシ樹脂系塗床材

厚膜型塗床材

下敷き材 ※JIS L 3204（反毛フェルト）の第２種２号呼び厚さ8㎜

○

見切り、押さえ金物 材質、形状等 ※図示による ○

○織じゅうたん

○タフテッドカーペット

パイル形状 帯電性ﾊﾟｲﾙ長さ(㎜)

ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法 ○ 適用

○ニードルパンチカーペット

厚さ(㎜) 帯電性

○ 適用

タイルカーペット

種別 パイル形状 寸法(㎜) 総厚さ(㎜)

※ ※ ループパイル ※ 500×500 ※ 6.5

タイルカーペットの敷き方 平場部分 ※市松敷き ○

階段部分 ※模様流し ○

全面接着工法○

Ｃ種○

Ｂ種○

Ａ種○

施　工　箇　所

施　工　箇　所工　　法

施　工　箇　所

施 工 箇 所

備　　考

○

○

一種

○二種

寸法

高　　さ （㎜）

種  別 織り方 パイル形状

○ 適用

○

※ 無地

○

○

帯電性 色　柄

ﾋｰﾄﾎﾞﾝﾄﾞ工法

接合方法

１等

１等

ボード

○樹脂モルタル仕上げ

単層フローリング

○フローリング

○フローリング ○

薄膜型塗床材

○エポキシ樹脂系塗床材

(表19.5.1)～(表19.5.6)

備　　　考

ブロック

○

薄膜流しのべ仕上げ

厚膜流しのべ仕上げ 

(                )

種 類

15

○

厚さ樹　種

※なら

○

○

○

○

○

○8

○

○接着工法

○接着工法

○

○

釘留め工法

根太張り工法

直張り工法

工　　　法大きさ

寸法（㎜）厚さ（㎜）色　柄

単層品 ○○ 積層品

種　類

厚さ（㎜）

種　　　　　類 形　　　　　状

備　　　考

○

○

（㎜）厚さ寸　　　　　法

※なら

○

○表19.5.1

表19.5.4

○表19.5.5

15

12

8

縁甲板張り

(19.5.1)

畳敷き (19.6.2)

13

14

せっこうボード、

その他ボード

及び合板張り

(19.7.2)

壁紙張り

(19.8.2)

(19.8.3)

天井廻り縁

断熱・防露

(19.9.2)

(19.9.3)

15

16

17

18

樹　種

○１×６タイプ

フローリング ※なら 15

○

○

○合成樹脂発泡シート※接着工法のフローリング裏面の緩衝材

複合フローリング

樹　　種 等　　級 仕上程度 施工箇所

種別 Ａ種 Ｂ種 ○Ｃ種 ○Ｄ種 (表19.6.1)

○8

種　　　別 備　　　考

ボードタイプ

仕上げ塗装

○

ウレタン樹脂ワニス塗り（１液形）Ｂ種

オイルステインの上ワックス塗り ○生地のままワックス塗り

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

ジョイントコンパウンドアクリル系シーリング

せっこうボードの目地処理 (表19.7.5)

合板類の張付け (表19.7.3)

※ 図示による

(表18.2.7)

素地ごしらえ モルタル及びプラスター面 ○Ａ種 ※Ｂ種

○Ａ種 ※Ｂ種コンクリート面 (表18.2.5)

せっこうボード面

材質 ○アルミニウム製 塩化ビニル製

○Ａ種 ※Ｂ種

Ａ種 Ｂ種目地継目処理工法の場合 (表18.2.7)

(表18.2.4)

※ ○

突付け・目透し工法の場合

材　　　　　　　　　　料

○

○

※開口部等補修用接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量はJISで定めるＦ☆☆☆☆とする

※特定フロンを使用しないものとする。

Ａ種１

（難燃性を有するものとする）

目透かし ○突付け ○継目処理

○Ａ種 ※Ｂ種

○ウレタン系シーリング

品　質　・　規　格防火性能

○ 下表による

打込み工法

断熱材 ㎜

断熱材厚さ

そ　　の　　他

㎜

吹付け厚さ
JIS A 9526

施　行　箇　所

JIS A 9511

JIS A 9521

○

○

○

○

(KT-　　)

※

しおじ

(表19.7.1)種別

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

せっこうボード(GB-R)

化粧せっこうボード(GB-D)

不燃積層せっこうボード(GB-NC)

強化せっこうボード(GB-F) 

ロックウール吸音ボード(RW-B)

グラスウール吸音ボード(GW-B)

ロックウール化粧吸音板(DR)

けい酸カルシウム板(0.8FK)

メラミン樹脂化粧板

難燃木毛セメント板

断熱木毛セメント板

普通合板

天然木化粧合板

特殊加工化粧合板

その他下張り用合板

※

種 　　　　　　　類

厚さ

厚さ

化粧板樹種

厚さ

表面性能　○Ｆ　○FW　○W　○WS

※

○

○

○

○

○

○

内部用

軒天用

タイプ２（無石綿）

JIS K 6903 による

○

○

12.5(不燃)

杉柾模様

トラバーチン模様

トラバーチン模様

模様なし

15(不燃)

21(不燃)

25

25

9.5(準不燃)

30

30

接着の程度

接着の程度

○

接着の程度

なら

○

○

フラット

立体模様

フラット

立体模様

○

○

25

25

○

○

○

12.5(準不燃)

15(不燃)

○

○

9.5(準不燃)

○

○

○

20

20

12(不燃)

15(不燃)

12(不燃)

15(不燃)

○

※

○

○

表板樹種

12.5(不燃)

9.5(不燃)

○

15

15

防虫処理○行う

防虫処理○行う

防虫処理○行う

※

12.5(不燃)

9.5(準不燃)

※

※

※

※

9(不燃)

12(不燃)

9(不燃)

12(不燃)

○

(軽鉄下地は専用のものとする)

○ 8.0   6.0

※ 1.2

表19.7.1によるＪＩＳ規格品とする

板面の品質

規　　格　、　厚　さ（㎜）等

※

化粧加工の方法

防火性能・種類・規格・施工箇所

○   Ａ種ＩＨ

接着工法○

根太張り工法

○直張り工法

工　　　法

釘留め工法

○

Ａ種

Ｂ種

○Ｃ種

種 別

ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材

押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材

硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材

ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ断熱材

6 階段滑り止め

(20.2.6)

7 階段手すり

8 黒板及び

(20.2.8)

ホワイトボード

1 家具、ﾕﾆｯﾄ等の

2 フリーアクセス

(20.2.2)

フロア

揮発性有機化合物

対策

4 移動間仕切

(20.2.4)

3 可動間仕切

(20.2.3)

5 トイレブース

(20.2.5)

材種

形状

取付工法

ステンレス製（SUS304）

ビニルタイヤ入り

※接着工法 ○埋込み工法

あり （ ビニル ○SUS304 ）

○

○

ステンレス製　（SUS304　ＨＬ仕上）

ビニル製ハンドレール 

径

径

㎜

㎜

（仕様は金属工事参照）

○径 ㎜※丸型　 平型　 ㎜幅

両端ﾌﾗｯﾄｴﾝﾄﾞ

○クリアラッカー仕上げ

○ ○

集成材

幅 約35 ㎜○ ○○

○

スロープ及びボーダー

コンセント等の取付け

配線用取出し用開口

空調用吹出しパネル

※

※

※

○

製造所の標準仕様

製造所の標準仕様

対応品又は工場加工品

あり （※固定式 

○

○可変式 施工箇所は図示 ）

※

収納家具その他ユニットに使用する材料で、合板、化粧合板、MDF等の

収納家具その他ユニットに使用する合板等の接着剤

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等の放散量

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等の放散量

※

※

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

○

○

含まれる可塑剤 ※ﾌﾀﾙ酸-ﾌﾞﾁﾙ等を含有しない、難揮発性のもの○

※建設技術評価制度｢耐震型ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱの開発｣の技術評価を取得した製品とする｡

寸法

（㎜）

フロア

高さ（㎜）

施　工　箇　所 所定荷重 帯電防止 漏えい

抵抗性能

耐震性能

表面仕上げ材の品質、規模等は、標仕１９章内装工事による。

図示による

（コンセント本体は別途設備工事）

（施工箇所は図示）

あと施工アンカー

引抜耐力試験 ※行う

○

パネル式

スタッド式

ｽﾀｯﾄﾞﾊﾟﾈﾙ式

表　面　仕　上構成基材 寸 法  ・  形 状遮 音 性

材質 寸法

表面材 メラミン樹脂系化粧板

幅木型 ○足金物型

○ポリエステル樹脂系化粧板

脚部

構 造 形 式

種　　　　　　　　　　類

○

○

※

パネル材料のホルムアルデヒト放散量　F☆☆☆☆

遮音性

耐荷重性能

耐衝撃性能

ローリングロード性能

耐燃焼性能

フリーアクセスフロアの試験方法

○

○

○

○

パネル材料のホルムアルデヒト放散量　F☆☆☆☆

ドアエッジの材質 ○トイレブース製造所の仕様による。※

案内板（館内、各階、便所）

○

５

外国語表現

寸 法（㎜）

○

材　　　　質

○

○

行う

600×600

色

○

（

角太ゴシック

丸

○

○

英語

100×600

書　　　体

○

○

○

200×200

シルク印刷

○

○

○

）

平付型

持出型

取付け形式

館名板等

品質・規格

図示による

アクリル板

アルミ板

○ ○ ○ ○

　印刷等の種別

11 ブラインド

(20.2.12)

12 ロールスクリーン

(20.2.13)

13 カーテン

(20.2.14)

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

(19.3.2)

(19.3.3)

材種 ※アルミニウム製又はアルミニウム合金の押し出し成形材製

仕様等 溝幅×深さ（㎜） 90×150 ○ 150×80 ○ 120×80 ○

表面処理 ○ ○Ｃ－１（無着色） Ｃ－２（着色）

○

ゴム製（ステンレス製（SUS304）受枠）

塩化ビニル製（コイル状　ステンレス製（SUS304）受枠）

○

○

○材種

品質・規格

品質・規格

図示による ○市販品（アルミニウム製　押出し型材）

品質・規格

材　　　種

奥行き（㎜）

○

約450 ○約600 ○

人工大理石（品質　図示）

垂直式○傾斜式○

垂直降下式緩下機は消防法に基づく国家検定に合格したものとする。

品質・規格

形式

※

120 個）（組用）○○

差込式○

6030

釣下式※

（

形式市販品

○

○

○

銅版製　寸法 400×300×60

銅板製 両面文字掘込共 寸法Ｂ４版 厚さ５㎜

御影石 文字掘込共 寸法 450×600×30

○

定礎箱

定礎銘板

定礎石

）箇所○１箇所※市販品（ステンレス鋼（SUS304）※

品質・規格

材種

○

形式

形状

○

○

片引き

Ｃ型

○

○

引分け 

Ｄ型

（暗幕用は300 ㎜以上の召合せの重ね掛けとする。）

角型※

※10-90

○

強さによる区分

○ステンレス製

○○ 仕上げ ※アルマイト

14 カーテンレール

(20.2.14)

15

くつふきマット16

鋼製書架及び棚17

収納家具（木製）18

掲示板19

カーテンボックス

20 カウンター

21 洗面カウンター

22 流し台ユニット

非常用救助袋等23

鍵箱24

定礎25

旗竿受金物26

操作方法

幅及び高さ

スクリーンの材種

品質・規格

○スプリング式

○布製 ○ガラス繊維製

○

○木製

○電動式コード

形 式

横形 ※

(20.2.14)

消防法で定める防炎性能の表示があるもの

○縦形

ギヤ式

○コード式

種　　類

※ ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金 ※25

○80

○

○35

100

○

○

ｱﾙﾐｽﾗｯﾄ

ｸﾛｽｽﾗｯﾄ

ｽﾗｯﾄの材質 ｽﾗｯﾄ幅（㎜）

○

※２本操作コード式

１本操作コード式

※

○

ﾎﾞｯｸｽ･ﾚｰﾙの材質

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ

取付箇所
形　　　式 開閉操作方法

引分片引 電動 手引

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○

○

○

○

○

○○○○○

○○○○○

○○○○○

ひだの種類

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ 鋼製

合金製

○

○

黒板 ※

○

焼付け ※

○

※

色彩

緑

黒

白

○

○

○

○

曲面

スクリーン付引分け

曲面

スクリーン付引分け

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

備　　　　考

ほうろう白板○

○

○

○

ほうろう黒板

区　　分 種　　類

鋼製黒板

額縁金属

品質・規格

※アルミ製 （表面処理の種別 ※Ｂ－２ ○Ｂ－１ ）

9 鏡 (20.2.9) 厚さ（㎜） ※５ ○

表示・標識

(20.2.10)

(20.2.11)

10 衝突防止表示

法令に基づく表示

室名札

ピクトグラフ（便所、車いす、階段等）

○

○

５

外国語表現

寸 法（㎜）

５

寸 法（㎜）

○

○

材　　　　質

材　　　　質

○

○

○

行う

50×250

○

150×150

色

シルク印刷

○

（

角太ゴシック

丸

○

○

英語

60×250

○

書　　　体

○

平付型

持出型

取付け形式

○

○

○

シルク印刷

備

○

○

）

平付型

持出型

取付け形式

考

※

○

※

図示による

なし

）

図示による

図示による

非常用進入口表示等は消防法に適合する市販品とし、その他は標準詳細図による。

○ ○○ ○

○

○

○○

（市販品 ○ステンレス製 径 30 ㎜○

印刷等の種別

　印刷等の種別

○

流し台

コンロ台

吊戸棚

水切り棚

優良住宅部品

優良住宅部品

優良住宅部品

優良住宅部品

トラップ付き 

バックガード有り

高さ 約500 ㎜  

ステンレス製１段式

種　　類 規　　　格 仕　　　様

品質・規格

なし

あり

○なし

あり

○

表面の材質枠　の　材　質

ｽﾃﾝﾚｽ製（SUS304）

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製（B-2）

ｽﾃﾝﾚｽ製（SUS304）

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製（B-2）

○

屋外

屋内

○

施　錠

○ ○ ○

　○ 平滑　　○ 防滑 

(                )　○ 平滑　　○ 防滑 

(                )　○ 平滑　　○ 防滑 

(㎜)

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

内
装
工
事

１９

内
装
工
事

１９ ２０ ２０

A

007建築工事特記仕様書（7）

●ステンレス ●点字鋲

●

●

○ ●

●

● ●

●

●

● ●

● ●

●

●

●

30●

●

○

○

図示による 600x600 50 1.0G
500kgf

／50φ

●

●

●

●

図示による

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

防塵塗装

水性アクリル樹脂系塗床材●

鍵　●非常解錠装置付

右記の他

サイン図による

○

アクリル

●

107

体積抵抗値1×10～1×10 Ω程度

図示による

● スチール

●

D-50以上 図示による

スライディング●

ペアパネル●

GB-R t12.5　EP● 機械駆動式●

● ●

D-50以上●

図示による図示による

NS(A3)
NS(A1)

●   3.0●

断熱材A,D

(SPT1、SPT2)

(SLW2)

(SLW1)

●

防錆防露処理●

（TC-A、TC-B）

ミニキッチン

○● 3

●● ● ●

●

焼付塗装

図示による 準不燃 図示による

●

●

品質・規格 W1800xH900　表面　鉄複合板の上アクリル焼付塗装
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章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

1 (21.2.1)

排
水
工
事

材料

2

ふた (21.2.1)

側塊、排水桝及び

縁石3 (21.3.1)

コンクリート側溝4

(21.3.1)

(21.2.1)

材　種（表     ） 　　管　の　種　類

※ １種

ＶＰ ＶＵ

○ＲＳ－ＶＵ

○ ＤＶ

基床の厚さ呼び径

硬質ポリ塩化ビニル管

側塊の形状および寸法 ※

排水枡の種類 ※

鋼鉄製マンホールふたの種類

種 類 　　適  用  荷  重 （安全荷量）

○水封形 密閉形（ﾃｰﾊﾟｰ･ﾊﾟｯｷﾝ式） T- 2用（5KN） ○ T-6用（115KN）

○中蓋付密閉形 ○簡易密閉形（ﾊﾟｯｷﾝ式）○ T-20用（50KN）

グレーチングふた

種 　　類 材　　　質 形 　　式 適用荷重 タイプ 上面形状

溝ふた用 鋼製 受枠 ※なし 歩行用 ○普通目 ○平形

○桝ふた用 ○ｽﾃﾝﾚｽ製 ○あり T- 2用 ※細目 ※凹凸形

嵩上げ用 ○鋳鉄製 ○図示 ○T- 6用

Ｕ字溝用 ○樹脂製 ボルト固定※なし ○T-14用

○図示 T-25用

歩車道境界ブロックのJIS による呼び名 ※Ａ ○

地先境界ブロックのJIS による呼び名 ○Ａ ○Ｃ ○

砂利地業の厚さ ※100mm ○

○ 250A ※ 250B ○

○ 250A ※ 250B ○

○ 240 ○ 300A ○ 360A ○

現場打ちコンクリートの設計基準強度 Ｆc（N/㎜ ） １８

○

○

図示による

図示による

コンクリートL形のJIS による呼び名

○

※

凍上抑制層に用いる材料○

外圧管（ ）

○○ ＶＵ継手

○砂（　　　　　　　　）○砂の粒度試験 ○

○スランプ（㎝） １５ ○

○

○１８

ブロック系舗装

(22.8.2)

(22.8.3)

7

白線引き

砂利敷き8

9

６０

目　　　地

モルタル

砂

○

※

厚さ（㎜）

○

※

寸 法（㎜）

３００角

○○擬石(S) 

カラー平板(C)

○洗出平板(W) ○

品質・規格

普通平板(N)

コンクリート平板舗装

※

○

○

種　　　　　　　　類

部位

○

－

※ 3.0

※ 5.0

○

○

○

○クッション材 ※砂 空練りモルタル

インターロッキングブロック舗装

品質・規格

品質・規格

○   15幅（㎝）ペイント式  ○溶融式種　類

Ｂ種

Ｂ種

※

○

Ａ種

Ａ種

○

※

下敷きの使用材料は再生クラッシャランとする※

建物周囲その他

通　  路

○ ○ ○ｺﾝｸﾘｰﾄ版

○ｱｽﾌｧﾙﾄ
　混合物

○ ※70

※ 50

○

○

クッション材 ※砂

クッション材 ※砂 ○ 空練りモルタル

舗石舗装○

※ 80

※ 60

植生ブロック○ ○ 60

○

○ 80
透水性ブロック

京ｴｺﾚﾝｶﾞ○

※ 80

○ 100

※ ブロック

種　　　　類

標準品 ※
車路普通

花崗岩

○

うろこ張り80～100 

○

工　法 基　層種　　類

○

1 植栽基盤整備

(23.2.2)

(23.2.3)

3 支柱材、幹巻き用

(23.3.2)

2 樹木の種類等

(23.3.2)

材料

4 芝 (23.4.2)

(23.4.3)

等

植込み用土 ※現場発生土の良質土 ○客土 （ 畑土 ○黒土 ）

土壌改良材

施工箇所

行う （

※

パーク堆肥

植込み部分

○

○

）下水汚泥ｺﾝﾎﾟｽﾄ

※工法Ｄ種以外の工法で、現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、計画地盤

高からを有効土層とする。 ただし、計画地盤高が現状地盤高より高い場合は、

計画地盤高まで植込み用土で盛土を行う。

※行う

樹木の樹高

12ｍ以上

 3ｍ未満

芝、地披類

有効土層の厚さ（㎝）

※

工　　　　法

※

○

○

○

Ｂ種

Ａ種

Ｂ種

Ｃ種

Ｄ種

○

※

○

○

※

植込み部分

葉張りの範囲

図示

植栽範囲

（樹高7m以上）

整　備　範　囲

○

※ 100 ○ 120 ○ 150

※ 80 ○ 100

※ 60 ○ 80

※ 50 ○ 60

※ 20

 7～12ｍ未満

 3～ 7ｍ未満

図示による

○

○○

支柱材

幹巻用材料 

※

形式

防腐処理方法

※

杉（焼き丸太）

幹巻き用テープ

○

※

※

竹

加圧式防腐処理丸太

○

○ひのき ○

○

○

から松（皮はぎ）

樹木の種類、寸法、数量等

種　　類 寸　　法

※図示による ○

数　　量

下表による

備　　考

図示による

○

種　　　　　別

※

○

※

○

べた張り

芝　張　り　の　工　法

○

筋芝張り

ノシバ

コウライシバ 目地張り

平地 切土法面 盛土法面

○※

地被類

吹付けは種

芝

○わら こも

○種子の種類 ※洋芝類

種子の量

種類

芽立数 径

単位面積当たりの株数 株/㎡

植栽基盤に浸透した雨水の排水
○暗きょ　 ○開きょ　 ○排水層 　○竪穴排水　 ○

新植、移植樹木、

屋上緑化

(23.5.5)(23.4.7)

(23.3.6)(23.3.4)

～(23.5.4)

(23.5.2)

芝等の枯補償

5

6 ※引渡しの日から１年 ○引渡しの日から 年

支柱材

○

○

○

○

水抜き管

舗装材

ﾏﾙﾁﾝｸﾞ材

）

（

（

（

※

※

○

目地張り

目地張り

カット

○

○

○ふるい ○プラグ苗

）

）

○

樹木の種類、寸法、数量等

種　　類 寸　　法

※図示による ○

数　　量

下表による

備　　考

芝・地被類の種類

○

○

○セダム類

図示による※

（厚さ     ）（厚さ     ）

（厚さ     ）

○

○

屋上緑化ｼｽﾃﾑ

土壌層

屋上緑化軽量ｼｽﾃﾑ

※

軽量骨材

改良土

○

○人工軽量土

板状成形品排水層

）かん水装置 ○

○

設置する

設置しない

（

設置しない○

○設置する

※

形式

防腐処理方法

杉（焼き丸太） ○

※

※

竹

加圧式防腐処理丸太

○ひのき ○

○

○

から松（皮はぎ）

材料

ノシバ

コウライシバ

図示による

○

見切り材

(22.9.2)

1 路床

(22.2.3)

(22.2.5)

(22.2.2)

2 路盤

(22.3.3)

(22.3.5)

3 アスファルト舗装

(22.4.2)

～(22.4.6)

(22.3.2)

4 コンクリート舗装

(22.5.2)

～(22.5.6)

5 カラー舗装

～(22.7.6)

6 透水性舗装 

(22.7.2)

(22.6. )

～(22.6. )4

2

盛土に用いる材料 ○Ａ種 ※Ｂ種 ○Ｃ種 ○Ｄ種 (表3.2.1)

路床安定処理用材料 ※添加材料による安定処理 (表22.2.2)

種　類 ○地盤改良材 （ ） ○高炉ｾﾒﾝﾄＢ種

○普通ポルトランドセメント ○生石灰　特号 ○生石灰　１号

○フライアッシュセメントＢ種○消石灰　特号 ○消石灰　１号

添加量 ㎏/m

路床土の支持力比(CBR)試験 行う （※乱した土 ○乱さない土）

路床締固め度の試験 行う ○行わない

路床の構成

○凍上抑制層厚さ

○透水性舗装フィルター層の厚さ車道部 ○

歩道部 ○

路床安定処理 行う ○行わない

※ （埋戻し部、盛土部）

○図示による

図示による

図示による ○150mm

○ 50mm

○

○

材料

○ ○ｸﾗｯｼｬﾗﾝ鉄鋼ｽﾗｸﾞ（CS-40）

路盤締固め度の試験 行う

カラー舗装の種類

※アスファルト舗装 ※

再生加熱アスファルト混合物の種類

区分

表層 密粒度アスファルト混合物（13）※

○細粒度アスファルト混合物（13）

シールコート 行わない ○行う （施工範囲 ）

舗　装　の　種　類

路盤の厚さ ㎜

※

施工

表層（㎜）基層（㎜）

再生クラッシャラン（RC-40,30,20）

クラッシャラン（C-40,30,20）

アスファルト 再生アスファルト

一般地域 ○寒冷地域

早強セメント ※使用しない ○使用する

※低弾性タイプ ○高弾性タイプ

コンクリート版厚さの試験

アスファルト混合物の抽出試験 ○行う ※行わない

アスファルト締固め度、厚さの試験※行う ○行わない

目地

種類 ○突合せ目地 ○伸縮調整目地 ○

間隔 ○5m程度ごと ○3m程度ごと ○

注入目地材料

構成

行わない○行う※

行わない※行う○

種　　　　　　　　　　　　　類 配合その他

○自然石

○

※適用しない

石油樹脂（添加量　　　　）

適用する○

ｱｽﾌｧﾙﾄ○

着色骨材○

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物等の抽出試験

結合材

添加剤

加熱系ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物※

図示による ○

常温系ニート工法○

常温系塗布工法○

㎜舗装の厚さ

部　位

○

○

車路

歩行者

用通路

着色部の下部 ○ アスファルト舗装 ○ コンクリート舗装

舗装構成及び厚さ ※

表層の厚さの試験

開粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の抽出試験

○PK-1 PK-2○

○

○ストレートアスファルト

○（ ○６０～８０ ８０～１００）

○

○

コンクリートの種類 部 位

○

シ－ルコ－ト用乳剤の種別

行う※

○4m程度ごと

○収縮目地

現場打の鉄筋 種類の記号 ※SD295A ○

旗ポール27

(20.2.11)

煙突ライニング28

間知石及びｺﾝｸ

ﾘｰﾄ間知ﾌﾞﾛｯｸ

(20.4.2)

(20.4.3)

敷地境界石標

車止め

フェンス

29 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄ

30

31

32

33

(20.3.2)

固 定 方 法

ベース式

埋込式

○

○

ロープ式

ハンドル式

○

※

　操 作 方 法

○

○

８

６

○

○

　地上高さ（ｍ）

同一断面型

テーパー型

形　　　　式

○

※

材　　　　質

品質・規格

○

※ １０

６５０℃○４００℃※

品質・規格

最高温度

煙突用成形ライニング材及びキャスタブル耐火材

間知石の材種

ｺﾝｸﾘｰﾄ間知ブロック

地業の材料

練積みの工法

伸縮目地材の材種、厚さ

※

花こう岩

面の形状

質量区分

再生クラッシャラン

谷積み

○

○

○

長方形

ブロックＡ

○布積み

○

○

正方形

（

○

目塗り

ブロックＢ 

○六角形

○行う ）

○Ｈ型

種別 ○花こう石類（文字記号入り） ※

上下式鎖内蔵型

（○ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ付き ） ○

ｽﾃﾝﾚｽ製（SUS304）

○

φ76.3 t=2.0

φ114.3 t=2.5 

柱径・肉厚（㎜）

○

GL+700

GL+850

高さ（㎜）

○

亜鉛めっき

ビニル被覆

表　面　仕　上　等

○

○

樹脂塗装 ○

○

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

○

○

ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾌｪﾝｽ ○

○

片開き

両開き

門扉の仕様

基礎 無筋コンクリート造３５０×３５０　H２５０程度

ｺﾝｸﾘ-ﾄﾌﾞﾛｯｸ製（市販品）

形　　　　式 材　　　　質

種　　　　　　　類

○

※

○ ○ ○○

○

補強鉄線 ○

○

径 ×（㎜） 網目寸法

コンクリートの設計基準強度

※

○

配筋 ※

○

取付け方法 ※ 図示による ○

JIS G 3532

JIS G 3551

水セメント比

を満足する調合強度

配筋を定めた計算書を監督職員に提出する

の普通鉄線

の溶接金網

55% 以下、単位セメント量の最小値300kg/m

21.2.1

2

2

3

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

舗
装
工
事

舗
装
工
事

植
栽
及
び
屋
上
緑
化
工
事

２０

２１

２２ ２２

２３

A

008建築工事特記仕様書（8）

● 図示による 図示による

●

●

●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

ヤマザクラ

●

NS(A3)
NS(A1)

●●

○

50 50

● ● 図示による 図示による

●図示による
●既存同等品以上

H3.0m

ヤマザクラ H1.5m

1か所

1か所

○

1 統括安全衛生責任者

そ
の
他

２４

の指名

本事業では別途工事があるため、労働安全衛生法の定めにより、（仮称）城南衛生

管理組合新事務所棟建設工事（主体工事）受注者を統括安全衛生責任者に指名する。

受注者は本契約後直ちに「　統括安全衛生責任者選任届（任意様式）　」を提出

すること。

2 他工事との調整 敷地内では、工事期間内に発注される予定。

・城南衛生管理組合新事務所棟建設工事（電気設備工事）

・城南衛生管理組合新事務所棟建設工事（機械設備工事）

・電気設備関連工事

・新事務所棟関連工事

請負者間でお互いに連絡をとり、定期的に協議を行って、工事施工上の調整を図る

こと。

3 官公署への手続き 官公署への手続きは速やかに行い、それに要する費用はすべて受注者の負担とする。

新設部：既存同色、表面打放　復旧部：既存と同等以上
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建 築 概 要

工事名称

敷地概要

主要用途

用途地域

その他地域

基準容積率

・第１種住居専用　・第２種住居専用　

・住居・近隣商業　・商業　・準工業　

・高度地区（第　種）・風致地区（第　種）

地名地番

基準建ぺい率

・工業　・工業専用　・市街化調整地域

・30　・40　・50　・60　・70　・80

（％）

（％）

・防火　・準防火　・指定なし　・法２２条防火地域

　　　・地区

・砂防指定地区　・宅地造成工事規制区域

・高度利用地区（　　　　）

・都市計画公園　・駐車場整備地区

敷地面積

道路
　・壁面後退等

・主前面道路（巾7.10m）

・その他前面道路

・都市計画道路（・有　　     m　・無）

・壁面後退（・有　　     m　・無）

建物概要

そ  の  他

工事種別 ・新築　・増築　・改築　・移転　

・用途変更　・大規模の修繕　

建築面積

延べ面積

既　　設

新設（増設）

合　　計

（1,709.64㎡）

16.15％建ぺい率

容積率

解体撤去面積 建築面積

延べ面積

棟別概要

・50　・60　・80　・100　・150　・200　・300 30.37％

棟　　名

用　　途

工事種別

建築面積

床面積

階　　数

構　　造

最高の高さ

最高の軒高さ

（単位㎡）

GL+11.900ｍ

地上　 2階・地下　　階・塔屋　  階

（容積対象）

GL+ 8.400ｍ

合　　計

新設（増設）

既　　設

・SRC ・RC ・S ・CB

・新築　・増築　・改築

・新築　・増築　・改築

・CB・S・RC・SRC

GL+　　8,502ｍ

地上　 1階・地下　　階・塔屋　　階

GL+　　8,682ｍ

(仮称)城南衛生管理組合新事務所棟建設工事

京都府宇治市宇治折居18番地

30,237.51㎡

1,734.04㎡

3,761.90㎡ 1,007.60㎡・特別用途（　　　　）　・指定なし

・400　・500　・600　・700　・800　・900　・1000

・大規模の模様替　・解体撤去

1,118.90㎡

4,880.80㎡

7,731.16㎡

9,465.20㎡

    .  ㎡

    .  ㎡

（7,472.89㎡）

（9,182.53㎡）

階

階

 2

 1

事務所、渡り廊下

事務所

事務所棟

903.07㎡

830.97㎡

1,709.64㎡

渡り廊下

渡り廊下

111.30㎡

（容積対象） 9,182.53㎡

合  計 1,734.04㎡

（容積対象）

階 1 -

-

合  計 -

※事務所棟 (1,007.60㎡)

※渡り廊下 (111.30㎡)

棟　　名

用　　途

工事種別

建築面積

床面積

階　　数

構　　造

最高の高さ

最高の軒高さ

（単位㎡）

▲

▲ △
隣
地
境
界
線

△隣地境界線

工場棟

渡り廊下

△
隣
地
境
界
線△

隣
地
境
界
線

△隣地境界線

▽隣地境界線

▽
隣
地
境
界
線

▽隣地境界線

▽
隣
地
境
界
線

▲

事務所棟

【凡例】

：基準FHからの隣地地盤レベル
　FH  = TP±0

▽
道
路
境

界
線

  KBM = FH+109.05(鋲基4)

道路幅員

7100

　SGL=FH +133.20

計画建物 計画建物

改修工事

KBM=FH+109.05(鋲基4)

汚水排水
（下水本管:平成29年10月供用開始予定）

受水槽:京都府山城総合運動公園敷地内に設置

ストックヤード棟

車庫棟

緑　地

歩道

緑地

一般車駐車場
（32台）

歩道

バス用
（2台）

待機スペース
緑地

歩道

門扉

消防用活動空地

消防用活動空地

既存擁壁
宅造規制法許可:

昭和57年5月6日検査済証交付

洗車場

雨水排水:京都府山城総合運動公園雨水管へ接続

新設擁壁
宅造規制法許可:京都府指令7建築第304号の5

平成27年12月11日

防災倉庫1

防災倉庫2

GL=FH＋133.30

6建第304-21号　昭和56年8月17日

駐輪スペース

△
隣
地
境
界
線

△隣地境界線

△
隣
地
境
界
線△

隣
地
境
界
線

△隣地境界線

▽隣地境界線

▽
隣
地
境
界
線

▽隣地境界線

▽
隣
地
境
界
線

道路幅員

7100

【凡例】

：基準FHからの隣地地盤レベル
　FH  = TP±0
  KBM = FH+109.05(鋲基4)

工場棟

汚水排水
（下水本管:平成29年10月供用開始予定）

受水槽:京都府山城総合運動公園敷地内に設置

付近見取図 1/2500

計画敷地

配置図1/1000
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城南衛生管理組合
（主体工事）

図示(A3)
図示(A1)

A

010

現況図1:1000

京都府宇治市宇治折居18番地

法第42条1項1号道路（宇治市道宇治白川線）

接道長さ24.276m

山城総合運動公園



▲

△
隣
地
境
界
線

▽隣地境界線

▼

西出入口

東出入口

通用口

△
隣
地
境
界
線

△隣地境界線

工場棟

事務所棟

ストックヤード棟

既存ロータリー

防災倉庫

車寄せ

大型バス3台

イベント広場

職員用駐車場18台

職員用駐車場18台

来庁者用駐車場7台

車庫棟 公用車8台

消防用活動空地

洗車場

来庁者用駐車場25台

来庁者用駐車場7台来庁者用駐車場8台

職員用駐車場13台

車椅子
使用者用
（2台）

職員用駐車場（緑化ブロック）13台

待機スペース
既存砕石敷き範囲

車椅子使用者用（2台）

自動二輪車置場（5台）

1
7
4
0
0

51200

6
0
0
0 6000 6000

6
0
0
0

1
0
0
0
0

1
0
0
0
0

4600 22500

6
0
0
0

7725000

2
1
5
0

5
0
0
0

1
5
0
0

15000

15000

9000

6243

25670※31441

55°

※
1
8
5
0
0

改修工事
設備改修別途工事（　　   　 ）

▽隣地境界線

駐輪スペース
（10台）

1FL= 133.50 = +200

1FL= 133.30 = ±0

▲

【凡例】

：計画地盤高さ（基準FHからの高さ）000.00 

±0 ：基準FH=133.30（事務所棟1FL）からの地盤高さ

N

車路

歩道

植栽

2
3
0
0

21061 44872※ ※

1
8
1
5
7

※

電気設備埋設配管

余熱配管埋設配管

±0

-130

-250

-90

-200 -300

-100

-100

-100-100-100

-100

±0

±0

-200 -250
-250

-50 -50

-250

-100

-100

-350-350

±0

±0

+80

1
7
4
0
0

1
8
0
2
2

※

K.1K.57

2
0
7
7
4

5
0
0
7

※

既
存
歩
道
境
界

55°

3
5
°

27.5°

1
7.
5
°

▽建物間中心線

3
0
0
0

5
0
0
0
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配置図 1/800(A3)
1/400(A1)
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K26K27

K28

K29

K30

K31

K32

K33
K34

K25 K24
K23 K22

K21

K20

K35
K37

K40

K19

K41

K42

K43

K44

K45

K46

K48
K49

K50

K51

K52

K53

K54

K55
K56

K57

K1

K2

K3K4

K5

K6
K7

K8

K9

K11
K12

K14K15

K16

K17

K47

9
6.
0
4
6

2
5
.
6
0
6

20.3
74

29.446

21
.9
11

17.0
2117.770

1
5
.
7
0
7

19.770

16.720

33.916

16.
540

15.44628.231

24.63529
.5
28

34
.8
21

3.050

14
0.
16
4

9.955

10.021

9.999
9.9826.98393.772

94.024
6.132

6.024

6.296

7.543

7.862

2.575 6.139
6.117

11.915
9.947

10.004

10.031

10.026

14
0.
15
3

5.976

6.009

5.972

26.370

8.047

7.995

75.871

4.440

10.043

9.970
9.993

9.986

9.982

117.132
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仕　　上

部位区分

外部仕上表
仕上

■防水

Ｓ防水・・・シート防水

Ｍ防水・・・モルタル防水

Ａ防水・・・アスファルト防水

Ｐ防水・・・塗膜防水

■内装制限 内装制限の略号は下記とし、

壁・柱型 ・梁型および天井に適用する。

不燃１・・・仕上のみ不燃材料

不燃２・・・仕上・下地とも不燃材料

準不燃１・・・仕上のみ準不燃材料

準不燃２・・・仕上・下地とも準不燃材料

難燃・・・仕上のみ難燃材料

■塗装仕上の略号
SOP・・合成樹脂調合ペイント塗り
CL・・クリヤラッカー塗り
NAD・・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り
DP・・耐候性塗料塗り
EP-G・・つや有合成樹脂エマルションペイント
　　　　塗り
EP・・合成樹脂エマルションペイント塗り
EP-T・・合成樹脂エマルション模様塗料塗り
UC・・ウレタン樹脂ワニス塗り
OS・・オイルステイン塗り
WP・・木材保護塗料塗り

2-FUE・・常温乾燥形フッ素樹脂塗り
　　　　（DP-A種）
2-UE ・・２液形ポリウレタンエナメル塗り
　　　　（DP-3級）
F-BE・・フッ素樹脂焼付塗装
U-BE・・ウレタン樹脂焼付塗装
P-BE・・ポリエステル樹脂焼付塗装

■下地・仕上略語

C・・コンクリート

CB・・コンクリートブロック

M・・モルタル

LGS・・軽量鉄骨

S・・鉄骨

Ｗ・・木造

TB・・テラゾーブロック

GB-R・・せっこうボード

GW・・グラスウール

FK・・ケイ酸カルシウム板

SL・・セルフレベリング材

■廻縁等略語

A・・アルミ製廻縁

V・・塩ビ製廻縁

W・・木製廻縁

P・・ピクチャーレール

H・・固定フック

B・・ブラインドボックス

C・・カーテンボックス

■仕上げ材料はすべて☆☆☆☆とすること

■法定防火材料認定番号（通則的認定抜粋）

ボード類・・カッコ内は最小厚を示す

不　燃 第NM-8576号・・石綿スレート（3）

                      石綿セメントパーライト板（6）

                      石綿セメントけい酸カルシュウム板（4）

不　燃 第NM-8577号・・化粧石綿スレート（3）

                      化粧石綿セメントパーライト板（6）

                      化粧石綿セメントけい酸カルシュウム

　　　　　　　　　　　板（4）

不　燃 第NM-8612・8616号・・せっこうボード（12.5）

不　燃 第NM-8613号・・不燃せっこう積層板（9.5）

不　燃 第NM-8614号・・化粧せっこうボード（12. ）

不　燃 第NM-8615号・・無機質繊維強化せっこうボード（12.5）

不　燃 第NM-8599号・・ロックウール吸音板（9）

不　燃 第NM-8601号・・吹付けロックウール（10）

不　燃 第NM-8578号・・繊維混入けい酸カルシュウム板（6）

準不燃 第QM-9819・9820・9823号・・せっこうボード（9.5）

準不燃 第QM-9821・9824号・・化粧せっこうボード（9.5）

準不燃 第QM-9826号・・シージングせっこうボード（9.5）

準不燃 第QM-9822・9827号・・穴あきせっこうボード（9）

準不燃 第QM-9705号・・普通木片セメント板（30）

準不燃 第QM-9706号・・硬質木片セメント板「化粧板共」（9）

準不燃 第QM-9817号・・ロックウール吸音板（6）

準不燃 第QM-9701号・・木毛セメント板（15）

準不燃 第QM-9702号・・木毛セメントパーライト板（25）

準不燃 第QM-9703号・・パルプセメント板（4.5）

準不燃 第QM-9704号・・化粧パルプセメント板（4.5）

難　燃 第RM-9340号・・難燃合板（5.5のみ）

クロス類・・基材との張り合せによる防火性能

不燃 第NM-9750～9841号（壁装材料第0001号）・・紙壁紙

不燃 第NM-9842～9887号（壁装材料第0002号）・・織物壁紙

不燃 第NM-9888～9954号（壁装材料第0005号）・・無機質壁紙

不燃 第NM-9955～9971号（壁装材料第0006号）・・特定壁紙

準不燃 第QM-9210～9342号（壁装材料第0001号）・・紙壁紙

準不燃 第QM-9164～9209号、9343～9392号（壁装材料第0002号）・・織物壁紙

準不燃 第QM-9393～9487号（壁装材料第0003号）・・ビニル壁紙

準不燃 第QM-9488～9500号（壁装材料第0004号）・・化学織物壁紙

準不燃 第QM-9501～9571号（壁装材料第0005号）・・無機質壁紙

準不燃 第QM-9572～9642号（壁装材料第0006号）・・特定壁紙

難燃 第RM-9044～9089号、9156～9211号（壁装材料第0002号）・・織物壁紙

難燃 第RM-9090～9155、9212～9324号（壁装材料第0003号）・・ビニル壁紙

難燃 第RM-9325、9326、9327号（壁装材料第0006号）・・特定壁紙

塗料・塗壁等

不燃 第NM-8585号（基材同等第0001号）・・塗料塗装

不燃 第NM-8571号（基材同等第0003号）・・無機質砂壁状吹付材塗り

不燃 第NM-8572号（基材同等第0004号）・・有機質砂壁状塗料塗り

不燃 第NM-8573号（基材同等第0005号）・・複合型化粧用仕上材塗り

不燃 第NM-8574号（基材同等第0008号）・・繊維壁材塗り

準不燃 第QM-9816号（基材同等第0001号）・・塗料塗装

準不燃 第QM-9811号（基材同等第0003号）・・無機質砂壁状吹付材塗り

準不燃 第QM-9812号（基材同等第0004号）・・有機質砂壁状塗料塗り

準不燃 第QM-9813号（基材同等第0005号）・・複合型化粧用仕上材塗り

準不燃 第QM-9814号（基材同等第0008号）・・繊維壁材塗り

難燃 第RM-9364号（基材同等第0001号）・・塗料塗装

難燃 第RM-9366号（基材同等第0003号）・・無機質砂壁状吹付材塗り

難燃 第RM-9361号（基材同等第0004号）・・有機質砂壁状塗料塗り

難燃 第RM-9362号（基材同等第0005号）・・複合型化粧用仕上材塗り

難燃 第RM-9363号（基材同等第0008号）・・繊維壁材塗り

階 室名
スラブ高
床仕上高
天井高

下地

仕上

床

防水
番号
詳細 仕上

下地

巾木

塗装
詳細
番号

壁・柱型

下地

仕上
塗装

番号
詳細 廻縁

天井・梁型

下地

仕上
塗装

番号
詳細

ブラインド

レール

ピクチャー

ボックス

カーテン・

内部仕上表

備考

耐火構造リスト

仕上材料表・図面表示凡例

屋　　　根 C+A防水+断熱材C+押えC

外壁 C打放+吹付A、C打放+吹付C

設備基礎・目隠しルーバー・吊環

外壁 不燃材料

(非耐力壁)

部位 時間 仕様 凡例 認定番号

-鉄筋コンクリート造t70以上 <RC>

間仕切壁

(非耐力壁)

1時間

床 1時間

屋根 30分

ガルバリウム鋼板+WPCt25以上 FP030RF-9202

階段床 30分

鉄骨造 平成12年建設省告示1399

せっこうボード 準不燃 QM-9828

不燃

不燃

不燃強化せっこうボード

準不燃

NM-8619

NM-9645、NM-1908

QM-9826

NM-8615

不燃 NM-9639

鉄筋コンクリート造t70以上 平成12年建設省告示1399RC

分類 材料・仕上・部位

t9.5

t12.5

t12.5、t21

t9.5

t12.5

t9.5

不燃不燃せっこう積層板 NM-0441t9.5

GB-R

GB-F

GB-S

GB-R-H

GB-NC

LGS＋GB-R-H t9.5＋GB-F t12.5(両面) FP060NP-0199WH[防]

不燃ロックウール吸音板 NM-8599t12 DR

内
装
制
限

梁 1時間 鉄筋コンクリート造 平成12年建設省告示1399

不燃ケイ酸カルシウム板 NM-2988t6 FK

不燃 NM-4227t6 化粧FK

部位 種別 仕様 認定番号

床仕上基準面

仕上げの記入

室内コンクリート打放し部分の柱型及び壁の出隅は幅１０㎜の面取りとする。

特記なき限りコンクリート直均しとし、コンクリート増打１０㎜とする。

仕上げが二種類以上ある場合の適用範囲に付いては、一般図参照のこと。

本仕上げは、各室名部分の仕上げについて記入してある。

床仕上基準面は床仕上面をFLとする。ただし屋上は、FLを水下とする。

特記のない柱および梁の仕上げは、当該各室の壁仕上げ及び天井仕上げによる。

面取り

床仕上下地

柱・梁の仕上げ

コンクリート打放し 特記なき限りコンクリート増し打ちは外壁20㎜とする。内壁化粧打放部は10mmとする。

床見切金物

鉄部の仕上げ

床仕上の異なる部分には目地棒を設ける。目地棒はステンレス製HL6x18（足付）とする。

特記なき限りS-PL1.6t SOPとする。

特記なき限り外部鉄部は、溶融亜鉛めっきの上DP塗装とする。

特記なき限り内部鉄部見えがかりはSOP仕上げとする。

図面凡例 形状 備考

塗膜防水

石

タイル

吸音・断熱材

巾木

左官

その他

断熱材A

断熱材B

断熱材C

断熱材D

t=30

t=50

t=50

t=30

壁

床（1階スラブ下）

屋根（外側）

屋根（内側）

金属板A

（事務所棟）

S+DP塗装

仕　　上

（渡り廊下）

屋　　　根

外壁

S+溶融亜鉛メッキ

庇2 C打放+吹付A（軒先）

C打放+P防水B（屋根面）

C打放+吹付B（軒裏）

P防水A

P防水B

P防水C

パラペット天端等

庇、渡り廊下排水溝

ピット・水槽

X-2工法

大関化学　パラテックスA-2工法

大関化学　パラテックスB-2工法

竪ルーバー ECP-A+DP塗装

建具 AW・SD

竪樋 平面図による

RD 鋳鉄製（既製品・打込型）

パラペット 笠木：AL（BA-2）

庇1 アルミ庇A（F-BE）

S+DP塗装

C打放+吹付A

竪樋 平面図による

柱 1時間 鉄筋コンクリート造 平成12年建設省告示1399

鉄筋コンクリート造t100以上 平成12年建設省告示1399

鉄筋コンクリート造 平成12年建設省告示1399

鉄筋コンクリート造 平成12年建設省告示1399

VS-A

VS-B

VS-C

VS-D

床：倉庫、更衣室等

床：便所

床：工房作業室

床：屋外階段

VT-A 床：屋内階段、2階ホール

VT-B 床：研修コーナー、廊下

　　小会議室、電算室等

一部ルーバーA、ルーバーB

ルーバーA

ルーバーB

DR t12+GB-NC t9.5

DR t12+GB-NC t9.5

一部ルーバーA、ルーバーB

-10

直天

±0
VS-A ビニル

-コンクリート直均し

準
不
燃
2

倉庫3
F-05A WF-03 W-07B C-03B 塩ビ

LGS

GB-Rt12.5+9.5
EP- -

LGS

GB-NC t9.5
-

TC-A 床：大会議室、控室

TC-B 床：個室(1)、事務室、

ビニル

タイルB 磁器・施ユウ/床：風除室

、エントランス

600x600

軟質塩ビ長尺巾木 H60

吹付A 複層塗材E

AL

木製ルーバー D110xt70

D100xt50

三協立山アルミ　TSA-1

SPT1、SPT2 小松ウォール　MW-SR

汚垂石

SLW1 小松ウォール　RS-100D

SLW2 小松ウォール　LW-100DⅡ

GW充填 グラスウール充填　24kg/㎥ 各部間仕切り

天井:屋上デッキ t=4

乳白シート 鋼製建具：スリット窓 住友3M　ミルキーミルキー

通路1

-10

3000

±0

VT-B ビニル

-コンクリート直均し

準
不
燃
2

F-05A WF-03 W-07B C-03D 塩ビ -
LGS

GB-Rt12.5+9.5
EP- - -

LGS

DR t12+GB-NC t9.5

濃度測定

化学物質

測定箇所数

-

3

1

2

1

2

-

-

1

1

1

-

-

-

1

1

-

-

-F-01A

F-08B

-

W-01B

W-01B

W-01B

W-01B

吹付B 外装薄塗材E

階段 ナカ工業　ガイドステップ SCS14

屋内：埋込型 Nasta KS-FE01F

VT-B F-04Aエントランス

ホール

キッズスペース

ECP-A W600xt100

竪樋 TD1 屋上、庇2、庇3：カラーVP

TD2 屋上デッキ    ：カラーVP

TD3 庇1           ：SUS　HL

東リ　GX-8100

東リ　GA-3600

東リ　ノンワックスリュームNW

東リ　SFフロアNW

東リ　消臭NSトワレNW

東リ　NSステップ800

東リ　LLフリー50NW-EX

金属板A 屋根2：ガルバリウム鋼板竪葺き ヨドコウ　ヨドルーフタイラ400

VS-E 床：渡り廊下 東リ　NSシート NS800 

φ125

φ75

φ89

t=0.5

t=100

t=105

t=70

不燃 NM-8599t12

t=2.0

t=2.0

t=2.0

t=2.0

t=2.0

t=5.0

TD4 φ75屋外階段　    ：カラーVP

屋上：点検歩廊 t=40

屋内階段：ステンレス アシステップ　12-2035

屋外階段：ステンレス アシステップ　12-135S（D）
前室

デッキ
-塩ビ

-60～-130

3030

-30～-100
M

コンクリート直均し

壁同材

-

C-03B
C

-

準
不
燃
2

吹付A

-

FKt6.0
- - - AEP -F-01B -

洗濯機置場

ABC商会　IL-S5010K

管内産木材　スギ　UC塗装

受付カウンター腰壁 サカイリブ　角山22C+EMR UC塗装t=23

吹抜：リサイクルアート シネマ工房　BKC-E5060

塗床 防塵塗装 水性型アクリル系防塵床塗料 ACB商会　OAクリアコート

準不燃木毛セメント板 QM-9022t30 TS

開口部ガラス 住友3M　スコッチティント

研修コーナー2　キッチン廻り化粧板A t=3.0

集成材 集成材1 受付カウンター、棚1 管内産木材　集成材　UC塗装

工房作業室1

工房作業室2

工房作業室3

500x500

500x500

D100xt25(斜)

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

特記仕様書による

特記仕様書による

(B-BOX)

メラミン化粧板 不燃 t3.0 化粧板A NM-1871

防煙垂壁 エントランスホール：不燃シート t=0.18

不燃 t0.18 NM-4501

※IHコンロ

※IHコンロ

庇1 車寄せ：AL ベクタークラフト　ハードパネルt=60

-

遮熱フィルム アルミ製建具：ガラス部分 住友3M　NANO80SX-

AL

ECP-B W900xt60

　法28条の2第1項1号及び2号の材料の使用無

準
不
燃
2

OAフロア H50OAフロア

吹付C - -

VC ビニルクロス - サンゲツ　同柄シリーズTH

ビニル
WF-03

WF-03東リ　LLフリー40NW-EXt=4.0

O-2021-056
城南衛生管理組合新事務所棟建設工事
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城南衛生管理組合
（主体工事）

仕上表（1） NS(A3)
NS(A1)

014

A



階 室名
スラブ高
床仕上高
天井高

下地

仕上

床

防水
番号
詳細 仕上

下地

巾木

塗装
詳細
番号

壁・柱型

下地

仕上
塗装

番号
詳細 廻縁

天井・梁型

下地

仕上
塗装

番号
詳細

ブラインド

ピクチャー

ボックス

カーテン・

内部仕上表

備考

■防水

Ｓ防水・・・シート防水

Ｍ防水・・・モルタル防水

Ａ防水・・・アスファルト防水

Ｐ防水・・・塗膜防水

■内装制限 内装制限の略号は下記とし、

壁・柱型 ・梁型および天井に適用する。

不燃１・・・仕上のみ不燃材料

不燃２・・・仕上・下地とも不燃材料

準不燃１・・・仕上のみ準不燃材料

準不燃２・・・仕上・下地とも準不燃材料

難燃・・・仕上のみ難燃材料

■仕上げ材料はすべて☆☆☆☆とすること

■法定防火材料認定番号（通則的認定抜粋）

ボード類・・カッコ内は最小厚を示す

不　燃 第NM-8576号・・石綿スレート（3）

                      石綿セメントパーライト板（6）

                      石綿セメントけい酸カルシュウム板（4）

不　燃 第NM-8577号・・化粧石綿スレート（3）

                      化粧石綿セメントパーライト板（6）

                      化粧石綿セメントけい酸カルシュウム

　　　　　　　　　　　板（4）

不　燃 第NM-8612・8616号・・せっこうボード（12.5）

不　燃 第NM-8613号・・不燃せっこう積層板（9.5）

不　燃 第NM-8614号・・化粧せっこうボード（12. ）

不　燃 第NM-8615号・・無機質繊維強化せっこうボード（12.5）

不　燃 第NM-8599号・・ロックウール吸音板（9）

不　燃 第NM-8601号・・吹付けロックウール（10）

不　燃 第NM-8578号・・繊維混入けい酸カルシュウム板（6）

準不燃 第QM-9819・9820・9823号・・せっこうボード（9.5）

準不燃 第QM-9821・9824号・・化粧せっこうボード（9.5）

準不燃 第QM-9826号・・シージングせっこうボード（9.5）

準不燃 第QM-9822・9827号・・穴あきせっこうボード（9）

準不燃 第QM-9705号・・普通木片セメント板（30）

準不燃 第QM-9706号・・硬質木片セメント板「化粧板共」（9）

準不燃 第QM-9817号・・ロックウール吸音板（6）

準不燃 第QM-9701号・・木毛セメント板（15）

準不燃 第QM-9702号・・木毛セメントパーライト板（25）

準不燃 第QM-9703号・・パルプセメント板（4.5）

準不燃 第QM-9704号・・化粧パルプセメント板（4.5）

難　燃 第RM-9340号・・難燃合板（5.5のみ）

クロス類・・基材との張り合せによる防火性能

不燃 第NM-9750～9841号（壁装材料第0001号）・・紙壁紙

不燃 第NM-9842～9887号（壁装材料第0002号）・・織物壁紙

不燃 第NM-9888～9954号（壁装材料第0005号）・・無機質壁紙

不燃 第NM-9955～9971号（壁装材料第0006号）・・特定壁紙

準不燃 第QM-9210～9342号（壁装材料第0001号）・・紙壁紙

準不燃 第QM-9164～9209号、9343～9392号（壁装材料第0002号）・・織物壁紙

準不燃 第QM-9393～9487号（壁装材料第0003号）・・ビニル壁紙

準不燃 第QM-9488～9500号（壁装材料第0004号）・・化学織物壁紙

準不燃 第QM-9501～9571号（壁装材料第0005号）・・無機質壁紙

準不燃 第QM-9572～9642号（壁装材料第0006号）・・特定壁紙

難燃 第RM-9044～9089号、9156～9211号（壁装材料第0002号）・・織物壁紙

難燃 第RM-9090～9155、9212～9324号（壁装材料第0003号）・・ビニル壁紙

難燃 第RM-9325、9326、9327号（壁装材料第0006号）・・特定壁紙

塗料・塗壁等

不燃 第NM-8585号（基材同等第0001号）・・塗料塗装

不燃 第NM-8571号（基材同等第0003号）・・無機質砂壁状吹付材塗り

不燃 第NM-8572号（基材同等第0004号）・・有機質砂壁状塗料塗り

不燃 第NM-8573号（基材同等第0005号）・・複合型化粧用仕上材塗り

不燃 第NM-8574号（基材同等第0008号）・・繊維壁材塗り

準不燃 第QM-9816号（基材同等第0001号）・・塗料塗装

準不燃 第QM-9811号（基材同等第0003号）・・無機質砂壁状吹付材塗り

準不燃 第QM-9812号（基材同等第0004号）・・有機質砂壁状塗料塗り

準不燃 第QM-9813号（基材同等第0005号）・・複合型化粧用仕上材塗り

準不燃 第QM-9814号（基材同等第0008号）・・繊維壁材塗り

難燃 第RM-9364号（基材同等第0001号）・・塗料塗装

難燃 第RM-9366号（基材同等第0003号）・・無機質砂壁状吹付材塗り

難燃 第RM-9361号（基材同等第0004号）・・有機質砂壁状塗料塗り

難燃 第RM-9362号（基材同等第0005号）・・複合型化粧用仕上材塗り

難燃 第RM-9363号（基材同等第0008号）・・繊維壁材塗り

GB-Ft12.5+12.5

階 室名
スラブ高
床仕上高
天井高

下地

仕上

床

防水
番号
詳細 仕上

下地

巾木

塗装
詳細
番号

壁・柱型

下地

仕上
塗装

番号
詳細 廻縁

天井・梁型

下地

仕上
塗装

番号
詳細

ブラインド

レール

ピクチャー

ボックス

カーテン・

内部仕上表

備考

■塗装仕上の略号
SOP・・合成樹脂調合ペイント塗り
CL・・クリヤラッカー塗り
NAD・・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り
DP・・耐候性塗料塗り
EP-G・・つや有合成樹脂エマルションペイント
　　　　塗り
EP・・合成樹脂エマルションペイント塗り
EP-T・・合成樹脂エマルション模様塗料塗り
UC・・ウレタン樹脂ワニス塗り
OS・・オイルステイン塗り
WP・・木材保護塗料塗り

2-FUE・・常温乾燥形フッ素樹脂塗り
　　　　（DP-A種）
2-UE ・・２液形ポリウレタンエナメル塗り
　　　　（DP-3級）
F-BE・・フッ素樹脂焼付塗装
U-BE・・ウレタン樹脂焼付塗装
P-BE・・ポリエステル樹脂焼付塗装

共通

控室

-10

2700

±0
ビニル

-コンクリート直均し

小会議室1

-10

2700

±0
ビニル

-コンクリート直均し

階段

EV

-10

2700

±0
VT-A

コンクリート直均し

事務室

-50

2700

±0
TC-B

コンクリート直均し、防塵塗装

ビニル

-

TC-A
--

-

-

- P
P防水C（ピット部）

コンクリート直押え
S S

- -

素地素地

コンクリート直均し

P防水C（ピット部）

-

-

-

-
VT-A

M

壁同材

-

--

トイレブース

洗面カウンター、汚垂石
塩ビ

-10

2500

±0
VS-C

コンクリート直均し -
GB-St12.5(LGS) 隔板、配管バック

C-03B-
ビニル

男性便所

女性便所

多機能便所

給湯室

ミニキッチン W1200

塩ビ

-10

2500

±0

コンクリート直均し

ビニル

-

C-03BC-03B
VS-A

トイレブース

洗面カウンター

配管バック

-塩ビC-03B-

PS、EPS、DS

-50

2500

±0
ビニル

-

VS-A

-50

2700

±0,+150
ビニル

-

VS-A、一部畳敷、フローリング

化粧FKt6.0

（GW充填）

塩ビ

-10

2500

±0
VS-C

コンクリート直均し -
GB-St12.5(LGS)

C-03B-
ビニル

化粧FKt6.0

（GW充填）

-10

2500

±0
VS-C

コンクリート直均し -
GB-St12.5(LGS)

ビニル
化粧FKt6.0

（GW充填）

--

-10

直天

±0
コンクリート直均し、防塵塗装

-

素地

-

- -
-

全面鏡、手摺

-

W-07B

W-07B

W-07B

W-07B

-

準
不
燃
2

内
装
制
限

準
不
燃
2

準
不
燃
2

準
不
燃
2

準
不
燃
2

準
不
燃
2

ピット

-

-

-

-

-
コンクリート直押え

-

コンクリート直押え

-

-
断熱材B

-

--- -

準
不
燃

内
装
制
限

準
不
燃

準
不
燃

準
不
燃

準
不
燃
2

準
不
燃

2

2

2

2

2

準
不
燃
2

準
不
燃
2

■廻縁等略語

A・・アルミ製廻縁

V・・塩ビ製廻縁

W・・木製廻縁

P・・ピクチャーレール

H・・固定フック

B・・ブラインドボックス

C・・カーテンボックス

授乳室
-塩ビ

-10

2500

±0

コンクリート直均し

ビニル

-

C-03BC-03B
VS-A

W-07B

準
不
燃
2

2階
ホール

ビニル

-

屋外階段
-

-

-

-
VS-D

M

- --

準
不
燃
2

-10

3000

±0
ビニル

-

準
不
燃
2

小会議室2

-10

2700

±0
ビニル

-コンクリート直均し

準
不
燃
2

-10

2700

±0
ビニル

-

準
不
燃
2

倉庫4

-50

2700

±0
TC-B

コンクリート直均し、防塵塗装

ビニル

-

準
不
燃
2

VC（目透かし）

-50

2700

±0
TC-B

コンクリート直均し、防塵塗装

ビニル

-

準
不
燃
2

-50

2700

±0
TC-B

コンクリート直均し、防塵塗装

ビニル

-

準
不
燃
2

個室1

個室2

個室3

-50

2700

±0
ビニル

-
コンクリート直均し、防塵塗装

準
不
燃
2

電算室

金庫室

TC-B

TC-A

屋上デッキ
-270～-320

3300

-70～-120
VS-E+押えコンクリートt80

--
C-09追

-

AL樹脂複合パネルA

-

準
不
燃
2コンクリート直均し

壁同材

-

吹付A

C

-F-05A

F-05A

F-05A

F-05A

F-05A

F-05A

F-09

F-09

F-09

F-09

F-09

F-09

F-09

WF-03

WF-03

WF-03

WF-03

WF-03

WF-03

WF-03

WF-03

WF-03

WF-03

WF-03

WF-03

WF-03

W-07B

W-07B

W-07B

W-07B

-

W-07B

W-07B

W-07B

W-07B

W-07B

C-03D

C-03D

C-03D

C-03D

C-03D

C-03B

C-03D

C-03D

C-03D

C-03D

C-03B

C-03D

C-03B

SLW2TC-B

TC-B

VS-A

女性更衣室

素地

-

-

F-05A

-

F-05A

A

壁同材

-

LGS

GB-Rt12.5+9.5
EP

FKt6.0+GB-Rt12.5（LGS）

VC（目透かし）
-

LGS

GB-Rt12.5+9.5
EP

LGS

GB-Rt12.5+9.5
EP

LGS

GB-Rt12.5+9.5
EP

LGS

GB-Rt12.5+9.5
EP

LGS

GB-Rt12.5+9.5
EP

GB-Rt12.5+9.5
SPT2

LGS
EP

GB-Rt12.5+9.5
SPT2

LGS
EP

LGS

GB-Rt12.5+9.5
EP

LGS

GB-Rt12.5+9.5
EP

LGS

GB-Rt12.5+9.5
EP

-

吹付A

C

-

-

-

-

-

LGS

GB-Rt12.5+9.5
EP

LGS

GB-Rt12.5+9.5
EP

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

P

-

-

-

-

-

-

-

LGS

LGS

LGS

GB-NC t9.5

LGS

GB-NC t9.5

LGS

GB-NC t9.5

LGS

GB-NC t9.5

吹付B

LGS

GB-NC t9.5

LGS

GB-NC t9.5

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

-

-

B-BOX

B-BOX

B-BOX

B-BOX

B-BOX

B-BOX

B-BOX

B-BOX

B-BOX

B-BOX

B-BOX

B-BOX

B-BOX

LGS

DR t12+GB-NC t9.5

LGS

DR t12+GB-NC t9.5

LGS

DR t12+GB-NC t9.5

LGS

DR t12+GB-NC t9.5

LGS

DR t12+GB-NC t9.5

LGS

DR t12+GB-NC t9.5

LGS

DR t12+GB-NC t9.5

LGS

DR t12+GB-NC t9.5

LGS

DR t12+GB-NC t9.5

LGS

DR t12+GB-NC t9.5

OAフロアH50

OAフロアH50

OAフロアH50

OAフロアH50

OAフロアH50

全面鏡

廊下2、通路2

大会議室

-

B-BOX

-

■特記事項

床仕上基準面

仕上げの記入

室内コンクリート打放し部分の柱型及び壁の出隅は幅１０㎜の面取りとする。

特記なき限りコンクリート直均しとし、コンクリート増打１０㎜とする。

仕上げが二種類以上ある場合の適用範囲に付いては、一般図参照のこと。

本仕上げは、各室名部分の仕上げについて記入してある。

床仕上基準面は床仕上面をFLとする。ただし屋上は、FLを水下とする。

特記のない柱および梁の仕上げは、当該各室の壁仕上げ及び天井仕上げによる。

面取り

床仕上下地

柱・梁の仕上げ

コンクリート打放し 特記なき限りコンクリート増し打ちは外壁20㎜とする。内壁化粧打放部は10mmとする。

床見切金物

鉄部の仕上げ

床仕上の異なる部分には目地棒を設ける。目地棒はステンレス製HL6x18（足付）とする。

特記なき限りS-PL1.6t SOPとする。

特記なき限り外部鉄部は、溶融亜鉛めっきの上DP塗装とする。

特記なき限り内部鉄部見えがかりはSOP仕上げとする。

カラーDR t12+GB-NC t9.5

一部ルーバーA、ルーバーB

スリット部GB-NC t9.5+EP

DR t12+GB-NC t9.5+12.5
一部2700

コンクリート直均し

コンクリート直均し

濃度測定

化学物質

測定箇所数

濃度測定

化学物質

測定箇所数

2

2

-

1

1

1

3

1

1

1

-

-

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

F-08B

-

F-05A

F-05A

F-05A

F-05A

F-05A

F-01A

WF-04B

WF-04B

WF-04B

WF-04B

WF-04B

-

-

WF-03

WF-03

-

-

W-02追

W-07B

W-07B

W-07B

W-07B
W-02追

■下地・仕上略語

C・・コンクリート

CB・・コンクリートブロック

M・・モルタル

LGS・・軽量鉄骨

S・・鉄骨

Ｗ・・木造

TB・・テラゾーブロック

GB-R・・せっこうボード

GW・・グラスウール

FK・・ケイ酸カルシウム板

SL・・セルフレベリング材

コンクリート直均し、防塵塗装
OAフロアH50

コンクリート直均し、防塵塗装
OAフロアH50

W-07B
LGS、C

GB-Rt12.5+9.5
EP

W-01B
C-03D

LGS

-

カラーDR t12+GB-NC t9.5

一部ルーバーA、ルーバーB

C

手摺

段鼻ノンスリップ金物

手摺

段鼻ノンスリップ金物

(B-BOX)

※IHコンロ
B-BOX

FKt6.0+GB-Rt12.5（LGS）

F-06A

　法28条の2第1項1号及び2号の材料の使用無

FKt6.0+AEP

C-03B

WF-03

WF-03

WF-03

O-2021-056
城南衛生管理組合新事務所棟建設工事

A2022 3

城南衛生管理組合
（主体工事）

仕上表（2） NS(A3)
NS(A1)

015

A



廻縁

2.廻縁の仕様は仕上表による。

b

a

（備考）1.○印を適用する。

S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

廻縁 天井付目地CW-01A

(10)

(10)
廻縁

（備考）レールの安全荷重30ｋｇ／m

P-3x50 @450L

吊ボルト9 @900

L-50x50x4

Wバー

ボルト M8 @450

SUS304

S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）ピクチャーレール 4CW-07D

アルミ押出レール

可動式フック

廻縁 天井付目地CW-02

a

b

S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

(10)

2.廻縁の仕様は仕上表による。

（備考）1.○印を適用する。

廻縁

(10) テープ又は塗装

下地張り

下地張り

コンクリート打放し

コンクリート打放し

C-03B
ボード張り

W S

C-03D

SW

（備考）1.仕上げは別図による。

（備考）1.仕上げ・仕様は別図による。

2.内装制限で下地共不燃の場合は

下地せっこうボード共不燃とする。

S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

（下地張りのない場合）

突付け工法

（下地張りのある場合）

突付け工法

(下地張りせっこうボード

ボード張り

t=9.5)

W-02追 ビニルクロス（目透かし） 1:5

コンクリート直均しF-01A
S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

コンクリート直均し

（備考）1.特記なき限り金ごて仕上げとする。

2.土間コンクリートの場合は10mm増打しない。

スラブ天

1
0

F-04A
S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

張付けモルタル

 タイル

3
0

ビニル床タイルなど 1F-05A
S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

工法とする。

ビニル床タイル
ゴムタイル
ビニル床シート

a b

（備考）1.特記なき限り長尺塩ビシートの継目は溶接

2.○印を適用する。

1
0

3
0

コンクリート直均し

モルタル

増打

 タイル張り

増打

3.土間コンクリートの目地は別図による。

下地モルタル

フリーアクセスフロア

防塵塗装

フリーアクセスフロアF-09
S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

（指定仕上材）

H

フリーアクセス
フロア仕上面

▽

ビニル幅木（FAF部）WF-04B
S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

H

壁仕上面

コンクリート打放し W-01B
S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

仕上

コンクリート打放し

増打10

・化粧コンクリート打放し
・コンクリート打放しの上

仕上塗材、塗装等

タイルカーペット

ビニル幅木WF-03
S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

（備考）H寸法は仕上表による。

壁仕上面

H

a bR付 R無

床先行仕上
▽

壁仕上面
H

カーペット

軽量鉄骨下地　各種間仕切壁W-01-追
S=1:40（A3）
S=1:20（A1）

WA WB WC

WD WH[防]

天井面

GB-NC t=9.5（下張り）

GB-R t=12.5（上張り）

*
9.5
12.5

（備考）1.＊はLGS 65を示す
　　　　2.仕上・寸法は別図による。

LGS

天井面

GB-NC t=9.5（下張り）

GB-R t=12.5（上張り）

*
9.5
12.5

（備考）1.＊はLGS 65を示す
　　　　2.仕上・寸法は別図による。

LGS

GB-NC t=9.5（下張り）

GB-R t=12.5（上張り）

9.5
12.5

天井面

GB-S t=12.5（下張り）

化粧FK t=6（上張り）

*
12.5

6

（備考）1.＊はLGS 65を示す
　　　　2.仕上・寸法は別図による。

LGS

（備考）1.＊はLGS 65を示す
　　　　2.仕上・寸法は別図による。

天井面

GB-S t=12.5（下張り）

化粧FK t=6（上張り）

*
12.5

6

LGS

GB-S t=12.5（下張り）

化粧FK t=6（上張り）

12.5
6

12.5
*
12.5
9.5

天井面

9.5

（備考）1.＊はLGS 65を示す

GB-R-H t=9.5 （上張り）GB-R-H t=9.5 （上張り）

GB-F   t=12.5（下張り）GB-F   t=12.5（下張り）

　　　　2.耐火構造（1時間）FPO60NP-0199

LGS

WE

（備考）1.＊はLGS 65を示す
　　　　2.仕上・寸法は別図による。

天井面

GB-S t=12.5（下張り）

化粧FK t=6（上張り）

*
12.5

6

LGS

GB-NC t=9.5（下張り）

GB-R t=12.5（上張り）

9.5
12.5

※一部FK t=6

※一部FK t=6※一部FK t=6※一部FK t=6

※一部GB-R t=12.5

※一部GB-R t=12.5※一部GB-R t=12.5 ※一部GB-R t=12.5

　　　　可動式フック 1か所／m
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基準詳細図 図示(A3)
図示(A1)

016

3
0

3
0
1
0

7
0

15

変成ｼﾘｺﾝｼｰﾙ

F-BE

φ25 丸孔

M10 ｱﾝｶｰ L=80

ST L-30x30x3t

M8皿ﾊﾞﾈ付ﾅｯﾄ

PWPW

S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）アルミ樹脂複合パネル

C-09追 (ボルト固定)

F-08B
S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

畳

W-03B
S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）ボード貼り 2

層間変位対応型

薄型LGSスタッド@303

又は
GB-Rt12.5+9.5

面調整用サポート@≦750

@303

仕上材

GB-St12.5+化粧ケイカル板t6.0

（備考）仕上げは仕上表による。

50

5
0

仕上材

W-11A追
S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

張付モルタル

タイル

タイル

（備考） 工法は特記仕様による。

30

モルタル下塗り

防露床（1F土間ｽﾗﾌﾞ）F-01追
S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

t
※

(
5
0
)

※
(
5
0
)

再生砕石・再生クラッシャラン
又は切込砂利・切込砕石

仕上材

断熱材

ポリエチレンフィルム
t=0.15 重ね貼り150

捨てコンクリート

(備考)

※構造特記による。

2.湿気のある室のせっこうボードは耐水せっこうボー

W-07B
S=1:10（A3）

ボード張り　二重張り

（二重貼り）
LGS

@450内外

仕上材：壁紙材、塗装

けい酸カルシウム板は t=8とする。

目透し 突付け 突付け（V目地） 継目処理

ｂａ ｃ ｄ ｅ ｆ

テープ
又は塗装

（8） パテ塗り
の上継目用
テープ張り パテ塗り

の上継目用
テープ張り

打込みの場合

張付用せっこう
系接着材断熱材

1
1
～
1
3

（備考）1.仕上げ・寸法は別図による。

2.○印を適用する。

3.特記なき限りせっこうボード t1=2.5、けい酸カル

も不燃とする。

シウム板 t=(  )とし、下地張りのある場

合は下地ボードはせっこうボード t=9.5、仕上

ボードはせっこうボード t=12.5とする。

4.｢下地不燃｣が必要な場合は下地張のせっこうボード

100

90

65

LGS下地

仕上ボード

下地ボード

パテ塗り
の上継目用
テープ張り

スクェアエッジ

べベルエッジ
スクェアエッジ べベルエッジ

テーパーエッジ べベルエッジ

  ドとする。

S=1: 5（A1）

A

仕上面

構造用合板t=12

畳

根太@450

5
5

1
2

モルタル金こて押さえF-01B
S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

モルタル金こて

押し目地

スラブ天

（備考）特記なき限り大面積の場合は縦横1.8m程度、

廊下の場合は3.6m程度に押し目地を設ける。

3
0

6

ボード張り

　　　　ハンガーワイヤー1か所／m

ハンガーワイヤーH1000

ST L-50x50x4t

 L=1000 ｱﾝｶｰ L=80

M8*25ﾎﾞﾙﾄ 

AL樹脂複合パネルA

※屋内階段のみ

25×55

壁仕上面

7.5～10 畳寄

フローリングボード・
F-06A

S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

複合フローリング

フローリングボード

仕上面

構造用合板t=12

仕上面

a b

（備考）○印を適用する。

複合フローリング

根太@300
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51200
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450 26061405950

柱芯

外壁芯A
RC t=180

外壁芯A
RC t=180

柱芯

柱芯

柱芯

外壁芯A
RC t=150

柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 外壁芯B
RC t=180

RC t=180

▲

通用口

エントランスホール

研修コーナー1

書類保管スペース

風除室
車椅子置場

リユースコーナー

▲

▲

屋外階段

前室

デッキ

△上部吹抜け

ベビーカー

受付執務室 オープンラボ

車寄せ

6
0
0
0

60004600

2
1
5
0

5
0
0
0

1
5
0
0

受付

倉庫2

休憩室
男性

更衣室
男性

倉庫1

EV

試着室

洗濯機置場
流し

U
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1500
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6243

15000

943
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14
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EPS
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機械室1

25670
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使用者用
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・緊急排水槽 D-305

・自動ドア安全柵 D-609

▲

・シーリング D-707

■凡　例

FLからのレベル±0

W* 壁記号　

消火器ボックスＡ　※仕上表による消

床下点検口 600角 SUS枠ボルト式M
防水防臭タイプ、仕上床同材

下部SUSタラップ @350以下 5段

外壁芯A

7
5X1 Y1 Y3

外壁芯▽

内部

外部

t1:RC躯体壁厚

t
1

t2:増打ち

外壁芯B

X9
外壁芯▽

内部

外部

t1:RC躯体壁厚

t
2

   又は仕上

t2:増打ち

   又は仕上

9
0 t
1

t
2

TD*

W-01-追

竪樋　※仕上表参照

出入口

点字ブロック1　※仕上表参照

キッチン D-705

ミニキッチン D-704

中継RD 中継ドレイン 　※サイズは竪樋による

▲

横型ルーフドレイン
D-401

オーバーフロー菅
D-201

△吊環 SUS吊環 D-201

Exp.J 渡り廊下接続部 D-404

RD+OF

RD ルーフドレイン D-201

・受付カウンター D-801

※配筋　D10@200（タテヨコ共）
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城南衛生管理組合
（主体工事）

1階平面図 1/200(A3)
1/100(A1)

A

017



7
2
0
0

9
3
7
5

1
7
4
0
0

6400 6400 6400 6400 6400 6400 6400

51200

6400

4
0
0

4
2
5

A

A

B

B

C

C

450 26061405950

柱芯

外壁芯A
RC t=180

外壁芯A
RC t=180

柱芯

柱芯

柱芯

外壁芯A
RC t=150

柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 柱芯 外壁芯B
RC t=180

RC t=180

金庫室

女性
更衣室

吹抜

事務室

個室3

給湯室

大会議室

倉庫4

小会議室2

屋上デッキ

庇1

屋外階段

ホール

小会議室1

個室1

U

5550450

2300

6243

15000

943

3000

3000

3000

3000

14
.6
4°

電算室

個室2

△ローパー

▽手摺C H=1200

EPS

廊下2

-20-120

U

PRコーナー

控室

±0

TD1 中継RD

リサイクルウォール

スロープ　1/27

1
5
0
0

2
3
0
0

W
2
0
0
0

U

△展示コーナー

庇2

庇2

ティション

-70

EV

-100

２階平面図 1/100

TD1 中継RD TD1 中継RD

TD1 中継RD TD1 中継RD TD1 中継RD

400 640 640

7680

4
0
5
0

2
4
5
0

6
5
0
0

2440

1400 1040

Ex
p.
J

PS

女性便所男性便所

多機能便所

7
9
0
0

1
6
0
0

7
9
0
0

4
0
0

水勾配
1/100

13
AW

4
SD

5
LD

17
AW

14
AW

15
AW

16
AW

16
AW

17
AW

17
AW8

AW
9
AW

12
AW

10
AW

11
AW

14
LD

6
SD

6
SD

15
LD

14
LD

14
LD

12
LD

16
LD

11
LD

13
LD

10
SD

2
SF

15
LD

2450

695

2450
110

2450
110
585 2450

110
2450

110
585

110
585 2435

110
2450

110
585

710

1020
60

1200

880

60
1240

60
1200

60
1240

60
1200

60
1240

60
1200

60
1240

660

2450110
585

2450 110
585

110
1170 1170

110

695 645 2450

14006003100600700660

1230
60

1220
60

1220
60

1220
60

1220
60

1220
60

1220
60

1220
60

1230

660660

1240
60

1200
60

1240
60

1200

680

1020

60

1220

880
60

1220

60

1220

660

695

2450 110 2450 110
585

24501102450110
585

110
585

2435110

710

110
585

20250

3243

消

7
SD

通路2

5
SD

SD
5

1
4
0
0

1
4
0
0

1400

柱芯 庇先端柱芯庇先端

庇先端庇先端

庇先端

庇先端

庇先端

N

6
4
0
0

1
4
0

7
3
0
0

4
6
0

手摺C H=1200

風除室屋根

手摺A H=1200

手摺B H=1200

4
5
0
0

6
5
0
0

4
3
0
0

2
5
5
0

6
8
5
0

1
0
1
5
0

13150 2750 5220 4830 2850 3030 13320 6050

350 2750 3300 1920 4480 350 170 350

6000 7060 1695 64002490 8095

260 260260

12700 3300 3460

360

6
2
0
0

1
7
0
0

TD2

RD

+150

±0

2
1
5
0

2
4
5
0

450 1800 1900 1800 450

1250 800

9
5

1
8
0
0

1
8
2
5

1
8
0
0

2
3
8
0

150 1250 1501250 150850
850 830

1
7
5
1
2
5
0

1
0
57
5
0

160 900

900 900

3
5
0

1
7
5

1
2
5
0

1
7
5

800

600

3
0
0

4860 5060 11480 17795

2
5
5
8
5
0
4
9
5

10515535011260 1800 8850 17795

3
85

6
0
0

2
2
5
0

1
6
0

1
4
0

2
SPT

1
1
0
0

5
7
5
0

7
50

6
3
5
9

1
41

3300 3300

2
SLW

2
SPT

2
SPT

WBWE

W
E

WE

WA

W
C

WC

W
A

W
A

W
C

W
E

W
E

W
B

W
B

W
H
[
防
]

W
B

WB

WB

WE

WB

WB

WB

W
B

W
B

WH[防]

950

1
3
5
0

6
5
5
0

WC WC WC

WC WC WC

W
A

WA WA
W
A

WA WA WA

WA

WA WA WA WA

WA WA WA

W
A

W
H
[
防
]

庇2

庇2
8
SD

1
SF

1
SF

手摺D H=850

リサイクルアート

TD4 中継RD

PS

3
SF

屋内掲示板

3
SF

▽吊環吊環▽ ▽吊環▽吊環 吊環▽

吊環△△吊環 △吊環△吊環 吊環△

x2

スロープ1/20

-70

-70

備考

・シーリング D-707
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■凡　例

FLからのレベル±0

W* 壁記号　

消火器ボックスＡ　※仕上表による消

床下点検口 600角 SUS枠ボルト式M
防水防臭タイプ、仕上床同材

下部SUSタラップ @350以下 5段

外壁芯A

7
5X1 Y1 Y3

外壁芯▽

内部

外部

t1:RC躯体壁厚

t
1

t2:増打ち

外壁芯B

X9
外壁芯▽

内部

外部

t1:RC躯体壁厚

t
2

   又は仕上

t2:増打ち

   又は仕上

9
0 t
1

t
2

TD*

W-01-追

竪樋　※仕上表参照

出入口

点字ブロック1　※仕上表参照

キッチン D-705

ミニキッチン D-704

中継RD 中継ドレイン 　※サイズは竪樋による

▲

横型ルーフドレイン
D-401

オーバーフロー菅
D-201

△吊環 SUS吊環 D-201

Exp.J 渡り廊下接続部 D-404

RD+OF

RD ルーフドレイン D-201

・リサイクルウォール D-801

・庇2 D-101

RD

RD

SUSグレーチング蓋細目（歩行用）
ノンスリップ

3
SF

畳敷 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

特
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城南衛生管理組合
（主体工事）

2階平面図 1/200(A3)
1/100(A1)
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・エコシャフト D-201

■凡　例

FLからのレベル±0

W* 壁記号　

消火器ボックスＡ　※仕上表による消

床下点検口 600角 SUS枠ボルト式M
防水防臭タイプ、仕上床同材

下部SUSタラップ @350以下 5段

外壁芯A

7
5X1 Y1 Y3

外壁芯▽

内部

外部

t1:RC躯体壁厚

t
1

t2:増打ち

外壁芯B

X9
外壁芯▽

内部

外部

t1:RC躯体壁厚

t
2

   又は仕上

t2:増打ち

   又は仕上

9
0 t
1

t
2

TD*

W-01-追

竪樋　※仕上表参照

出入口

点字ブロック1　※仕上表参照

キッチン D-705

ミニキッチン D-704

中継RD 中継ドレイン 　※サイズは竪樋による

▲

横型ルーフドレイン
D-401

オーバーフロー菅
D-201

△吊環 SUS吊環 D-201

Exp.J 渡り廊下接続部 D-404

RD+OF

RD ルーフドレイン D-201

D-403

・点検歩廊　グレーチング床t40　※仕上表による

側桁：S-PL-12x250

屋外キュービクル

溶融亜鉛メッキ仕上
受金物：L-50x50x5 中ボルト 2-M12

段板：CHPL-4.5

 -150x75x6.5x10

グレーチング床 t40

D10@200タテヨコ共

BPL-19x150x350 無収縮モルタルt30

A.BOLT 2-M16 L=320、フック付　D.N締め 点検歩廊詳細 1/20 ※特記なき限り鉄部は溶融亜鉛メッキとする
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城南衛生管理組合
（主体工事）

屋根伏図 1/200(A3)
1/100(A1)
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■凡　例

1FLからのレベル±0
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6400 6400 6400 6400 6400 6400 6400

51200

6400

4
0
0

4
2
5

柱芯

外壁芯

外壁芯 柱芯

柱芯

柱芯

外壁芯

柱芯 外壁芯

450 5950 6140 260

柱芯

柱
芯

柱
芯

柱芯

柱芯

柱芯

1500

1500

1500

1
5
0
0

1
5
0
0

FK  t=6 AEP ( LGS下地 )

車寄せ庇屋根：アルミ庇A（F-BE）

G

倉庫3 Ｂ

直天

試着室 A

CH=2500

H

CH=3000

ウ

ルーバーA、ルーバーB

男性便所 A

CH=2500

授乳室 B

CH=2500
B

CH=2700

スペース

書類保管

女性便所

多機能便所

A

CH=3000

コーナー

リユース

PS・EPS E

直天
通路1 A

CH=3000

CH=3000

ア A

CH=3000

工房作業室1 A

CH=2700

工房作業室2

工房作業室3受付執務室 A

CH=2700

機械室1 E

直天

給湯室 B

CH=2500

倉庫1 B

CH=2700

廊下1 A

CH=2700

前室 A

CH=2700

男性休憩室 B

CH=2700

倉庫2 B

CH=2700

男性更衣室 B

CH=2700

イ

イ

イ

屋外階段

庇2

イ

イ

庇2

庇2

イ

イ

イ

庇2

庇2

庇2

イ

庇2

イ

N

大会議室 A

CH=3000

小会議室1.2 A

CH=2700

倉庫4 B

CH=2700

電算室 B

CH=2700

女性更衣室 B

CH=2700

金庫室 B

CH=2700

屋上デッキ C

CH=3230

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

控室 A

CH=2700

H

CH=2700

ホール

ア廊下2

男性便所 A

CH=2500

給湯室 B

CH=2500女性便所

多機能便所

PS・EPS E

直天通路2 A

CH=2700

事務室 A

CH=2700

個室2.3 A

CH=2700

個室1 A

CH=2700

BB BB BB BB BB BB BB BB

BB

BB BB BB BB BB BB BB

BB BB

BB
EV

E

F

F

１階天井伏図　1:200

H ( LGS下地 )カラーDR  t=12+GB-NC　t=9.5

AG 軒天ガラリ：AL-FB-3x30 @15 開口率（80％）SUS防虫網

デッキ C

CH=3000

AG:W200xD1200

AG:W1000xD200

E

E

P

P

P P
P

P

BB

BB BB BB

P

P

P

P

P

BB BB BB BB BB BB BB BB BB

BB BB BB BB BB

PS
EPS

E

PS
E

A

防煙垂壁H500

プロジェクター収納

天井：AL樹脂複合パネルA

AL F-BE　3x30 @15

200

スチールPL-1.6（加工）
亜鉛メッキ鋼板

ダクト接続ボックス

(設備工事)
（接続に使用しない部分
ダクト部

  の塞ぎ含む）

プチル系シール材
挟み込み
ボルト止め

ステンレス
防鳥網10x10程度

20 20

400

断熱材D

プチル系シール材
挟み込み
ボルト止め

野縁受材 C-60×30×1.6@600

C-60用クリップ

野縁 C-60×30×1.6
15

L-20x20x3

C-60×30×1.6

天井：AL樹脂複合パネルA

屋上デッキ天井、軒天ガラリ詳細図1：5

P

スクリーンボックス

スクリーンボックス

防煙垂壁

■天井開口補強リスト

空調機1

階数

1階 2階 合計
部位 寸法

空調機2

全熱交換器

埋込照明1

埋込照明2

14 18 32

1 0 1

3 6 9

6 16 22

0 12 12

W 950 × L 950

W 1030 × L 640

W 700 L 625×

W 600 L 600×

W 1235 L 220×

A H
H

A

ア
ア

D※斜線部のみ

AH ア

H

A

ア

A

CH=3000

O-2021-056
城南衛生管理組合新事務所棟建設工事

A2022 3

城南衛生管理組合
（主体工事）

天井伏図 1/400(A3)
1/200(A1)

A

027

D-902

D-706

D-801

D-101 D-201

D-405

による

D-607

D-610

D-501

D-602 による※特記なき限り



ガ  ラ  ス

防火戸・エアータイト

備　　考

付属金物

ガ  ラ  リ

水　　切

沓摺・窓台

枠

扉

姿　　図

数　　量

形　　式

符　　号

ガ  ラ  ス

備　　考

付属金物

ガ  ラ  リ

水　　切

沓摺・窓台

枠

扉

姿　　図

数　　量

形　　式

符　　号

ガ  ラ  ス

備　　考

付属金物

ガ  ラ  リ

水　　切

沓摺・窓台

枠

扉

姿　　図

数　　量

形　　式

符　　号

防火戸・エアータイト

防火戸・エアータイト

■特記事項

T ・・・戸当たり

■沓摺・窓台タイプ

１.曲げ加工

３．水 密 性

STW ・ステンレス製窓

・・プラスチック製ガラリ

・・強化ガラス製扉

・ステンレス製シャッター

・ステンレス製ガラリ

・鋼製パーティション

バフ
２.表面仕上

普通曲げ

認定品を有するメーカー製品と

B-1

種

T-1(25等級線）    T-2(30等級線)

W-1(100Pa)    W-2(150Pa)    W-3(250Pa)

製品は認定品の使用を原則とするが、認定品で対
６．アルミニウム製建具の乙種防火戸取扱いについて

応できない場合は

５．表面処理

４．遮音等級

A-1

C-1

種 種A-2

DC-2 種種

B-2 種種

電解発色梨地

角だし

ＨＬ 塗装

半角だし

PG

STD

STS

STG

TD

AD

AW

AG

・・アルミ製扉

・・アルミ製窓

・・アルミ製ガラリ

・・ポリウレタン樹脂系クリヤー

・・ポリウレタン樹脂系塗料

・・アルミニュウムペイント

・・塩化ゴム系塗料

・・エポキシ樹脂系塗料

・・タールエポキシ樹脂系塗料

スチップル・・スチップル仕上

HG

FWG

PWG

PSG

FL

TG

・・フロートガラス

・・熱線吸収ガラス

・網入型板ガラス

・網入磨きガラス

・磨きガラス

・・強化ガラス

UC

UE

alP

GP

ExP

TExP

（サムターン付き）

・・グレモン錠
・・本締付モノロック

・・シリンダー本締錠

・・モノロック空錠

GL

ML

CL

MC

見込

Ｄ

見込見込

Ｈ

Ａ Ｂ

見込

ＨＨ

C

Ｈ

■枠タイプ

・鋼製軽量シャッター

・・鋼製重量シャッター

仕様書によるほか下記による。
（３）ステンレス建具の仕様は、特記仕様書および共通

ついては厚み２ｍｍとする。尚、網入ガラスの
取り付けは、パテ（JISA5752の２種金属製建

し、建具寸法をできるだけ

具用ガラスパテ）又は、認定製品を使用すること。

かつ認定品と同一の部材を使用し、方立・無目に

仕様書によるほか下記による。
（２）アルミニュム建具の仕様は、特記仕様書および共通

A-1(120等級線)    A-2(30等級線)

S-1(  800Pa)   S-2(1200Pa)    S-3(1600Pa)

（１）建具寸法はすべて枠内法寸法を示し、製作にあたっ
ては再度現場調整する。

２．気 密 性

１．耐風圧性

■共通事項

認定品に近い寸法とし、

SW ・・鋼製窓

LSS

STD

LSD

SS

SG

・ステンレス製扉

・鋼製軽量扉

・・鋼製ガラリ

■建具符号略号
SD ・・鋼製扉 ・・合成樹脂合ペイント

・・フタル酸樹脂エナメル塗り

・・合成樹脂エマルションペイント塗り

・・アクリル樹脂系エマルション塗料

・・アクリル樹脂系クリヤー

・・水系有光沢塗料

・・焼付形塗料

・・アクリル樹脂系塗料

SG

■ガラス略号

・・・鋼

AL

ST

■材料・仕上略号

・・木製窓WW

・・紙障子

・・戸ふすま

・・木製ガラリ

・・・ふすま

SJ

WF

WG

F

FG
・・木製扉WD

S

・・アルミ FE

・・型板ガラス

・・透明ガラス

・・ステンレス

EP

AEP

AC

GWP

BE

AE

■塗装略号
SOP

・・ピボットヒンジPH

・・あげ落とし

・・ラバトリーヒンジ

・・あおり止め

・・ドアクローザー

・・ヒンジクローザー

・・フロアーヒンジ

FB

LH

AS

DC

HC

FH

■金物略号
・・・丁番H

Ｄ

Ｗ

見込

Ｗ

見込

Ｗ

見込

ＢＡ C

S-4(2000Pa)    S-5(2400Pa)    S-6(2800Pa)

S-7(3600Pa) 

A-3(8等級線)      A-4(2等級線)

W-4(350Pa)    W-5(500Pa) 

T-3(35等級線）    T-4(40等級線)

・・点検口用中心吊ヒンジTH

・・オートヒンジAH

L ・・・レバーハンドル

Low-E・・Low-Eガラス

EP-G

・・多彩模様塗料塗りEP-M

・・ウレタン焼付形塗料U-BE

・・フッ素樹脂系焼付塗料F-BE

・ドアクローザーDC(C)

・・小型ﾌﾟｯｼｭﾌﾟﾙSP1
・・小型ﾌﾟｯｼｭﾌﾟﾙ(錠付)SP2

RHL･････ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ仕上 ・・順位調整器J

HTG・・耐熱強化ガラス

CLZ

 ・レバーハンドル：ユニオン UL1051　　セミロング引手：ユニオン G500   CH:ユニオン　UCH1110-001　　ドアハンドル：シブタニ　H006-10023-2000　同等品以上

Ｗ

見込

・外壁に設けるｶﾞﾗﾘはﾀﾞｸﾄ接続用金物付き（四周共S-PL-1.6溶融亜鉛ﾒｯｷ処理、裏面ｸﾞﾗｳﾄ吹付t3）とし、ﾀﾞｸﾄ接続部以外には裏面目隠しﾊﾟﾈﾙ（S-PL-1.6溶融亜鉛ﾒｯｷ処理裏面ｸﾞﾗｳﾄ吹付t3）を設けること。

・建具金物の決定に際しては監督職員の承認を得ること。

・建具枠廻りモルタル詰　：　無塩砂を使用し、塩化物を含む混和剤は使用しないこと。

・ドアクローザーはストッパー付き（但し防火設備及び特定防火設備はストッパー無し）とする。

・外壁に設ける建具枠戸当たりには気密材を設置のこと。

・両開き、親子開扉にはあげ落としを設け、特定防火設備及び防火設備には順位調整器を設けること。（扉防火仕様については、確認申請書の平面図凡例を確認のこと）

・アルミ建具枠と窓台・額縁取合部は絶縁材（CRゴムt2.0）入りとする。

・特記なき限りアルミ建具に取り付けるアルミ水切は押出型材とする。

・特記なき限り外部に面するガラリには防鳥網　ステンレス製（SUS316）を設置すること。

・ドアガードはゴム（黒）つきタイプとする。

・排煙オペレータは指定色アルミ製とする（埋込タイプ・収納ボックス付）

CH・・・ケースハンドル

F ・・FIX窓

・Low-e複層ガラスは日射遮蔽型とする。また日射熱取得率　η=0.60以下とする。

・・鋼製枠SS

・出入口の鋼製建具、アルミ製建具には指詰め防止ゴムを設ける（建具と枠の双方に取付ける）

SPT・・スチールパーティション

SLW・・スライディングパーティション

合計

11 2 合計

風除室（外側）AW
1

引き分け自動ドア+FIX窓

2
6
6
6

950

3
0
0

25
950

25 60
12251755

2
9
6
6

-

-

-

-

75

AL-BA-2-A2

TG10(飛散防止フィルム張)

-

-

-

-

風除室（内側）AW
2

1 11
1
1

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

-

-

-

-

75

AL-BA-2-A2

TG10(飛散防止フィルム張)

-

-

-

-

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

合計1

FL

2
6
6
6

890

3
0
0

25 25
1755

2
9
6
6

FL

リユースコーナーAW
3

FL

60

90°

縦すべり出し連続窓+FIX窓

1 0 1

-

-

-

-

75

AL-BA-2-A2

ガラスA、ガラスB、ガラスD、ガラスE

H、クレセント、調整器

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

AW 給湯室

11
1

2
0

2
1
0
0

9
0
0

2450

合計
1

FL

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

-

-

-

-

付属金物一式、網戸(プリーツタイプ)

クレセント、戸車、レール

100

AL-BA-2-A2

ガラスC

4

FL

2
1
0
0

9
0
0

2450 2450

受付執務室AW
5

1

11

1

2

0

-

-

-

-

100

ガラスC

クレセント、戸車、レール

AL-BA-2-A2

見込

タイプ

タイプ

見込

FL

1

研修コーナー1、オープンラボAW
6

縦すべり出し連続窓+両開き窓+FIX窓

6
0 6
6
5

合計
10

-

-

-

-

縦すべり出し窓：H、クレセント、調整器、付属金物一式、網戸(プリーツタイプ)

75

AL-BA-2-A2

合計1
1

FL
2
1
0
0

9
0
0

研修コーナー2、工房作業室1、工房作業室2AW
7

片引き連続窓+FIX窓

1
2
0

-

-

-

-

クレセント、戸車、レール

100

ガラスC、ガラスE

AW
8 ホール

FL

1
11
0

2
1

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

-

-

-

-

-

75

AL-BA-2-A2

6
0 6
7
5

2
5
7
5

AW
9 控室

FL

合計
1

11
0

2
1

-

-

-

-

H、クレセント、調整器

75

AL-BA-2-A2

AW
10 控室

11
0

2
1

合計
1

2
5
7
5

1
2
5

600

FL

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

-

-

-

-

-

75

AL-BA-2-A2

ガラスC

AW
11 ホール

0 1 1

60

1600

60

265

40

2
7
0
0

265

40

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

-

-

-

-

H、L、CL、DC(C)、FB、T、J

75

AL-BA-2-A2

11 2

AW
12 大会議室

0 1

FL

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

-

-

-

-

-

75

AL-BA-2-A2

AW
13 大会議室

6
0

6
0

合計
1

11
0

2
1

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

-

-

-

-

H、クレセント、調整器

75

AL-BA-2-A2

6
7
5

7
1
5

1
8
0
0

FL

1
8
0
0

9
0
0

AW
14 小会議室1、2

合計
1

11
0

2
1

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

-

-

-

-

クレセント、戸車、レール

100

AL-BA-2-A2

AW
15 女子更衣室

11
0

2
1

1
8
0
0

9
0
0

2450

合計
1

FL

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

-

-

-

-

付属金物一式、網戸(プリーツタイプ)

クレセント、戸車、レール

100

AL-BA-2-A2

11
0

2
2

AW
16 事務室

FL

1
8
0
0

9
0
0

2450
110

1170 2435

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

-

-

-

-

クレセント、戸車、レール

100

AL-BA-2-A2

合計
2

合計2
0

2
0

1 2

1390
145

1390

引き分け自動ドア+FIX窓

90° 90°

F F F

付属金物一式、網戸（プリーツタイプ）

アルミパネルt2.0

片引き窓

付属金物一式、網戸(プリーツタイプ)

両開き窓：PH、L、CL、DC(C)、FB、T、J、付属金物一式 付属金物一式、網戸(プリーツタイプ) 付属金物一式、網戸(プリーツタイプ)

付属金物一式 付属金物一式、網戸(プリーツタイプ) 付属金物一式、網戸(プリーツタイプ)

片引き連続窓

110

1240
60 60

1600 1240

F F F F F

F

F

F

F

F

FIX連続窓 縦すべり出し連続窓+FIX窓

FIX連続窓 縦すべり出し連続窓+FIX窓 片引き連続窓+FIX窓

FIX窓

両開き扉+FIX窓 片引き窓 片引き連続窓+FIX窓

付属金物一式、網戸(プリーツタイプ)

F

FF

905
145

X6

695 2450
110 110

2450 2450
110

1170
110110

2450
110

710

FF

1170
110

F

F F

4051019 1019
60
1019

60
1019

60
1019

60
1019

60
826

X9

705

Y2
60

1240
60

1200
60

1240
60

1200
60
620620 1240

60
1200

60
1240

60
1200

60
660

X3X2

6
0 6
6
5

1
8
0
0

1
2
5 F F F F F

F F F F F

F F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

FF

F

F

F

F

F

6
0

1
0
1
5

2450
110

F

1170
110

F

1170
110

2450

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

1230
60

1220
60

1220
60

1220
60

1220
60

1220
60

1220
60

1220
60

1230

F

F

6
0
6
7
5

1
8
0
0

1
2
5

6
0

7
1
5

2450
110

2450 1170
110

2450
110 110

2450 1225
7070

1225

F

1240
60

1200
60

1240
60

1200

F

F

1020
60

1220

F F

60
1220

60
1220

F F F

F F

F

1240
60

1200

F

F

F F

F

F

F

F F

F

F

F

F F

F

F

60
1240

60
1200

60
1240

60
1200

60
1240

60
1200

60
1020

F

F

F

ガラスA、ガラスB、ガラスDガラスA、ガラスB、ガラスD ガラスB、ガラスD

ガラスA、ガラスB、ガラスD

※特記なき限りガラス

ガラスA ガラスA ガラスA

F

1240
60

1200

F

F

1
8
0
0

1
2
5

6
0

1
0
1
5

60

3
0
0
0

F

F

F F

F

F F F F F

F F F F

1240
60

1200
60

1200
60 60

840

1
2
5

2
5
7
5

シール目地

660

X4X3

660

X6

695

X3

660

X5

660 660

X3

X3

660

X1

880

X2

660

X1

880

X5

695

1
2
5

1
2
5

F F F

F F F

F F F F

F F F F F F F F F

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

1 2 合計1 2 合計

-

-

-

-

AL-BA-2-A2

合計
1

合計

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

三協アルミ　iS100同等品以上三協アルミ　iS100同等品以上三協アルミ　iS100同等品以上

三協アルミ　iS100同等品以上三協アルミ　iS100同等品以上

三協アルミ　ARM-S同等品以上三協アルミ　ARM-S同等品以上三協アルミ　ARM-S同等品以上

三協アルミ　ARM-S同等品以上 三協アルミ　ARM-S同等品以上 三協アルミ　ARM-S同等品以上

三協アルミ　ARM-S同等品以上三協アルミ　ARM-S同等品以上

三協アルミ　iS100同等品以上

20
1390 910

FF

シール目地

20

三協アルミ　ARM-S同等品以上

ガラスA・・FL6(Low-E)+A6+FL5

ガラスB・・FL8(Low-E)+A6+FL8

ガラスC・・FL6(Low-E)+A6+FL8

ガラスD・・FL6+遮熱フィルム

ガラスE・・FL8+遮熱フィルム

60

D D D D D D D D D D D D D D D

A

※特記なき限りガラスA ※特記なき限りガラスA

※特記なき限りガラスA

B B B B B B B

B B B B B B B

D D D D D D D D D
D D D D D D D D D

B B

X7 X8

E E

D D D D

X4

E

ガラスC ガラスB

B B B B

X2

E

D D D D DDDDD

※特記なき限りガラスC ※特記なき限りガラスB

D-301 D-301 D-302

D-303 D-304

EEE

AO-2021-056
城南衛生管理組合新事務所棟建設工事

A2022 3

城南衛生管理組合
（主体工事）

1/200(A3)
1/100(A1)
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A

建具表（1）



ガ  ラ  ス

防火戸・エアータイト

備　　考

付属金物

ガ  ラ  リ

水　　切

沓摺・窓台

枠

扉

姿　　図

数　　量

形　　式

符　　号

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

ガ  ラ  ス

備　　考

付属金物

ガ  ラ  リ

水　　切

沓摺・窓台

枠

扉

姿　　図

数　　量

形　　式

符　　号

ガ  ラ  ス

備　　考

付属金物

ガ  ラ  リ

水　　切

沓摺・窓台

枠

扉

姿　　図

数　　量

形　　式

符　　号

防火戸・エアータイト

防火戸・エアータイト

1 合計 1 合計 1 合計 1 合計 1 合計

■特記事項

T ・・・戸当たり

■沓摺・窓台タイプ

１.曲げ加工

３．水 密 性

STW ・ステンレス製窓

・・プラスチック製ガラリ

・・強化ガラス製扉

・ステンレス製シャッター

・ステンレス製ガラリ

・鋼製パーティション

バフ
２.表面仕上

普通曲げ

認定品を有するメーカー製品と

B-1

種

T-1(25等級線）    T-2(30等級線)

W-1(100Pa)    W-2(150Pa)    W-3(250Pa)

製品は認定品の使用を原則とするが、認定品で対
６．アルミニウム製建具の乙種防火戸取扱いについて

応できない場合は

５．表面処理

４．遮音等級

A-1

C-1

種 種A-2

DC-2 種種

B-2 種種

電解発色梨地

角だし

ＨＬ 塗装

半角だし

PG

STD

STS

STG

TD

AD

AW

AG

・・アルミ製扉

・・アルミ製窓

・・アルミ製ガラリ

・・ポリウレタン樹脂系クリヤー

・・ポリウレタン樹脂系塗料

・・アルミニュウムペイント

・・塩化ゴム系塗料

・・エポキシ樹脂系塗料

・・タールエポキシ樹脂系塗料

スチップル・・スチップル仕上

HG

FWG

PWG

PSG

FL

TG

・・フロートガラス

・・熱線吸収ガラス

・網入型板ガラス

・網入磨きガラス

・磨きガラス

・・強化ガラス

UC

UE

alP

GP

ExP

TExP

（サムターン付き）

・・グレモン錠
・・本締付モノロック

・・シリンダー本締錠

・・モノロック空錠

GL

ML

CL

MC

見込

Ｄ

見込見込

Ｈ

Ａ Ｂ

見込

ＨＨ

C

Ｈ

■枠タイプ

・鋼製軽量シャッター

・・鋼製重量シャッター

仕様書によるほか下記による。
（３）ステンレス建具の仕様は、特記仕様書および共通

ついては厚み２ｍｍとする。尚、網入ガラスの
取り付けは、パテ（JISA5752の２種金属製建

し、建具寸法をできるだけ

具用ガラスパテ）又は、認定製品を使用すること。

かつ認定品と同一の部材を使用し、方立・無目に

仕様書によるほか下記による。
（２）アルミニュム建具の仕様は、特記仕様書および共通

A-1(120等級線)    A-2(30等級線)

S-1(  800Pa)   S-2(1200Pa)    S-3(1600Pa)

（１）建具寸法はすべて枠内法寸法を示し、製作にあたっ
ては再度現場調整する。

２．気 密 性

１．耐風圧性

■共通事項

認定品に近い寸法とし、

SW ・・鋼製窓

LSS

STD

LSD

SS

SG

・ステンレス製扉

・鋼製軽量扉

・・鋼製ガラリ

■建具符号略号
SD ・・鋼製扉 ・・合成樹脂合ペイント

・・フタル酸樹脂エナメル塗り

・・合成樹脂エマルションペイント塗り

・・アクリル樹脂系エマルション塗料

・・アクリル樹脂系クリヤー

・・水系有光沢塗料

・・焼付形塗料

・・アクリル樹脂系塗料

SG

■ガラス略号

・・・鋼

AL

ST

■材料・仕上略号

・・木製窓WW

・・紙障子

・・戸ふすま

・・木製ガラリ

・・・ふすま

SJ

WF

WG

F

FG
・・木製扉WD

S

・・アルミ FE

・・型板ガラス

・・透明ガラス

・・ステンレス

EP

AEP

AC

GWP

BE

AE

■塗装略号
SOP

・・ピボットヒンジPH

・・あげ落とし

・・ラバトリーヒンジ

・・あおり止め

・・ドアクローザー

・・ヒンジクローザー

・・フロアーヒンジ

FB

LH

AS

DC

HC

FH

■金物略号
・・・丁番H

Ｄ

Ｗ

見込

Ｗ

見込

Ｗ

見込

ＢＡ C

S-4(2000Pa)    S-5(2400Pa)    S-6(2800Pa)

S-7(3600Pa) 

A-3(8等級線)      A-4(2等級線)

W-4(350Pa)    W-5(500Pa) 

T-3(35等級線）    T-4(40等級線)

・・点検口用中心吊ヒンジTH

・・オートヒンジAH

L ・・・レバーハンドル

Low-E・・Low-Eガラス

EP-G

・・多彩模様塗料塗りEP-M

・・ウレタン焼付形塗料U-BE

・・フッ素樹脂系焼付塗料F-BE

・ドアクローザーDC(C)

・・小型ﾌﾟｯｼｭﾌﾟﾙSP1
・・小型ﾌﾟｯｼｭﾌﾟﾙ(錠付)SP2

RHL･････ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ仕上 ・・順位調整器J

HTG・・耐熱強化ガラス

CLZ

 ・レバーハンドル：ユニオン UL1051　　セミロング引手：ユニオン G500   CH:ユニオン　UCH1110-001　　ドアハンドル：シブタニ　H006-10023-2000　同等品以上

Ｗ

見込

・外壁に設けるｶﾞﾗﾘはﾀﾞｸﾄ接続用金物付き（四周共S-PL-1.6溶融亜鉛ﾒｯｷ処理、裏面ｸﾞﾗｳﾄ吹付t3）とし、ﾀﾞｸﾄ接続部以外には裏面目隠しﾊﾟﾈﾙ（S-PL-1.6溶融亜鉛ﾒｯｷ処理裏面ｸﾞﾗｳﾄ吹付t3）を設けること。

・建具金物の決定に際しては監督職員の承認を得ること。

・建具枠廻りモルタル詰　：　無塩砂を使用し、塩化物を含む混和剤は使用しないこと。

・ドアクローザーはストッパー付き（但し防火設備及び特定防火設備はストッパー無し）とする。

・外壁に設ける建具枠戸当たりには気密材を設置のこと。

・両開き、親子開扉にはあげ落としを設け、特定防火設備及び防火設備には順位調整器を設けること。（扉防火仕様については、確認申請書の平面図凡例を確認のこと）

・アルミ建具枠と窓台・額縁取合部は絶縁材（CRゴムt2.0）入りとする。

・特記なき限りアルミ建具に取り付けるアルミ水切は押出型材とする。

・特記なき限り外部に面するガラリには防鳥網　ステンレス製（SUS316）を設置すること。

・ドアガードはゴム（黒）つきタイプとする。

・排煙オペレータは指定色アルミ製とする（埋込タイプ・収納ボックス付）

CH・・・ケースハンドル

F ・・FIX窓

・Low-e複層ガラスは日射遮蔽型とする。また日射熱取得率　η=0.60以下とする。

・・鋼製枠SS

・出入口の鋼製建具、アルミ製建具には指詰め防止ゴムを設ける（建具と枠の双方に取付ける）

SPT・・スチールパーティション

SLW・・スライディングパーティション

1

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

1 合計12 22

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

1 合計2

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

1 合計2

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

1 合計

AW
17

1
5
0
0

1
2
0
0

600

-

-

-

-

付属金物一式、網戸(プリーツタイプ)

75

AL-BA-2-A2

H、クレセント、調整器

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

合計
9

1
6

2
3

2 2 2

縦すべり出し窓

AW
18 エコシャフト

0 2 2

8
8
0

4
6
6
5

1200

FL

-

-

-

-

付属金物一式、網戸(固定)

H、電動OP（埋込型）

75

AL-BA-2-A2

突き出し連続窓

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

合計1 2

60
1200

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

1 合計1 合計 1 合計 1 合計 1 合計

850

2
1
0
0

40

A

A

S-DP

290

290 S-DP

ST-HL

H、L、CL、DC(C)、FB、T、J

SAT

SD
1

両面フラッシュ親子開き扉

前室

1 10

GW充填（枠共）、電気錠

SD
2

両面フラッシュ両開き扉

デッキ

1 1

SD
3

両面フラッシュ両開き扉

機械室、倉庫1

2 20

400

1250

SD
4

SD
5

両面フラッシュ片開き扉

事務室

0 1

40

A

A

290

290

ST-HL

H、L、CL、DC(C)、T

SAT

S-DP

S-DP

-

-

- -

TG5(乳白シート貼)

-

- -

2 2 22
0

2
1

FL FL FL FL

850

2
1
0
0

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

1 合計2

EPS,PS

1800

2
1
0
0

900 900

40

A

A

S-DP

290

290 S-DP

ST-HL

H、L、CL、DC(C)、FB、T、J

SAT

GW充填（枠共）

-

-

- -

40

A

A

300

300

ST-HL

H、L、CL、DC(C)、FB、T、J

SAT

S-DP

S-DP

-

-

- -

GW充填（枠共） GW充填（枠共）、ホテル錠

片面フラッシュ片開き扉

2 4

40

C

B

40

110

ST-HL

TH、CH、DC

-

S-SOP

S-SOP

-

-

- -

2

FL

750

2
1
0
0

-

SF
1 女性便所、男性便所

三方枠

2 4

850

2
1
0
0

2

C 120 S-SOP

-

-

-

-

- - -

- -

-

-

-

給湯室

三方枠

1

C 120 S-SOP

-

-

-

-

- - -

- -

-

-

-

SF
2

1

850

2
1
0
0

2

8

0 1

倉庫2

両面フラッシュ親子開き扉

1

40

C

B

40

120

ST-HL

PH、L、CL、DC(C)、FB、T、J

S-SOP

S-SOP

TG5(乳白シート貼)

- -

-

-

FL

9

0 1

前室

両面フラッシュ親子開き扉

1

40

C

B

40

120

ST-HL

PH、L、CL、DC(C)、FB、T、J

S-SOP

S-SOP

TG5(乳白シート貼)

- -

電池錠

-

FL

1

0 3

両面フラッシュ親子開き扉

3

40

C

B

40

120

ST-HL

PH、L、CL、DC(C)、FB、T、J

S-SOP

S-SOP

TG5(乳白シート貼)

- -

-

-

850

2
1
0
0

0 2

両面フラッシュ片開き扉

2

2

40

C

B

40

120

ST-HL

PH、L、CL、DC(C)、T

S-SOP

S-SOP

TG5(乳白シート貼)

- -

-

-

850

2
1
0
0

FL

0 1

両面フラッシュ片開き扉

1

10 男性更衣室

40

C

B

40

120

ST-HL

PH、L、CL、DC(C)、T

S-SOP

S-SOP

TG5(乳白シート貼)

- -

-

-

850

2
1
0
0

0 1

両面フラッシュ片開き扉

1

3 受付執務室

40

C

B

40

120

ST-HL

PH、L、CL、DC(C)、T

S-SOP

S-SOP

TG5(乳白シート貼)

- -

-

-

6 倉庫1、書類保管スペース

両面フラッシュ両開き扉

40

C

B

S-SOP

40

120 S-SOP

ST-HL

-

-

- -

FL

800

2
1
0
0

0 1

両面フラッシュ片開き扉

1

4 試着室

40

C

B

40

200

ST-HL

PH、L、CL、DC(C)、T、使用中表示

S-SOP

S-SOP

TG5(乳白シート貼)

- -

-

アンダーカット

FL

0 1

鋼製両面フラッシュ両開き扉

1

7 倉庫3

40

C

B

40

200

ST-HL

PH、L、CL、DC(C)、FB、T、J

S-SOP

S-SOP

-

- -

-

-

0 33

FL

6

40

C

B

40

120

-

-

- -

ST-HL

-

大会議室

2 20

ホテル錠

-

T-3

PH、L、CL、DC(C)、FB、T、J

- -- - -- - -

1800

2
1
0
0

900 900

1800

2
1
0
0

900 900

1800

2
1
0
0

900 900

1800

2
1
0
0

900 900

両面フラッシュ両開き扉

LD LDLD LD LDLD LDLD LD

SD

ガラスA（便所4か所のみ乳白シート貼） ガラスA

850

2
1
0
0

400

1250

1
2
0

1
7
8
0

2
0
0

80

850

2
1
0
0

400

1250

1
7
8
0

80

850

2
1
0
0

400

1250

1
7
8
0

80

1
2
0

2
0
0

1
2
0

2
0
0

1
7
8
0

80

1
2
0

2
0
0

1
7
8
0

80

1
2
0

2
0
0

1
7
8
0

80

1
2
0

2
0
0

1
7
8
0

80
1
2
0

2
0
0

S-SOP
S-化粧シートB

FL

40

A

A

120

120

PH、L、CL、DC(C)、FB、T、J

-

-

- -

S-SOP

ST-HL

S-SOP

HTG5(乳白シート貼)

10 事務室

1 10

特定防火設備

両面フラッシュ親子開き扉

SD

850

2
1
0
0

400

1250

1
7
8
0

80

5

両面フラッシュ片引き扉

40

C 120

C 40

-

ST-HL

- -

2
1
0
0

1
2
0

1
7
8
0

2
0
0

900

2

80

1

S-SOP

S-SOP

-

-

TG5(乳白シート貼)

3

LD 多機能便所、授乳室

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

1 2 合計

1 2 合計 1 2 合計 1 2 合計1 2 合計 1 2 合計 1 2 合計 1 2 合計 1 2 合計 1 2 合計 1 2 合計

2

FL

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

1 2 合計

7
SD 屋外階段

1 20

片開き格子扉

化粧シートB

枠・扉詳細

ST-FB-9

800

1
0
0
0

FL

5
0

50

-

-

-

-

H、L、CL

-

-

- -

-

-

-

-

支柱：
□-100x100x2.3
DP

S-DP

1
2
0

2
0
0

R
1

アンダーカット

各部

一方枠

6

C 120 S-SOP

-

-

-

-

- - -

- -

-

-

-

FL

SF
3

4

2
1
0
0

10

1
7
8
0

80

1
2
0

2
0
0

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

(800)

(   ):授乳室

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

SD
8 PS

片面フラッシュ片開き扉

2 3

40

A

A

40

110

ST-HL

TH、CH、DC

-

S-SOP

S-SOP

-

-

- -

1

FL

400

6
0
0

-

9
0
0

h10

ガラスA・・FL6(Low-E)+A6+FL5

ガラスB・・FL8(Low-E)+A6+FL8

ガラスC・・FL6(Low-E)+A6+FL8

4方枠：S-FB 12x50

格子 ：S-FB 9x32 @100

ガラスD・・FL6+遮熱フィルム

ガラスE・・FL8+遮熱フィルム

特

1 2 合計

FL

FL FL FL FL FL

FL

FL

FL

SD
9

両面フラッシュ片開き扉

配管取出口

0 1

40

A

A

290

290

ST-HL

TH、CH、DC

特定防火設備　SAT

S-DP

S-DP

-

-

- -

1

RFL（水下）

600

6
0
0

GW充填（枠共）

0

特

R

SD
既1

両面フラッシュ両開き扉

CP折居

10

40

A

A

300

300

ST-HL

H、L、CL、DC(C)、FB、T、J

SAT

S-DP

S-DP

-

-

- -

GW充填（枠共）

1730

2
0
0
0

865 865

10
R

合計1 2

AO-2021-056
城南衛生管理組合新事務所棟建設工事

A2022 3

城南衛生管理組合
（主体工事）

029

A

建具表（2） 1/200(A3)
1/100(A1)



ガ  ラ  ス

防火戸・エアータイト

備　　考

付属金物

ガ  ラ  リ

水　　切

沓摺・窓台

枠

扉

姿　　図

数　　量

形　　式

符　　号

姿　　図

数　　量

形　　式

符　　号

備　　考

1

合計 1 合計

■特記事項

T ・・・戸当たり

■沓摺・窓台タイプ

１.曲げ加工

３．水 密 性

STW ・ステンレス製窓

・・プラスチック製ガラリ

・・強化ガラス製扉

・ステンレス製シャッター

・ステンレス製ガラリ

・鋼製パーティション

バフ
２.表面仕上

普通曲げ

認定品を有するメーカー製品と

B-1

種

T-1(25等級線）    T-2(30等級線)

W-1(100Pa)    W-2(150Pa)    W-3(250Pa)

製品は認定品の使用を原則とするが、認定品で対
６．アルミニウム製建具の乙種防火戸取扱いについて

応できない場合は

５．表面処理

４．遮音等級

A-1

C-1

種 種A-2

DC-2 種種

B-2 種種

電解発色梨地

角だし

ＨＬ 塗装

半角だし

PG

STD

STS

STG

TD

AD

AW

AG

・・アルミ製扉

・・アルミ製窓

・・アルミ製ガラリ

・・ポリウレタン樹脂系クリヤー

・・ポリウレタン樹脂系塗料

・・アルミニュウムペイント

・・塩化ゴム系塗料

・・エポキシ樹脂系塗料

・・タールエポキシ樹脂系塗料

スチップル・・スチップル仕上

HG

FWG

PWG

PSG

FL

TG

・・フロートガラス

・・熱線吸収ガラス

・網入型板ガラス

・網入磨きガラス

・磨きガラス

・・強化ガラス

UC

UE

alP

GP

ExP

TExP

（サムターン付き）

・・グレモン錠
・・本締付モノロック

・・シリンダー本締錠

・・モノロック空錠

GL

ML

CL

MC

見込

Ｄ

見込見込

Ｈ

Ａ Ｂ

見込

ＨＨ

C

Ｈ

■枠タイプ

・鋼製軽量シャッター

・・鋼製重量シャッター

仕様書によるほか下記による。
（３）ステンレス建具の仕様は、特記仕様書および共通

ついては厚み２ｍｍとする。尚、網入ガラスの
取り付けは、パテ（JISA5752の２種金属製建

し、建具寸法をできるだけ

具用ガラスパテ）又は、認定製品を使用すること。

かつ認定品と同一の部材を使用し、方立・無目に

仕様書によるほか下記による。
（２）アルミニュム建具の仕様は、特記仕様書および共通

A-1(120等級線)    A-2(30等級線)

S-1(  800Pa)   S-2(1200Pa)    S-3(1600Pa)

（１）建具寸法はすべて枠内法寸法を示し、製作にあたっ
ては再度現場調整する。

２．気 密 性

１．耐風圧性

■共通事項

認定品に近い寸法とし、

SW ・・鋼製窓

LSS

STD

LSD

SS

SG

・ステンレス製扉

・鋼製軽量扉

・・鋼製ガラリ

■建具符号略号
SD ・・鋼製扉 ・・合成樹脂合ペイント

・・フタル酸樹脂エナメル塗り

・・合成樹脂エマルションペイント塗り

・・アクリル樹脂系エマルション塗料

・・アクリル樹脂系クリヤー

・・水系有光沢塗料

・・焼付形塗料

・・アクリル樹脂系塗料

SG

■ガラス略号

・・・鋼

AL

ST

■材料・仕上略号

・・木製窓WW

・・紙障子

・・戸ふすま

・・木製ガラリ

・・・ふすま

SJ

WF

WG

F

FG
・・木製扉WD

S

・・アルミ FE

・・型板ガラス

・・透明ガラス

・・ステンレス

EP

AEP

AC

GWP

BE

AE

■塗装略号
SOP

・・ピボットヒンジPH

・・あげ落とし

・・ラバトリーヒンジ

・・あおり止め

・・ドアクローザー

・・ヒンジクローザー

・・フロアーヒンジ

FB

LH

AS

DC

HC

FH

■金物略号
・・・丁番H

Ｄ

Ｗ

見込

Ｗ

見込

Ｗ

見込

ＢＡ C

S-4(2000Pa)    S-5(2400Pa)    S-6(2800Pa)

S-7(3600Pa) 

A-3(8等級線)      A-4(2等級線)

W-4(350Pa)    W-5(500Pa) 

T-3(35等級線）    T-4(40等級線)

・・点検口用中心吊ヒンジTH

・・オートヒンジAH

L ・・・レバーハンドル

Low-E・・Low-Eガラス

EP-G

・・多彩模様塗料塗りEP-M

・・ウレタン焼付形塗料U-BE

・・フッ素樹脂系焼付塗料F-BE

・ドアクローザーDC(C)

・・小型ﾌﾟｯｼｭﾌﾟﾙSP1
・・小型ﾌﾟｯｼｭﾌﾟﾙ(錠付)SP2

RHL･････ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ仕上 ・・順位調整器J

HTG・・耐熱強化ガラス

CLZ

 ・レバーハンドル：ユニオン UL1051　　セミロング引手：ユニオン G500   CH:ユニオン　UCH1110-001　　ドアハンドル：シブタニ　H006-10023-2000　同等品以上

Ｗ

見込

・外壁に設けるｶﾞﾗﾘはﾀﾞｸﾄ接続用金物付き（四周共S-PL-1.6溶融亜鉛ﾒｯｷ処理、裏面ｸﾞﾗｳﾄ吹付t3）とし、ﾀﾞｸﾄ接続部以外には裏面目隠しﾊﾟﾈﾙ（S-PL-1.6溶融亜鉛ﾒｯｷ処理裏面ｸﾞﾗｳﾄ吹付t3）を設けること。

・建具金物の決定に際しては監督職員の承認を得ること。

・建具枠廻りモルタル詰　：　無塩砂を使用し、塩化物を含む混和剤は使用しないこと。

・ドアクローザーはストッパー付き（但し防火設備及び特定防火設備はストッパー無し）とする。

・外壁に設ける建具枠戸当たりには気密材を設置のこと。

・両開き、親子開扉にはあげ落としを設け、特定防火設備及び防火設備には順位調整器を設けること。（扉防火仕様については、確認申請書の平面図凡例を確認のこと）

・アルミ建具枠と窓台・額縁取合部は絶縁材（CRゴムt2.0）入りとする。

・特記なき限りアルミ建具に取り付けるアルミ水切は押出型材とする。

・特記なき限り外部に面するガラリには防鳥網　ステンレス製（SUS316）を設置すること。

・ドアガードはゴム（黒）つきタイプとする。

・排煙オペレータは指定色アルミ製とする（埋込タイプ・収納ボックス付）

CH・・・ケースハンドル

F ・・FIX窓

・Low-e複層ガラスは日射遮蔽型とする。また日射熱取得率　η=0.60以下とする。

・・鋼製枠SS

・出入口の鋼製建具、アルミ製建具には指詰め防止ゴムを設ける（建具と枠の双方に取付ける）

SPT・・スチールパーティション

SLW・・スライディングパーティション

2

2

合計

FL

40

C

B

40

120

PH、L、CL、DC(C)、T

-

-

- -

S-SOP

ST-HL

S-SOP

-

11 金庫

1 10

FL

40

C

B

40

120

PH、L、CL、DC(C)、T

-

-

- -

S-SOP

ST-HL

TG5(乳白シート貼)

13 個室（1）

1 10

900

2
1
0
0

FL

40

C

B

40

120

PH、L、CL、DC(C)、FB、T、J

-

-

- -

S-SOP

ST-HL

S-SOP

TG5(乳白シート貼)

14 小会議室1・2、控室

3 30

FL

40

C

B

40

120

PH、L、CL、DC(C)、FB、T、J

-

-

- -

ST-HL

-

15 倉庫4

2 20

1800

2
1
0
0

900 900

16

FL

40

C

B

40

120

PH、L、CL、DC(C)、T

-

-

- -

S-SOP

ST-HL

S-SOP

TG5(乳白シート貼)

女性更衣室

1 10

850

2
1
0
0

ホテル錠 - - - 電池錠

両面フラッシュ片開き扉両面フラッシュ片開き扉両面フラッシュ片開き扉 両面フラッシュ親子開き扉 両面フラッシュ両開き扉

LDLDLDLD LD

850

2
1
0
0

400

1250

1
7
8
0

80

1
7
8
0

80

1
2
0

2
0
0

1
7
8
0

80

1
2
0

2
0
0

750

2
1
0
0

S-化粧シートA
S-SOP
S-化粧シートB

FL

40

C

B

40

120

PH、L、CL、DC(C)、FB、T、J

-

-

- -

S-SOP

ST-HL

S-SOP

TG5(乳白シート貼)

12 電算室

1 10

ホテル錠

両面フラッシュ親子開き扉

LD

850

2
1
0
0

400

1250

1
7
8
0

80

化粧シートB

枠・扉詳細

ST-FB-91
2
0

2
0
0

1
2
0

2
0
0

2
1
0
0

9
0
0

1195 1935
50

1255 1255
50

1935 1195

90°90°

F F F F

F 1
0
2
5

9
0
0

1
0
2
5 5
0

1

受付執務室SW
1

引違い連続窓+FIX窓

0

1 2 合計

1

FL

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

-

-

-

-

付属金物一式

クレセント、戸車、レール

50 S-SOP

S-SOP

TG10(飛散防止フィルム張)、引き戸部分TG5(飛散防止フィルム張)

-

FL

FL

項　目 部　材 材　料（板厚mm）

骨材 天井レ－ル

巾木レール

冷間圧延鋼板　1.0mm　<焼付塗装仕上>

冷間圧延鋼板　1.2mm　<焼付塗装仕上>

冷間圧延鋼板　1.2mm　<焼付塗装仕上>ポール（支柱）

冷間圧延鋼板　1.0mm　<焼付塗装仕上>上桟・下桟

パネル パネル表面材 亜鉛めっき鋼板　0.5mm　<焼付塗装仕上>

芯　材 せっこうボード　12.5mm

充填材 グラスウール　32kg/m3　厚さ25mm

枠 冷間圧延鋼板 1.2mm <焼付塗装仕上>ドア枠

エチレン・プロピレンゴム <ブラック色>ドア気密材

冷間圧延鋼板 1.0mm <焼付塗装仕上>

ウレタンフォーム

壁面レール

壁面レール充填材

コーナーカバー アルミ押出形材 <焼付塗装仕上>

コーナー用カバー 冷間圧延鋼板 1.0mm <焼付塗装仕上>

冷間圧延鋼板 1.0mm <焼付塗装仕上>コーナーレール601030 880 880 880 880 88060
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衣服工房作業室SPT
1

【南側】

【北側】 3001750

3001750

1 0
合計
1

スチールパーティション（遮音タイプ）
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1 2

個室2、個室3SPT
2

0 1
合計
1

スチールパーティション（遮音タイプ）

項　目 部　材 材　料（板厚mm）

骨材 天井レ－ル

巾木レール

冷間圧延鋼板　1.0mm　<焼付塗装仕上>

冷間圧延鋼板　1.2mm　<焼付塗装仕上>

冷間圧延鋼板　1.2mm　<焼付塗装仕上>ポール（支柱）

冷間圧延鋼板　1.0mm　<焼付塗装仕上>上桟・下桟

パネル パネル表面材 亜鉛めっき鋼板　0.5mm　<焼付塗装仕上>

芯　材 せっこうボード　12.5mm

充填材 グラスウール　32kg/m3　厚さ25mm

枠 冷間圧延鋼板 1.2mm <焼付塗装仕上>ドア枠

エチレン・プロピレンゴム <ブラック色>ドア気密材

扉 パネル表面材

芯材

吊金具

ロック 美和 LA錠/ゴール LX錠

ドアクローザ

亜鉛めっき鋼板 0.6mm <焼付塗装仕上>

防音芯材（内部ロックウール入り）

ピボットヒンジ

リョービ COU-153(コンシールドタイプ)

フランス落し

戸当り

ステンレス

床付け戸当り

冷間圧延鋼板 1.0mm <焼付塗装仕上>

ウレタンフォーム

壁面レール

壁面レール充填材

コーナーカバー アルミ押出形材 <焼付塗装仕上>

コーナー用カバー 冷間圧延鋼板 1.0mm <焼付塗装仕上>

冷間圧延鋼板 1.0mm <焼付塗装仕上>コーナーレール

姿　　図

1 2

研修コーナー1、2SLW
1

1 0
合計
1

スライディングウォール（遮音タイプ）

1 2

小会議室1、2SLW
2

0 1
合計
1

スライディングウォール（遮音タイプ）

数　　量

形　　式

符　　号

FL

ボールキャッチ

ボールキャッチ
小口取付

パワークローザー化粧プレートφ64

※パネル断面詳細図の特記部分は焼付塗装

レール仕様 レール スチ－ル、アルミ押出型材(アルマイト処理)

走行輪

吊ボルト M 24

多軸多輪(2軸4輪)ランナー仕様

パネル仕様

表面材 繊維混入せっこう板 8mm

充填材 グラスウール　32K 50mm

表面仕上 塗装下地用クロス貼の上 EP塗装(内装工事)

フレーム アルミ押出形材（アルマイト処理)

骨組 鉄骨造

壁面シールド

上部シールド

下部シールド

機械駆動式

機械駆動式

機械駆動式

間仕切り部天井戸当たり

CL
t=100

合成ハンガーレール

PW155829

6290
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9
0
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3
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3
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3
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表面操作口(引き手付)
（上下圧着）

表面操作口(引き手付)
（サイド圧着）

※パネル断面詳細図の特記部分は焼付塗装

レール仕様 レール

走行輪

吊ボルト

ランナー仕様

パネル仕様

表面材

充填材

表面仕上

フレーム アルミ押出形材（アルマイト処理)

骨組

召合せ

壁面シールド

上部シールド

下部シールド

水平2段スライド走行輪(ベアリング内蔵)

M 16

コーナー部 直角レール

亜鉛めっき鋼板 0.8mm (焼付塗装)

下張り:せっこうボード 12.5mm

グラスウール

アルミフレーム + 鉄骨造

固定ゴムハメ合

機械駆動式

機械駆動式

機械駆動式

パネル分離型構造(廃棄時分別可能)・・・環境対応型

アルミ押出型材ハンガーレール(アルマイト処理)

FL
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FLt10+t10（飛散防止フィルム）
ツインガラス：

1 2 合計

D-611 D-612

※SPT1、SPT2共通とする

天井面

天井下地
天井裏遮音壁
GB t12.5（両面）
グラスウール充填

天井裏詳細図

※上記参考品番とし、同等品以上とする。

160 160

ガラスA・・FL6(Low-E)+A6+FL5

ガラスB・・FL8(Low-E)+A6+FL8

ガラスC・・FL6(Low-E)+A6+FL8

ガラスD・・FL6+遮熱フィルム

ガラスE・・FL8+遮熱フィルム

1 合計2

21

ガ  ラ  ス

防火戸・エアータイト

備　　考

付属金物

ガ  ラ  リ

水　　切

沓摺・窓台

枠

扉

姿　　図

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

数　　量

形　　式

符　　号

見込

タイプ

タイプ

見込

仕上

見込

見込

仕上

仕上

仕上

合計 1 2 合計1 2 1 合計2 1 合計21 2 1 2 合計
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城南衛生管理組合
（主体工事）
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城南衛生管理組合
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部分詳細図（1） 図示(A3)
図示(A1)
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S=1:20（A1）

アルミパネルt2.0(BA-2)



250

1
0
0

250

7
5

1500

6
5

2
5
0

3
3
0

2
0 2
0

50
20

1
7
0

2
0

115135

250

10575

250

6
0

5
02
5

3020 180
20

1
5
0

1
01
0

5
0
8
0

401

300100

9
0
0

400

6
7
5

1
0

1
1
0

100
145

40 25

7
0

ルーフドレン鋳鉄製横型

モルタルこて押さえキャップ穴あき 25∅

タテヨコ共@3000以内

外壁：C打放+吹付A

成型伸縮目地材W25庇2天端：C（金）P防水B

庇2軒裏：吹付B

竪ルーバー：ECP-A（DP）

クリップ

シーリング

（水下）

3
9
0
0

1
4
0

2
7
0

▽RFL

2
0
0

7
0
0

▽建物高さ

5
0
1
5
0
7
0

▽RFL

（水上）

C打放+
吹付A

ルーバーA、ルーバーB

カラーDR  t=12+GB-NC　t=9.5

ブラインドボックス S-PLt1.6 SOP

押

RC（金笠木：AL（BA-2）

ゴムアスファルト系
シーリング材

1
1
5

8
0
0

2
1
0
0

100

2
5
0

1400

600 700

50 150 405 75 20

2
02
0

50
20

2
1
0

2
0

2
5
0

1
5
0

5
5

2
5
7
5

2
1
0

3
0

150300

9
5
0

10075 45030 10

1
0

1
0
0
2
5

445105
150

7
0

1
5
0

75

495

125

20

▽2FL

2
7
04
2
0

1
5
0

7
0
1
5
0
5
0

庇2天端：C（金）P防水B

RC打放+吹付A

排水溝 W=150

庇2軒裏：吹付B

クリップ

シーリング
水抜きパイプ

竪樋：AL バンドレスタイプ 125φ

開口部：AW

天井点検口

3
4

2
6
6

2
6
4

9
7
0

軒樋H85

竪樋：SUS89φ HL

1
0

額縁：S-PLt1.6 SOP

水切：AL PL-2.0

ベースPL-6

ファスナー
PL-6x75x75

外壁：外壁：C打放+吹付C

1
8
0
0

300300

600

2
0
0

175

AL引分け自動ドア

床：インターロッキングブロック

2
6
6
6

2
7
0
0

505

　　t60

2
2
0

2
5
0

9
6
0

1
0
0

鉄骨：DP塗装

エコシャフト

300 100

9
0
0

40070

4
0
2
.
5

1
5
0

8
8
0

1860

1480

1090 390

1
5
5
1
5
0
1
0
0

1
8
5
0

1
2
.
5

4
1
5

40180

800
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L-60x60x5

B.PL-19x250x250

AL水切り

モルタル面取り

成形緩衝材W30

天端：C（金）P防水A

庇2軒裏：吹付B

外壁：C打放+吹付A
DR t=12+GB-NC t=9.5

吹付硬質ウレタン
フォーム t=30

壁：GB-R t=12.5

断熱材A

ルーバーA、ルーバーB

DR  t=12+GB-NC　t=9.5
ピクチャーレール

+化粧FK t=6

50

4
0
2
5

結露水受：S-PLt1.6加工
SOP

既製AL押え金物 SUSビス@450

A.BOLT 2-M16 L=320

梁：H-100x50x5x7
柱：H-100x100x6x8
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L-50x50x6

Z型金物

L-60x60x5

L-50x50x6

Z型金物

廊下2

225225
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ルーバーA、ルーバーB
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C
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（目透し）
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3
0
0
0

4
2
0
0

▽2FL

小会議室

2
5
0

1400

150405

2
0 2
0

50
20

2
1
0

2
0

2
5
0

1
5
0

2
1
0

3
0

125325

9
5
0

450

5
0

6
6
5

6
0

2
5

20180

100

520

182

5

70

3
0
7
0

3
0

2
2

100
145

25

1
5
0

1
0

40
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庇2天端：C（金）P防水B

C打放+吹付A

排水溝 W=150

庇2軒裏：吹付B

竪樋：AL バンドレスタイプ 125φ

開口部：AW

50

外壁：C打放+吹付A

床：TC-B
C

腰壁：GB-R t=12.5

巾木：ビニル H=60

+GB-NC t=9.5 EP

額縁：S-PLt1.6 SOP

3
9
0
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2
0
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5
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△RFL(水下)

▽建物高さ
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150 18525
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2
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5

庇2天端：C（金）P防水B

庇2軒裏：吹付B
C打放+吹付A

外壁：C打放+吹付A

外壁：C打放+吹付A

笠木：AL（BA-2）

1500

ブラインドボックス
S-PLt1.6 SOP

ベンドキャップ（設備工事）
断熱材A

1
0
0

▽1FL

▽GL

オープンラボ

1
8
0
0

325275
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2
0
0
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5
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1
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1
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1
0
0
2
5

6
0

7
0
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530
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30

開口部：AW

床：タイルB
C（金）

30

断熱材B

補強材：

S-PLt9.0@900

額縁：S-PLt1.6

      SOP

2
7
7
0

2
9
9
0 車寄せ

梁

柱

目隠しパネル部分詳細図　1:20

押出成型セメント板
t=15

RC（金）P防水A B.PL

無収縮モルタル
吊環

6
0
0

400

8
0
0

2
8
0
0

1
0
0

梁ネコ：L-65x65x6 L=100

C-100x50x20x2.3

ストリンガー
目隠しルーバー

ストリンガー固定金具

L-50x50x4@1500

風除室

床：タイルB
C（金）

2
6
6
6

2
9
6
6

340

断熱材B

防露床 F-01追

柱139.8Φ

SOP

吹抜

天井点検口

3
0
0

90 210

∅100 6
5

300

SUS304 19∅

SUS304
FB-65x12

5
0

かんざし筋

D13 L=600

穴 21∅

吊環部分詳細図　1:20

かんざし筋

D13 L=600

O-2021-056
城南衛生管理組合新事務所棟建設工事

A2022 3

城南衛生管理組合
（主体工事）

部分詳細図（2） 図示(A3)
図示(A1)

A

032

天井：DR t=12+GB-NC t=9.5

天井：アルミスパンドレル

AL引分け自動ドア

壁：Cの上　EP

手摺C

屋根：GB-NCt9.5+化粧FKt6

断熱材A

鉄筋に溶接

D-610

誘導灯（電気設備工事）

D-201 外部廻り詳細図（2）
S=1:40（A3）
S=1:20（A1）

結露水受：S-PLt1.6加工

結露水受詳細図　1:5

額縁：S-PLt1.6加工

L-20x20x3

4
0

2
5

4
0

壁：GB-R t=12.5+化粧FK t=6

FK t=6 EP

※特記なき限り屋上の鉄部は溶融亜鉛めっき仕上とする。

主筋 8-D16 ※スラブ内に2L定着

帯筋 D10@100

フック付　D.N締め

柱頭 D13-2重巻

基礎350角　無収縮モルタルt30
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城南衛生管理組合
（主体工事）

部分詳細図（3） 図示(A3)
図示(A1)

033

D-301 AW-1・AW-2（風除室）　断面詳細図
S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

D-302 AW-3（コーナー）　平面詳細図 D-303 AW-11（屋上デッキ）　断面詳細図

D-304 AW-16（柱取合い）　平面詳細図 D-305 緊急排水槽　詳細図
S=1:10（A3）
S=1:5（A1）
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Yクリップ(100mm用)

埋め込みPL-6t×90×550
ロッキングブロック

 伏 せ 図 

 側 面 図  断 面 図 

1500500

600φ 450φ
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1000 1000

25002000

1000

 平 面 図 

2000

20002000

1000 1000

2000

SUS製ﾀﾗｯﾌﾟ

床：コンクリート金コテ押え
　　P防水C

壁：コンクリート金コテ押え

85.05▼

汚水管接続想定位置

600×600

D13@200ﾀﾞﾌﾞﾙ

P防水C

捨てコンt50
砕石t100

P防水C

200

200

勾配 1/15

▲有効貯留水位

（15㎥）

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押え
P防水C
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180 180180180

鋳鉄製マンホール
450Φ

鋳鉄製マンホール
600Φ

A

100 600
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2
5
0

シーリング(全周)

Yクリップ(100mm用)

ロッキングブロック

ECP-A

シーリング(全周)

Yクリップ(100mm用)

現場溶接(Yクリップ・埋め込みPL)

アンカー

埋め込みPL-6t×90×550

竪ルーバー（ECP-A）、軒先金物　詳細図

2
0

パ
ネ
ル
長
さ

2
0

水抜きパイプ SUS100Φ

100

屋上配管取出口
S=1:20（A3）
S=1:10（A1）
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1
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0
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L-30x30x3
アンカー 9∅@600

止水板（設備工事）

SUS t=1.5
グラウトt5.0裏打ち

配管防露巻又は
ロックウール充填

1
2

5025

水返し

P防水A
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1以上

内

部

内

部
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平面詳細図
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2
0
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SUSグレーチング細目

20以上1

RDφ70用(鋳鉄製)

受枠：L-80x30x5

受枠：L-30x30x5

8
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7
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0

1230

断熱材A

5
0

つば付スリーブ管
モルタル充填

▽RFL(水下)

特記なき限り外壁は吹付Aとする。

1230

断面詳細図

特記なき限りアルミ部分はBA-2とする。

GB-NCt9.5+化粧FKt6.0

天井：アルミスパンドレル（フラット）

（設備工事）

（設備工事）

吹付B

※ダクトΦ200x1箇所

貫通部は開口補強

D400xL1465（2箇所） D400xL1465（2箇所）

アルミ型材（リブ付）

CS-19x25 @120 

のみ建築工事    
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城南衛生管理組合
（主体工事）

C-100×50×20×2.3 DP塗装@550

キャップ
止水パッキン

通し吊子

HEXビス　5φ×45@550
バックアップ材
（ポリスチレンフォーム　t=25）

TSt30
ゴムアス防水シート　t=1.0
ガルバリウム鋼板　t=0.5 F-BE

二重シーリング

HEXビス　5φ×19@400
（パッキン付）

PL-1.6t 加工下地

本体立上

（頭シーリング・パッキン付）
HEXビス　5φ×90@400

下り棟カバー：ガルバリウム鋼板　t=0.5 F-BE

水上水切：ガルバリウム鋼板　t=0.5 F-BE

二重シーリング

キャップ

キャップ

二重シーリング

下り棟カバー：ガルバリウム鋼板　t=0.5 F-BE

シーリング挟み込み

A

A

下り棟部分詳細図 1:5

下り棟カバー：ガルバリウム鋼板　t=0.5 F-BE

二重シーリング

水上水切：ガルバリウム鋼板　t=0.5 F-BE

シーリング

TSt30
ゴムアス防水シート　t=1.0
ガルバリウム鋼板　t=0.5 F-BE

TS t30
ゴムアス防水シート　t=1.0
ガルバリウム鋼板　t=0.5 F-BE

A-A断面詳細図　1：2

一般断面部分詳細図 1:5

A

部分詳細図（4） 図示(A3)
図示(A1)

034

D-403 屋上　設備基礎
S=1:40（A3）
S=1:20（A1）

D-401 オーバーフロー
S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

D-406 外樋の下部
S=1:40（A3）
S=1:20（A1）

D-410 金属板A（渡り廊下屋根）　詳細図

D-404

S=1:10（A3）

W 100120

1.丸環設置する基礎はアゴ厚200とする。

（備考）

ba

L

D-402 笠木ジョイント
NS（A3）
NS（A1）

開放型枡

配管用炭素鋼管白管の
場合は地中梁は地中部

たて樋同材

は防錆処理を施す

ａ 側溝に放流 ｂ 集水桝に放流 ｃ 集水桝にエルボ放流

グレーチング蓋エルボ返し

1.○印を適用する。

（備考）

・枡内貫入放流
・枡蓋上部放流

地階外壁RC打継目地
S=1:40（A3）
S=1:20（A1）

S=1:10（A3）
S=1:5（A1）

D-409 手摺E（渡り廊下）詳細図
S=1:10,40（A3）
S=1:5,20（A1）

B部 平面詳細 1:5

表面：化粧ビスM6

裏面：化粧ナット

手摺、下桟：FB-12x44

フラットバー切り欠き加工

表面：化粧ビスM6

裏面：化粧ナット

柱：□-200x200x9

B部 断面詳細 1:5

手摺子：Φ12　@110

手摺：FB-12x44

手摺：FB-12x44

手摺子：FB-9x32　@110

※特記なき限り鉄部は溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

柱：□-200x200x9

6 44100

4
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@
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6

44100

6 6
6 6
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▽手摺高さ

S=1:10（A3）
S=1:5 （A1）

耐震スリット（完全スリット）D-408

注意事項 1.寒冷地では原則として、シールの表面に吹付仕上を行わない。

2.小口平タイル以上のタイルを張る場合は、引金物SUS304 0.64φ L=150を施すこと。

3.バルコニーや庇の取り付く場合の水平スリット位置は別図による。
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垂直スリットA-A断面
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～
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5
0
0
ま
で

H

A A A A
B

B

水平スリット

垂直スリット

梁

梁

柱

シーリング
止水シーラー

ポリエチレン
発砲体

補強筋

セラミック耐火材
又はロックウール

ポリエチレン
発砲体

止水シーラー
（3x15）

引金物

シーリング

セラミック耐火材
又はロックウール

補強筋

振れ止め筋

発砲養生材

シーリング

PVC

補強筋

ポリエチレン
発砲体

振れ止め筋

発泡養生材

セラミック耐火材
又はロックウール

ポリエチレン
発砲体

補強筋

発泡養生材

PVC

引金物

ａ

ｂ

水平スリットB-B断面

ｃ

ｄ

振れ止め筋

W:25以上かつH/100

W:25以上かつH/100

（3x15）
W

W

4.梁レベルは躯体欠損しないレベルまで下げること。

梁レベル

梁レベル

スリット材打込みに際し型枠セパレーターに

緊結するスリット材支持金物によりコンクリ

ート打設荷重に対処すること。またコンクリ

ート打込高さに留意し、交互打設でスリット

の位置保持を図ること。

止水シーラー

止水シーラー

止水シーラー

1.○印を適用する。

（備考）

止水シーラー

160 30 150

小口：

アルミカール加工

1
0

1
0

2
5
6

アルミクリップ

アルミクリップ

L-30x30x3t @600

M10 ｱﾝｶｰ L=80 

AL樹脂複合パネルA

D-405 屋上デッキ　軒先詳細図
S=1:5（A1）

150（以上）

32
30

10
0

TSt30
ゴムアス防水シート　t=1.0
ガルバリウム鋼板　t=0.5 F-BE

バックアップ材
（ポリスチレンフォーム　t=25）

通し吊子 t=0.5@400

軒先唐草

水抜穴 8 @100

水切り：ガルバリウム鋼板　t=0.5 F-BE

100

水切り：PL-3曲げ加工
DP塗装

スタッドM8
@2000

180

32
30

20

180

S=1:10（A3）
S=1:5（A1）

2
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3
0
0

A部 平面詳細 1:5

手摺：FB-12x44

手摺：FB-12x44

手摺子：FB-9x32　@110

6 44100
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6 44100
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▽手摺高さ

FB-12x75 2-M12

鉄筋に溶接

手摺、下桟：FB-12x44

手摺子：Φ12　@110

支柱：FB-12x44

FB-12x75 2-M12

1
1
0

7
03000

974 10131013

A部 断面詳細 1:5

B部

B部

A部

手摺：FB-12x44

下桟：FB-12x44

手摺子：Φ12　@110

支柱：FB-12x44

D-407

20070 70

1
0

CHPL-6 SOP

渡り廊下側 事務所棟側

L-65x65x5

1
0

3
0

1
0

200100 150

CHPL-6 SOP

SD

7
0

▽3FL

既存工場側 渡り廊下側

S-PL 1.6 SOP

SUS見切り ｸﾘｱﾗﾝｽ10mm

SUS見切り ｸﾘｱﾗﾝｽ10mm

渡り廊下　接続部

（備考）1.地下部分の外壁部の打継部には全て止水板を取り付ける。

a

ブチルゴム系止水板 t6-200
内部鉄板芯材（0.4）市販品

2.○印を適用する。

打ち継ぎライン 打ち継ぎライン

内部鉄板芯材（0.4）市販品
ブチルゴム系止水板 t6-200

b

手摺姿図 1:20

1.○印を適用する。

（備考）

30
防鳥格子

40

シーリング

防鳥格子

ステンレス製　既製品　形状：・丸型　・角型
オーバーフロー管 50φ（ツバ付）

ステンレス製押え金物

C部

フラットバー切り欠き加工
裏面：化粧ナット

手摺：FB-12x44

6 6

六角皿ボルトx2

C部 断面詳細 1:5

1
2

DP塗装

DP塗装

P防水B

吹付A

50175 50175

穴あけ150x150

TSt=30 NAD塗装

TSt=30 NAD塗装

TSt=30 NAD塗装

C-100×50×20×2.3 DP塗装

320

8
5

1
5

C-100×50×20×2.3

排水溝

溶接

シーリング材

小口蓋2W程度

＊

W

＊

水抜穴

水勾配

水勾配
＊

＊
水抜穴10 バックアップ材

（備考）

1.継手の位置は@3000以内とすること

L-50x50x4t @600

（TD1,2,3） （TD4）

DP塗装
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アルミ押出形材

Ｃ
ＢＡ

GPL-6

アルミ押出形材

吊りチャンネル

柱上下カバー

アルミ大型押出形材
500 t60

ハードパネル

Y1

1FL

2FL
屋根勾配 1/100

パネルジョイント

生地

特記事項

※構造部のたわみにより誘発した漏水は補償の対象外となります※

生地ボルト・ナット類 JIS G4315 SUS304

JIS G4315 SUS410テクスビス

　分割をして突合せ接合となります（突合せ面はシール塗布）

S=1/5

軒樋・軒先下地

ハードパネル

スペーサー

　若干違いが生じます。あらかじめご了承ください。

・焼付塗装部は塗装の性質上、アルマイト部分と艶・色目・仕上がり感に

85

20150

500

60
5
0.
7

51.6

28

85

吊りチャンネル化粧チャンネル

6

1
00

38

1
25

6

65

32

パネルジョイント

フタ・水切り等

JIS G4305 SUS304

近似色

デンカアステック既製品ドレイン・竪樋

排水管カバー

A6063S-T5

軒樋・軒先下地

スペーサー

表　面　処　理材　　質名　　称

製品仕様書

ハードパネル

吊りチャンネル A6005CS-T5(A6N01S-T5)

化粧チャンネル
アルマイト

焼付塗装（シルバー色）

Y1

化粧カバー

柱上下カバー

ハードパネル

アルミ大型押出形材

吊りチャンネル

アルミ押出形材

アルミ押出形材

アルミ押出形材

イ

X4 X5

A

部分詳細図（5） 図示(A3)
図示(A1)

035

D-501 庇1（車寄せ）　詳細図
S=1:10,20,60（A3）
S=1:5,10,30（A1）

2450

2
7
0
0

400

6500

50

2
2
0

2
7
6
6

2
9
8
6

2
9
4

3
2
8
0

9
2
0

4
2
0
0

1
0
0

1850 2200 1800 650

1
8
5
0

2
2
0
0

1
8
0
0

6
5
0

4
0
0

640 6400 640

7005000700

6
5
0
0

5
0

4
0
0

7680

134050001340

200
50 50 50 2525

▽梁下

GPL-6

100 100

H130

▽梁下

GPL-6

100 100

H106

5
0

5
0

4
7
4
7

1
0
0
6

Rib-6

Rib-6
PL-6

25 25505050
200

2
5

1
0
6照明カバー：アルミPL-2.0 配線用穴加工　穴径任意

配線引き込み(電気設備工事)

全周通し
シール充填

水抜き　φ4.5穴加工
現地状況確認の上適所に加工

SUS　D6M4小皿ﾃｸｽﾋﾞｽ　M4x16

AL-FB t6.0 W35.0 ダウンライト
(電気設備工事)

M4x16

固定アングル

アルミL-20x20x2.0

Φ230

35 Φ99 35

Φ121

L3000

SUS　ﾅﾍﾞﾃｸｽﾋﾞｽ

※開口幅

55 Φ111

H149H149H149H149H149

H130

H126H126H126 H126

H130H130H130H130

H106H106H106H106H106

340 1100 1400 1400 1100 340

340 1100 1400 1400 1100 340

1010 1150 1150 1010340 340

1
0
0
0

1
0
0
0

340 340 340 340

750

アルミ押出形材

化粧カバー

シール

アルミ押出形材

28 38

止水パッキン

アルミ押出形材
パネルジョイント

アルミ大型押出形材

ハードパネル

200

25 50 50 50 25

サイドカバーＦ型
アルミ押出型材

六角ボルト パネル吊りチャンネル

アルミ押出型材

190.53

165

6699

X5

640

340

700

PL-6

Rib-6

六角ボルト

軒先下地
アルミ押出形材

115

50

アルミ押出形材

65

37 28

六角ボルト

六角ボルト

吊りチャンネル

アルミ押出形材

GPL-6

ハードパネル

アルミ大型押出形材

ナットプレート

アルミ押出形材

シール化粧カバー

アルミ押出形材

皿テクスビス

Y1

X5通り断面図 1/30 

屋根伏せ図 1/30 

ア部断面詳細図 1/5

照明ボックス詳細1/5

Ａ部詳細図 1/5 Ｂ部詳細図 1/5 Ｃ部詳細図 1/5

10001000

230

8
0
0

230 230



注意事項 1.同一室で天井高に巾がある場合は高い方を適用する。

2.スタッド高さが5.0mをこえる場合は特記による。

  （設計用水平震度を設定し、メーカーと協議の上、メンバー・ピッチ等を決定すること。）

65形
90形
100形

65x45x0.8

100x45x0.8
90x45x0.8

スタッド
67x40x0.8

102x40x0.8
92x40x0.8

ランナー

2［ -75x45x15x2.3
［ -75x45x15x2.3
［ -60x30x10x2.3
開口部補強材

4.0～4.5m以下
4.0m以下

スタッド高さ

4.5～5m以下

補強部材取付金物
L-30x30x3
L-50x50x4
L-50x50x4

下部ランナー

上部ランナー
取付金物

ランナー
開口部補強材

開口部
開口部

スタッド

開口部補強材

振止め@1200程度

間柱・ランナーの種類

片面ボード
二重貼

片面ボード
一重貼

@450内外

@300内外

75 W 75

L=W+150

スタッド

部　材　表
H（m）
H≦4.0

4.0≦H≦4.5
4.5≦H≦5.0 2［ -75x45x15x2.3

［ -75x45x15x2.3
［ -60x30x10x2.3

補強部材

L-50x50x4

L-50x50x4
取付金物

取付金物

開口補強部材

取付金物

振止め

取付金物

開口部

ランナー

ランナー

65
90
100

1:5

ボード

200

函体積に配管スペース（200程度）

ボード

一般間仕切壁 耐火間仕切壁

盤　　類

消火栓ボックス

設備埋込ボックス類　開口補強　1:10

3.配線のためスタッドを切断する部分は、60x30補強材にて補強する。

△天井仕上面

吊ボルト　

吊金具

角座付ボルト

L40x40x3 L=310 @450

3分x25 @450

3分 L=550 @450

壁仕上面 ▽

スクリーンボックス L=2500

　S-PL-1.6 曲加工 SOP

スクリーン取付下地

　S-PL-1.6 曲加工 SOP
　　-200x20x190 @450

（70）

カーテン

ボックス巾

※

スチールPL-1.6 SOP
40ｘ20曲げ加工

スチールPL-1.6 SOP
皿ビス@600

グラスウール充填

（70）

カーテン

ボックス巾

※

スチールPL-1.6 SOP
皿ビス@600

スチールPL-1.6 SOP
40ｘ20曲げ加工

A

（備考）カーテンボックス巾※上部（天井内）は間仕切り（GBRt12.5上面+LGS　GW充填）を設ける。
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部分詳細図（6） 図示(A3)
図示(A1)
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D-601 軽量鉄骨下地　開口補強
S=1:100（A3）
S=1: 50（A1）

D-602 軽量鉄骨天井下地（耐風仕様下地） D-605 アルミサッシ - 間仕切り壁取合い（一般壁）
S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

D-606 沓摺・目地棒
S=1:6（A3）
S=1:3（A1）

D-607 スクリーンボックス
S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

D-608 更衣室　　　　上がり框
S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

D-611 SLW-1　レール取付　詳細図

X6

▽2FL

4
2
0
0

C
H
 
3
0
0
0

1
2
0
0

1
5
0

(
1
0
0
0
)

(
5
0
)

(
m
i
n
)

▽1FL(床仕上天)

△天井面

アルミレール

スチールレール

L-90x90x7 L=100

アンカーM16
@750(収納部 @500)

(600)

1
2
0
.
5

250

天井裏遮音壁
GB-R t12.5+9.5（両面）
グラスウール充填

遮音壁受けプレート

3
9
0
0

2
0
0

C
H
 
2
7
0
0

1
3
0
0

▽RFL(水下)

▽2FL(床仕上天)

△天井面

受ケネコ L=300

L-50×50×4
受ケネコ L=120

1
1
5

200

アンカーM12
@910(収納部 @300)

L-65×65×6
(間仕切部以外はL-50×50×4)
@910(収納部 @300)

@1820(収納部 @600)
振レ止メ L-30×30×3

吊り材 C-100×50×20×2.3
(間仕切部以外はL-30×30×3 ～2本)
@910(収納部 @300)

アルミレール

間仕切部

GB-R t12.5(両面)
グラスウール充填

天井裏遮音壁

M10-@1,800程度
あと施工アンカー

90×90/2

20×40

(合板 t=5.5)

パッキング

90×60 UC

畳下床板

45×55-@450

90×90/2

(
5
5
)

1
5
0

D-609 自動ドア 安全柵

L

10

9

80

S=1:10（A3）
S=1:5 （A1）

60

3
8

30

11 1 18

5
0
0
（

シ
ー
ト

下
端
～

天
井
ま
で
）

3
8

60端部器具内々

150 60

5
0
4

5
0
4

3
0

姿図 断面図

平面図

D-610 防煙垂壁詳細図
S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

S=1:30（A3）
S=1:15（A1）

D-612 SLW-2　レール取付　詳細図
S=1:30（A3）
S=1:15（A1）

900以下

∅1/4x20

野縁受
耐風圧型野縁
S 　-25x25x6x0.7
W 　-50x25x6x0.7

L-30x30x3

天井仕上材

900以下

補強用Lアングルを溶接した場合

注意事項 （備考）屋外の軒天井下地にあっては耐風圧強度に応じて、部材断面及び部材の取付間隔を検討すること。

耐風仕様下地

耐風圧天井下地材仕様（参考）

参考風圧力 4000Pa（400kgf/m2）

野縁受 CC-25  CC-25 C40

野縁 25形Wバー CW-25 CW-25

ハンガー RPハンガー 耐風圧ハンガー

クリップ RP-Wクリップ RP-Wクリップ 耐風圧Wクリップ

インサートピッチ 600 900
野縁受ピッチ 600 600
野縁ピッチ 300 300
3分ボルト 300以下 350以下 250以下

550以下 600以下 500以下
3分ボルト＋パイプ補強 2100以下 2400以下 1900以下
4分ボルト＋パイプ補強 2600以下 2900以下 2400以下

4分ボルト

RPハンガー

600
600
300

Wクリップ
（C38用） （C38用） （C40用）

（C38用）

（0.8）

（C38用） （C40用）（C38用）

チャンネル

（単位：mm）

5000Pa（500
kgf/m2）

RPハンガー：開き止め用ビス付きハンガー
RP-Wクリップ：挟み込みビス付きＷクリップ

※各仕様は仕上げ材をケイカル6mmとした場合の参考例です。
※「水平つなぎ材」、「ブレース」の設置は別途検討の必要があります。
※ボルトの吊り元に関しては、基本を埋込み式インサートとしています。
※あと施工アンカー及び金具を使用する場合は、別途メーカー協議が必要となります。

使
用
部
材

施
工

仕
様

ボ
ル
ト

吊
り

吊りボルト9φ

特殊ハンガー

S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

D-603 アルミ樹脂複合パネル　吹抜け部
S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

70

L-30x30x3t @600

M10 ｱﾝｶｰ L=80 

M10 ｱﾝｶｰ L=80 

AL樹脂複合パネルB

L-50x50x4t @600

L-50x50x4t @600

AL型材t1.5

S-FB-6 SOP

天井：カラーDR50

AL型材t1.5

70

M10 ｱﾝｶｰ L=80 

AL型材t1.5

L-50x50x4t @600

L-30x30x3t @600

AL樹脂複合パネルB

断面図平面図



戸当リ帽子掛　天井レール　　
SUS304HLt1.0

FL

巾　　木　　

床レール　　
SUS304HLt1.0

アジャスター　
SUS304HLt1.5

SUS304HLt1.0

※1　金具は全てSUS製とする。

ロック（内開キ）

グレビティヒンジ　木エッジ　　
壁レール　　
SUS304HLt0.8

アルミ押出形材
３ＷＡＹ材　

ジョイントカナグ

メラミン化粧板
パ　ネ　ル　　

CL

20

断面　巾木部 扉部

内観
20.6

40

2.9684

3

2

27

WW

CW（120）DWBWEW

FW 3DPW

平面

ロックステンレス
スライド式

DW

センターヒンジ

戸当り帽子掛

※2 トイレブースは　アイカ「ピュアコア」同等品以上とする。

※3　扉は常閉とし、使用表示付ロック（非常解錠装置付）とする。

20.6
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部分詳細図（7） 図示(A3)
図示(A1)
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D-702 トイレブース
S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

D-703 便所　各部詳細
S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

D-701 SK詳細
S=1:60（A3）
S=1:30（A1）

D-704 ミニキッチン詳細
S=1:40（A3）
S=1:20（A1）

D-705 キッチン詳細図
S=1:***（A3）

※カウンター、鏡両端壁取合部はシーリング（防かびタイプ）処理のこと

図示

110340

※図示

飼木

L=300@450
L-1.6×25 P

1160
1193

420
15 51

214

315.5 18

220

331 169

87

292

18

包丁差し
ＤＸＮ

L金具止め

318

(ESW)

断熱板

157

50

照明器具

515

照明・換気扇

スイッチ

平面図

1193

姿図 断面図

幕板：化粧FKt4.0

取付下地

配管立上り図　S=1/30

略

記

号

給水 給湯 排水 電気

床立上は、FL+100以下としてください。

給排水、電気、ガスに関する附帯工事は別途となります。

AC 100V AC 200V

配管立上有効範囲

70 1960 70

3
0
0

1
5
0

1
7
0

4
0
0

2
2
0

E

W
E

H
W

150 300

100

260 100

HW WD

1190

E

6
0

4
4
0

1
2
0

E

D

200V

R10R10

水切ロール加工

710

840

2100

71010 18

600

R10

60 600

R5 R5

10 18 2044 18 10

R10

624 1018

コンロ台　裏面（二方）

ケイカル板ｔ5mm貼

360 水栓取付部

水切りプレス加工

配線孔キャップ

S60（グレー）

235

名

品

番

品
教師用調理台 NKT-8E.B

仕　　　様

シンク ステンレス SUS430 ｔ1.0mm 表面仕上：#400 (D=170)

樹脂コート化粧パーティクルボード  木口：シート貼開 戸

スライド丁番(キャッチ付)、品名差付ラインハンドル

ポリ合板貼(樹脂製コーナーガード付)台 輪

附 属 器 具

シングルレバー混合水栓 NK87111JV 1

大型ゴミカゴ付排水トラップ N-14BPs 1

AC電気コンセント(EET付) AC-2P(WN11329) 1

樹脂コート化粧MDFフラッシュ  木口：シート貼棚 板

棚ダボφ9 (3段)

  (奥行=400mm)

IH用コンセント(ET付) AC-1P(WKS294) 1

天 板 ステンレス SUS430 ｔ1.0mm(R付) 表面仕上：#400

水切りロール加工、下地合板 ｔ9mm

側パネル：スーパーポストフォーム加工(R8mm)本体主材

内部：樹脂コート化粧MDFフラッシュ

コンロ台裏面（二方）：ケイカル板ｔ5mm貼

取外し式地板：樹脂コート化粧MDFｔ4mm(ビス止)

腰パネル：樹脂コート化粧パーティクルボード

10 105010

側パネル

スーパーポストフォーム

620

600

1010

10

50 10

10

側パネル

スーパーポストフォーム

620

口板：樹脂コート化粧パーティクルボード  木口：シート貼引 出

側板兼用鋼製スライドレール、品名差付ラインハンドル

底板、先板：樹脂コート化粧パーティクルボード

  (奥行=400mm)

腰パネル

樹脂コート化粧パーティクルボード

IHクッキングヒーター KZ-KB21E(ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ)同等品以上

単相200V　　　　　　　4000W

2極・接地極付   20A　250V

1

定　　格

電源プラグ

壁：GB-St12.5+化粧板A

研修コーナー2 廊下1

壁：GB-Rt12.5+GB+NCt9.5 EP
天井：GB-NCt9.5+化粧FK

730

壁：GB-St12.5

塩ビ天井見切り材

730

壁：GB-St12.5+化粧板A

天井：GB-NCt9.5+化粧FK

壁：GB-St12.5

タカラスタンダード KUW-120同等品以上

西尾家具　NKT-8E.B　同等品以上

天井開口 W650

天井化粧カバーW630

235 235

映写側

120120

'A'

電源コンセント

プロジェクター用
AC100V

天井への穴加工が必要です
（開口寸法 □48）

□48

□63

プロジェクター取付可能スペース470

昇降速度

吊り下げ荷重

最大245mm（天井フトコロ400mm）

40W

操作方法

本体質量

電源・電圧

ストローク

昇降時使用電力

塗装仕様

（t=6.0）

赤外線リモコンによる（UP・STOP・DOWN）

標　　準　　仕　　様

最大196N（20kgf） PJは15kgfまで

20mm/sec

天井開口 D600

天井化粧カバー D580

本体部：黒色 （半ツヤ消し）

AC100V 　50/60Hz

昇降部：オフホワイト、シルバー、アイボリー

26kg（プロジェクター含まず）

天井開口W650

天井カバーW63080

40

アンカー4ケ所
（M10又はW3/8 メス）

吊りボルト4ｹ所
（M10又はW3/8）

天井カバー

受光ユニット

プロジェクター取付金具

プロジェクター（別途）

EE12C

合板（付属品）

天井化粧板

EE-12C

備　考 RoHS対応品

'A'部断面1:10

D-706 プロジェクター収納
S=1:20,40（A3）
S=1:10,20（A1）

寸法または
参照先

被着体の組合せ

金属

シーリング材の種類

記号
特記

コンクリート

主成分による区分

ガラス

石、タイル

押出成形セメント板

ポリ塩化ビニル樹脂形材
（樹脂製建具）

コンクリート

ガラス

石、タイル

押出成形セメント板

ポリ塩化ビニル

 樹脂形材

（樹脂製建具）

MS-2

SR-1

MS-2

MS-2

MS-2

SR-1

MS-2

MS-2

変成シリコーン系

シリコーン系

変成シリコーン系

変成シリコーン系

変成シリコーン系

シリコーン系

変成シリコーン系

変成シリコーン系

標仕

標仕

標仕

標仕

標仕

標仕

標仕

標仕

コンクリート

シリコーン系

外壁乾式工法の目地

SR-1

プレキャストコンクリート

打継ぎ目地

石、タイル

仕上げなし

仕上げあり

押出成形
セメント板

仕上げなし

仕上げあり

MS-2 変成シリコーン系

5×5

8×8

標仕

標仕

標仕

標仕

標仕

MS-2(NB)

ガラス ガラス

石 石
上記以外の目地

ひび割れ誘発目地

仕上げなし

仕上げあり

押出成形
セメント板

押出成形
セメント板

PS-2 ポリサルファイド系 標仕

MS-2

PS-2

PS-2

PU-2

PU-2

PU-2

MS-2

MS-2

ポリサルファイド系

ポリサルファイド系

変成シリコーン系

変成シリコーン系

変成シリコーン系

ポリウレタン系

ポリウレタン系

ポリウレタン系

MS-2(NB)

MS-2(NB)

特記のある場合は特記のシーリングを採用

寸法は公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成31年度版（*欄表記：標仕）による

特記なき限り、仕上ありの場合、MS-2（NB）とする

特記なき限り、ガラス・水廻りはSR-1とする

遮音工事は別途詳細図参照

キッチン・キャビネット回り

タイル

アルミニウム製建具等の工場シール

SR-1 シリコーン系

浴室・浴槽

洗面・化粧台回り

PS-2

水回り

タイル
ポリサルファイド系

標仕

標仕

D-707 被着体の組合せとシーリング材の種類

金属

150

化粧FK t6

シーリング

巾木：SUS H60

FL

150

耐水合板t12下地

化粧FK t6
GB-S t12.5下地

立面図

10

300

平面詳細図による

SUSt1.5　HL

150

300

断面図

平面図



エントランスホール

研修コーナー1

オープンラボ

多機能便所

吹抜

通路1 授乳室
防煙垂壁H500

防煙垂壁H500

防煙垂壁H500

ホール

廊下2

EV

上部エコシャフト

L-50x50x5

2440

ハンガー

野縁受け

ハンガー

野縁

クリップ 野縁受け

カラーDR+GB-NC

吊りボルト

100mm程度

吊りボルト

段
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部
ス
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ト

50

200 @200

DR+GB-NC
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軽天ビス@900 
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見切り材10x30
ALブラック

1
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0

1
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ルーバーB
20以上

皿ビス＠300

軽天ビス@900 150mm以内

野縁受け

@200 200

ライン照明
（電気設備工事）

給排気口
（機械設備工事）

ルーバーA55

3
0
0

4
5
0

受付窓口
車椅子使用者用カウンター
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受付執務室
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286200
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受
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さ
2
7
0
0

受付執務

6400

集成材t40

※受付カウンターは管内産木材を採用すること
集成材t40

腰壁：リブ付きパネル

1
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巾木：ビニル
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22125
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L-50x50x5

GPL-6
2-M12(中ボルト）

2-M12(中ボルト）

2440

-100x50x5x7.5

化粧FK+GB-Rt12.5

見切り材10x30
ALブラック

ルーバーA

GPL-6
2-M12(中ボルト）

L-50x50x5

GPL-6
2-M12(中ボルト）

L-75x75x6

-100x50x5x7.5
2-M12(中ボルト）

エコシャフト

GPL-6
2-M12(中ボルト）

L-75x75x6

エコシャフト

△B90下端
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D-801 エントランスホール、2階ホール　詳細図

ルーバー1、2詳細図　1/10

サッシ枠：S-PLt1.6

壁：EP

L-50x50x6

S-PLt1.6曲げ加工

面取り加工5R

集成材1 t30

壁：リブ付きパネル+GB-Rt12.5

壁：GB-Rt12.5
　　+GB-NCｔ9.5 EP

巾木：ビニルH60 巾木：ビニル

-125x65x6x8（通し）

S-FB t12 SOP

-125x65x6x8（通し）

-125x65x6x8（通し）

-125x65x6x8@600

S-FB t12 @900 SOP S-FB t12

M-12x4

SW-1平面詳細図　1/10

サッシ枠：S-PLt1.6

引違い窓枠：S-PLt1.6

レール：SUSt2.0

天井：DR+GB-NC

車椅子使用者用カウンター詳細図　1/5

受付カウンター平面図　1/50

受付カウンター展開図　1/50 受付カウンター断面図　1/50

SW-1断面詳細図　1/5

1階エントランスホール廻り天井伏図　1/50

2階ホール廻り天井伏図　1/50

受付カウンター詳細図　1/5

S-FB t12 SOP

S-FB t12 @900 SOP S-FB t12

M-12x4

集成材1 t30

集成材1 t40

サッシ枠：S-PLt1.6

【天井伏図　凡例】

：ルーバーA　@200

：ルーバーB　@200

：ライン照明

エコシャフトB断面図　1/10

：野縁　@300

※ルーバー1に対するルーバー2の数量は5：2とすること。
※野縁の位置は監督員と協議の上、決定すること。

引違い窓枠：S-PLt1.6

クレセント：        

昇降式バトンW4000

B

380

A

エコシャフトA断面図　1/10

※制気口の両側はルーバー1とする。
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下り天井
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下り天井 下り天井

壁：化粧シートB

壁：化粧シートB

壁：EP

壁：EP

下り天井

下り天井

1115

：天井スリット

凡例

：梁型

プロジェクター収納スクリーンボックス

総合案内サイン デジタル
サイネージ
※別途工事

3
0
0
0

ピクチャレール（別途工事）

棚1（別途工事）

▽1FL

昇降式バトン（別途工事）
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下り天井：GB-Rt12.5+GB-NCt9.5 EP
天井：DRt12+GB-Rt21+GB-NCt9.5

天井スリット：GB-NCt9.5 EP
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天井見切り材：塩ビ
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倉庫3
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屋内階段
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2階ホール
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EV
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2階ホール
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950

ベビーカー、車椅子置場

エントランスホール

風除室

棚1

総合案内サイン
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R50 壁：EP
　　※1、2階共通
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部分詳細図（9） 図示(A3)
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D-901 リサイクルアート、リサイクルウォール詳細図 D-902 大会議室　詳細図

議場断面図 1/50

議場天井伏図 1/50

天井スリット詳細図　1/10

：壁面装飾　特注工芸ガラス（高温加熱溶着加工）

　粉砕リサイクルガラスを鋳込み加工　※リサイクルガラスは支給品　

リサイクルウォール展開図　1/50【凡例】

リサイクルウォール1階平面図　1/50

リサイクルウォール2階平面図　1/50

壁：EP

　装飾内容は、専門業者及び監督職員と協議の上決定すること。

※専門業者　株式会社 陶額堂

　　　　　　株式会社 渡辺石整舎

　　　　　　硝子工房 融彩舎

SUS見切り

壁：EP

壁：EP

壁：EP

壁面装飾

壁面装飾

リサイクルアート展開図　1：50

面取り加工5R

集成材1 t40

S-FB t9 SOP
S-FB t9 @900 SOPS-FB t9

M-12x4

可動式フック

アルミ押出レール

集成材1 t30

（φ1.5ワイヤー L=600）
ハンガー

塗壁B

PL-3x40x50 @450(SUS304)

棚1詳細図　1/10

ピクチャレール詳細図　1/10

昇降式バトン　詳細図　1/10

バトン φ38　SUS ワイヤ貫通孔100φ

ルーバーA、B

昇降装置

-100x50x5x7.5

■電動昇降式バトン　仕様

バトン：L4000

ストローク：H5750

許容積載荷重：60kg

付属品：壁面埋込スイッチ

滑車：3連×1車､2連×1車､1連×1車

■ピクチャレール　仕様

フック：2か所/m

レールの安全荷重30kg/m

リサイクルアート平面図　1/50

L-75x75x6（タテ材）

3連滑車

2連滑車

1連滑車

昇降装置架台

リレーボックス

バトンL4000

ぶどう棚　平面図　1/30

※部材は特記なき限り 

L-75x75x6

滑車

滑車　断面図　1/10

L-75x75x6

-100x50x5x7.5

ワイヤ貫通孔100φ

△天井面

ワイヤ3φ

昇降速度：9.3m/min

        ワイヤレスリモコン

3
6
0

6
0
0
0

8
4
0

950

特注工芸ガラス（高温加熱溶着加工）

リサイクルガラスを粉砕し

指定意匠型制作の上、鋳込み加工

特注SUS取付金物にて躯体に固定

※リサイクルガラスは支給品を使用

特注取付金物SUS
裏面スタッド溶接

φ
1
0
0
～
1
5
0

≒10

φ
4

　住民参加による制作とし、専門業者によるレクチャー2回を含む。

特注工芸ガラス詳細図

　φ100～150程度t20x30個　SUS取付金物

-100x50x5x7.5

L-75x75x6

▽RFL（水上）

-100x50x5x7.5

△スラブ天
H-350x175x7x11

GPL-9 HTB 2-M16

GPL-9 HTB 4-M16

-100x50x5x7.5

L-75x75x6（タテ材）

L-75x75x6（タテ材）

L-75x75x6（タテ材）

※別途工事

※別途工事

※別途工事

※別途工事

※別途工事

※別途工事

上記　同等以上
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EV2

PS

EPSEPS
PS

PS

EPS

組合事務室

見学者通路

CH=2700

CH=2700

見学者通路

CH=2700A

外壁：ALC t100撤去
※撤去部分の内装補修

内壁：GB-R t12.5両面張り（LGS）（既存）

外壁ALCt100撤去

(1850×2000)

鋼製建具新設

A

EPS

見学者通路

CH=3000A

階段1
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5430430
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点検歩廊用

PS

高圧電気室
排水処理設備室

PS

外壁ALC t100撤去(600×600)

AL-PL t1.6にて閉塞※高圧配線ルート 

385

4500450065003000

EDCBA

外壁ALCt100撤去

(1850×2000)

鋼製建具新設

開口補強

H-248x124x5x8

P21　H-194x150x6x9（既存）
b34　H-346x174x6x9（既存）

b29　H-298x149x5.5x8（既存）

凡  例

GB-R t=12.5の上DR t=9.0A

GB-NC t=9.5（不燃）B

化粧FK t=6.0 EP塗装C

天井点検口　600角 撤去、再設置

天井点検口　450角 撤去、再設置

※特記なき限り室は直天とする。

: 天井改修範囲（別途工事）

※天井材撤去新設

※天井軽量鉄骨下地は撤去新設

※仕上材は既設同材とする

改修凡例

※天井取付設備は再設置する
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床、壁、天井

ビニルシートにて養生

既存ALC撤去

壁：GB-R t=12.5
    の上VC　撤去
    2段手摺 撤去

アルミ製ブラケット

2段手摺 ビニル手摺
アルミ製ブラケット

改修

壁：GB-R t=12.5
    の上VC　新設
    2段手摺 新設
扉：鋼製扉　新設

ビニルシートにて養生

電気設備配管スペース

電気設備配管スペース

電気設備配管ルート
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城南衛生管理組合
（主体工事）

部分詳細図(工場棟改修図) 040

A

図示(A3)
図示(A1)

工場棟 3階天井伏図　1：200

工場棟 1階天井伏図　1：200

工場棟　西立面図　1：100工場棟　北立面図　1：100

外壁ALC t100撤去(600×600)

AL-PL t1.6にて閉塞※高圧配線ルート

電気設備配管ルート（別途工事）

電気設備高圧配管ルート

（別途工事）

20

W

20

外壁ALC

AL-PLt1.6　F-BE

断熱材A

L-20x50xt2.0

ALC開口部　詳細図 1:5

※開口補強の既存柱及び梁へのGPL取付は現場溶接とする。
※開口補強の継手はS-013による。

※開口補強の既存柱及び梁へのGPL取付は現場溶接とする。
※開口補強の継手はS-013による。 ※工場棟の改修は居ながら工事とする。



昇降路平面図（１Ｆ）

昇降路平面図（２Ｆ）
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城南衛生管理組合
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既設U字側溝（U-240）撤去　12.5m

既設Ｌ字側溝 撤去

既設雨水管及び

既設縁石 撤去

既設トラフィックペイント　引き直し

既設アスファルト舗装 撤去復旧

ヤマザクラ
H1.5, 3.0

芝張

トラフィックペイント
W150

トラフィックペイント
W150

トラフィックペイント
W150

トラフィックペイント
W150

ペイント
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K
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K K
K

K

K

F
F

既設アスファルト舗装 撤去復旧
既設インターロッキング舗装　

既設アスファルト舗装 撤去復旧
既設トラフィックペイント
埋設管敷設範囲 W2500

 現況撤去図 

 外構計画図 

既設余熱配管埋設配管

既設電気設備埋設配管

将来EV車用急速充電器
基礎　W1200xD600xH150
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K

既設アスファルト舗装 撤去復旧
既設トラフィックペイント
埋設管敷設範囲 W700

緑地

名　称 本数

緑地部分 植栽一時撤去再設置 リスト

ハナミズキ 1.5 - 0.8 2

サルスベリ 1.5 - 0.8 2

サツキ 0.5 - - 150

雨水桝(□-750、H=1600) 撤去
既設雨水管及び
雨水桝(□-750、H=1450) 撤去

既設雨水管及び
雨水桝(□-600、H=1110) 撤去

支柱：二脚鳥居

※客土厚50cmにて再整備すること

駐輪パイプ　SUS HL Φ40
W2400 H350 埋込型　2か所

既設雨水配管

K



▲

▲

▲

N

西出入口

東出入口

通用口

△敷地境界線

工場棟

事務所棟
既存ロータリー

車寄せ

大型バス3台

イベント広場

職員用駐車場18台

職員用駐車場18台

来庁者用駐車場7台

車庫棟 公用車8台

消防用活動空地

洗車場

来庁者用駐車場25台

来庁者用駐車場7台来庁者用駐車場8台

13台

車椅子
使用者用
（2台）

職員用駐車場 13台

車椅子使用者用（2台）

自動二輪車置場

1
7
4
0
0

512006
0
0
0

6000 6000

6
0
0
0

1
0
0
0
0

1
0
0
0
0

4600 22500

6
0
0
0

※7725000

2
1
5
0

5
0
0
0

1
5
0
0

15000

15000

9000

6243

25670
※31441

55°

▽工事範囲

※
1
8
5
0
0

改修工事

設備改修工事

（　　 　 ）

職員用駐車場

±0 -200 -250 -250 -250

-250-250
-200

-100

-100

-300-250-200

-100 -100 -100±0 -100

-100-100

±0

±0

-200

-200

-120 （緑化ブロック）

-50

-100

-150

-100

-100

（5台）

（縁石天端）
-150

ヒューム管

D2

t D1 t

H
1

H
2

h
1
h
2

90°
コンクリート基礎

再生クラッシャラン

90°固定基礎

寸　法　表　（単位：mm）

D1 t D2 B H1 H2 h1 h2

200

250

300

350

400

450

500

27

28

30

32

35

38

42

254

306

360

414

470

526

584

400

450

500

550

550

600

650

150 140

150

160

170

220

230

240

100

150

40

50

60

70

70

80

90

150

150

150

150

150

150

100

100

100

150

150

B

（σck=18N／mm2）

150 26 202 400 150 130 100 30

（RC-40）

A1=1:15
A3=1:30

硬質塩化ビニル管
A1=1:15
A3=1:30

舗装面舗装面

5
5

1
00

1
50 3
0

8
0

500

切込み砂利、切込み砕石
又は再生クラッシャラン

住宅・都市整備公団型
VT250

ワイヤメッシュ
6φ-100x100

モルタル

コンクリート

舗装面

（再生クラッシャラン、
  切込砂利又は切込砕石）

（グレーチング枠付き）

1
00

H

580×580

（670×670）

360×360

（450×450）

50

480×480

（570×570）

50

1
50
以
上

調整用
コンクリート

側塊

底塊

プレキャスト集水桝
A1=1:15
A3=1:30

5
0

D
t

t

1
50

1
50

100 150 150 100

1
50

1
50

切込み砂利、切込み砕石又は
再生クラッシャラン又は、山砂

コンクリート

□-D10@200

8-D13

1
00

 車道横断部コンクリート養生 

埋戻し（発生土）

1
:
0
.3

1
:
0
.
3

b

h
1

h
2

砂基礎（良質砂）

硬質塩化ビニル管（VU）

管　径 b h1 h2
VUφ150 600 100370

寸法表 （mm）

Ｖ字側溝（車道）
A1=1:15
A3=1:30

8
50

4
00

9
5

7
5

1
80

1
00

2000 2000

450

570

800

8
50

7
00

1
50

4
20

1
80

1
00

4
00

9
5

300

透水シート

浸透側溝

単粒度4号砕石

敷砂
底塊フィルター

1
40
0～

5
00

9
00
～

1
97

2
97

5
97
～

6
0

1
40

1
00

3
3

3

側塊

浸透桝

底塊リング

透水シート

単粒度4号砕石

敷砂
底塊フィルター

縁塊

850

パンチングバスケット

450

グレーチング蓋

850

5
50

60 60

7
5

単粒度4号砕石

敷砂
浸透桝

単粒度4号砕石

敷砂

開口

開口

底塊フィルター

グレーチング蓋T-25

9
50
～

3
00
～

1
00

φ
22
0 450

1
10
0～

9
00
～

1
97

5
97
～

6
0

1
40

1
00

3
3

浸透桝
底塊リング

単粒度4号砕石 敷砂
底塊フィルター

縁塊

850

パンチングバスケット

450

グレーチング蓋

850

側溝受台
(目地部、側溝端部)

側溝受台
(目地部、側溝端部)

2
30

1
00

570

φ
15
0

3
5

3
5

浸透管

敷砂

600

 15
0

φ
22
0

1
00

3
00
～

2
30

1
00

6
50

浸透管

透水シート

単粒度4号砕石

敷砂

450

2000

透水シート

雨水浸透側溝，雨水浸透桝 雨水浸透管，雨水浸透桝
A1=1:15
A3=1:30

A1=1:15
A3=1:30

雨水排水管
（ヒューム管）

雨水排水管
（ヒューム管）

グレーチング蓋グレーチング蓋T-25（W320 L498）

浸透桝

単粒度4号砕石

敷砂

透水シート

雨水排水管
（ヒューム管）

 15
0

（600）

（600）

（600）

（600）

（1200）

（1200）

（1200）

（1200）

（810） （810）

570
（810）

570
（810）

D
1
：
Φ
2
8
0

D
2
：
Φ
4
0
0

D1：Φ200の場合
D2：Φ300の場合

D1：500
D2：600

【凡例】

O-2021-056
城南衛生管理組合新事務所棟建設工事

A2022 3

城南衛生管理組合
（主体工事）

雨水排水計画図 1/600(A3)
1/300(A1)

A

044

凡例

**.** 計画地盤（1FL=133.30から）

SGL±0=133.20

1FL=SGL+100（133.30）

敷地境界線

今回工事範囲 雨水排水管

浸透側溝

雨水桝（浸透桝）

雨水排水管（浸透トレンチ管）

A1A2A3A4

A5

A7

A8

B1
B2

B3B4B5B6

C1C2C3

D1D3D5 D2D4

F1

A9

HP250φHP250φHP300φ

HP3
00φ

浸
透
管
3
0
0
φ

HP
30
0φ

HP450φ
新
設

(HP450φ)

(HP450
φ)

H
P
2
0
0
φ

HP200φ

H
P2
00
φ

HP250φHP300φHP300φHP350φ

H
P
1
5
0
φ

H
P
1
5
0
φ

H
P
1
5
0
φ

H
P
1
5
0
φ

C0

H
P
1
5
0
φ H
P
1
5
0
φ

HP
15
0φ

VU150φ VU150φ

Ｖ字側溝

排水管コンクリート養生

A6

浸
透
管
3
0
0
φ

C4

VU150φ

既設桝　HP200Φ既設桝　HP200Φ



植栽

受付カウンター

N

通路
1

１階平面図

消

消

消

消

27

25

20

19

18 1015
9

1

5

U

24

20

15

13

12

10

1

5

U

プロパン置場

廊下1

給湯

多機能便所

男性便所 女性便所

授乳室

研修コーナー2

置場（5台）
自動二輪車

機械室1

PS
EPS

PS

倉庫3

Y3

Y2

X9X8X7X6X5X4X3X2X1

6400

51200

6400640064006400640064006400

1
74
00

キッズスペース

試着室

EV11

倉庫1

男性
更衣室

男性
休憩室

倉庫2

受付

ロッカー36人分

オープンラボ受付執務

ベビーカー

△上部吹抜け

前室

屋外階段

▲

▲

リユースコーナー

車椅子置場
風除室

書類保管スペース

研修コーナー1 工房作業室1 工房作業室2 工房作業室3

エントランスホール
通用口▲

4
25

Y14
00

9
3
75

7
2
00

鋼製手摺A H=1200

風除室屋根

N

通路
2

消

消多機能便所

男性便所 女性便所

PS

PS
27

25

20

19

18 1015

9

1

5

D

D24

20

15

13

12

10

1

5

15

13

12

10

1

5

U

TD1 中継RD

２階平面図

EV11

庇2

庇2

△展示コーナー

控室

PRコーナー

U

廊下2

EPS

個室（2）

電算室

個室（1）

小会議室1

応接コーナー

ホール

屋外階段

庇1

屋上デッキ

小会議室2

倉庫4

大会議室

給湯室

個室（3）

事務室

吹抜

更衣室
女性

金庫室

Y3

Y2

X9X8X7X6X5X4X3X2X1

6400

51200

6400640064006400640064006400

1
74
00

目隠しルーバー

風除けパネル
目隠しルーバー

風除けパネル

N

渡り廊下

太陽光発電パネル
設置スペース

屋根1

屋外階段

消

消

Y3

Y2

Y1

X9X8X7X6X5X4X3X2X1

51

D

D25

20

15

13

12

10

1

5

15

13

12

10

1

5

屋根伏図　

庇3

屋根2

屋根1

太陽光発電パネル

庇3

設置スペース

エコシャフト 室外機置場

4
25

4
00

6400

51200

6400640064006400640064006400

1
74
00

9
3
75

7
2
00

S-01

S-03
S-04

S-05

S-10
S-12

OS-2

OS-2

OS-1

S-04

S-10
S-12

S-02

サイン員数表
凡例

OS-1

記号 サイン名 1F 2F RF 合計

外壁施設ロゴマークサイン（箱文字） 1

S-01 施設名称サイン（切文字）

S-02 大会議室ロゴサイン

S-10 ピクトサイン（突出）

S-11 ピクトサイン（壁付）

S-09 室名サイン(バックヤード）

S-08 室名サイン（在空)
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S-12 トイレ触知サイン

1

1

5

10

1

1

1

5

8

4

1

1

1

2

10

18

4

2

S-03 総合案内サイン 1 1

S-04 フロア案内サイン 1 2

S-05 室名サイン（切文字） 1 1

1

S-06 室名サイン（突出） 4 84

S-07 室名サイン（平付） 6 104

S-14 衝突防止サイン 32.5m 21m 53.5m

S-13 手摺点字サイン 6 12

OS-2 安全バー 2

6

S-15 渡り廊下手摺 注意喚起サイン 8 8

S-15
×8ヶ所

O-2021-056
城南衛生管理組合新事務所棟建設工事

A2022 3

城南衛生管理組合
（主体工事） A

サイン配置図(参考図) NS(A3)
NS(A1)
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O-2021-056
城南衛生管理組合新事務所棟建設工事

A2022 3

城南衛生管理組合
（主体工事） A

サイン詳細図(1)(参考図) NS(A3)
NS(A1)
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O-2021-056
城南衛生管理組合新事務所棟建設工事

A2022 3

城南衛生管理組合
（主体工事） A

NS(A3)
NS(A1)

047サイン詳細図(2)(参考図)
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O-2021-056
城南衛生管理組合新事務所棟建設工事

A2022 3

城南衛生管理組合
（主体工事）

仮設計画図（参考図） 1/800(A3)
1/400(A1)
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仮囲い（渡り廊下工事時）

仮囲い（渡り廊下工事時）

パネルゲート W7.0m
Ｇ

ガードマン

 敷地出入口付近 

Ｇ

ガードマン

（工事後芝生復旧）

凡例

敷地境界線 仮囲い（万能鋼板ホワイト H2000）

芝貼

枠組足場今回工事範囲

ガードマンＧ

既設電気設備埋設配管

既設余熱配管埋設配管
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パネルゲート W7.0m
（ﾛｰﾀﾘｰ廻り工事時）

パネルゲート W7.0m
（埋設管敷設時）

既存歩道部分、掘削時試掘10か所（1mx1mx1m程度）※埋戻しを含む

渡り廊下基礎の山留を見込むこと

※工事で発生する排水は適宜見込むこと。（主体）

※仮設計画は共通とし、関連工事と協議すること。（共通）

（主体）パネルゲート共

（主体）

（主体）

（主体）

（主体、電気、機械）

（主体）

（共通）

（共通）

（共通）

（共通）



構造特記仕様書（１）

O-2021-056
城南衛生管理組合新事務所棟建設工事

S2022 3

城南衛生管理組合
（主体工事）

1/ NS(A3)
1/ NS(A1)

001



構造特記仕様書（２）

O-2021-056
城南衛生管理組合新事務所棟建設工事

S2022 3

城南衛生管理組合
（主体工事）

0021/ NS(A3)
1/ NS(A1)



O-2021-056
城南衛生管理組合新事務所棟建設工事

S2022 3

城南衛生管理組合
（主体工事）

配筋基準図（１） 0031/ NS(A3)
1/ NS(A1)



配筋基準図（２）

O-2021-056
城南衛生管理組合新事務所棟建設工事

S2022 3

城南衛生管理組合
（主体工事）

0041/ NS(A3)
1/ NS(A1)



配筋基準図（３）

O-2021-056
城南衛生管理組合新事務所棟建設工事

S2022 3

城南衛生管理組合
（主体工事）

0051/ NS(A3)
1/ NS(A1)



配筋基準図（４）

O-2021-056
城南衛生管理組合新事務所棟建設工事

S2022 3

城南衛生管理組合
（主体工事）

0061/ NS(A3)
1/ NS(A1)



鉄骨基準図（１）

O-2021-056
城南衛生管理組合新事務所棟建設工事

S2022 3

城南衛生管理組合
（主体工事）

0071/ NS(A3)
1/ NS(A1)



鉄骨基準図（２）

O-2021-056
城南衛生管理組合新事務所棟建設工事

S2022 3

城南衛生管理組合
（主体工事）

0081/ NS(A3)
1/ NS(A1)



鉄骨標準詳細図（１）

O-2021-056
城南衛生管理組合新事務所棟建設工事

S2022 3

城南衛生管理組合
（主体工事）

0091/ NS(A3)
1/ NS(A1)



鉄骨標準詳細図（２）

O-2021-056
城南衛生管理組合新事務所棟建設工事

S2022 3

城南衛生管理組合
（主体工事）

0101/ NS(A3)
1/ NS(A1)



鉄骨標準詳細図（３）

O-2021-056
城南衛生管理組合新事務所棟建設工事

S2022 3

城南衛生管理組合
（主体工事）

0111/ NS(A3)
1/ NS(A1)



継手基準図（１）

O-2021-056
城南衛生管理組合新事務所棟建設工事

S2022 3

城南衛生管理組合
（主体工事）

0121/ NS(A3)
1/ NS(A1)



継手基準図（２）

O-2021-056
城南衛生管理組合新事務所棟建設工事

S2022 3

城南衛生管理組合
（主体工事）

0131/ NS(A3)
1/ NS(A1)



①鉄筋コンクリート造

②鉄骨鉄筋コンクリート造

③柱RC梁S混合構造

④柱SRC梁S混合構造
⑤プレストレストコンクリート造

⑥上記のプレキャストコンクリート造

≧ＪＡＳＳ５規定値
鉄筋の間隔
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面

　　定着筋芯からの

厚さCb 定着長さ

かぶり厚さ

　　側面かぶり厚さCs

円形定着板

φ

Ｍ

Lb
L

Ly t

Dｂ

バリ
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ねじ外端間支圧面積板厚
定着板内面と

2
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㎜
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Ｌｂ

31

円形定着板

891

 40

36

 1,058

48  1,523

 63  2,610

 70  3,206

 85  4,718

※　SD390以下の場合は、バリ直径を42mm（ねじ径M36）とすることが可能。

中間階

最下階

ア イ

イ

ウ オ カ エ

キ

接合部位置図

最上階

機械式定着板工法基準図

(1)構造種別

(2)使用箇所

①梁主筋および柱主筋の

  柱梁接合部への定着

②梁主筋の梁への定着

③柱主筋の基礎部への定着

④基礎梁主筋の基礎部への定着

⑤壁筋の梁、柱および壁への定着

⑥小梁主筋およびスラブ筋の梁への定着

⑦アンカーボルトの定着

標　準　寸　法　、　概　要　図　　

構　造　規　定

（単位：㎜）

適　用　範　囲

 5,948

※

かぶり

ＥＧ定着板標準寸法　　

背面

(3)コンクリート

①種類：普通コンクリート　

②設計基準強度(Fc)：21N/ 　以上、かつ、60N/ 　以下

(4)鉄筋

①鋼　種：SD295A、SD345、SD390、SD490
②呼び名：D13～D41

㎜ ㎜

は鉄筋の呼び名を示す。

RC・T形接合部-1（柱主筋定着部）

g

仕口面

Cb

ac
Cs

D
定着板
内面仕口面

かんざし筋

横補強筋
接合部

RC・T形接合部-2（標準タイプ）

RC・T形接合部-3（鉛直段差梁付き）

かんざし筋

ag

(水平断面）

(柱主筋定着詳細） (接合部配筋詳細）

dh

ア　　Ｔ　形　接　合　部

ac

A A

Cs

ac

かんざし筋横補強筋
接合部

SRC・T形接合部

(A-A断面)

①柱主筋定着長さ acは、必要定着長さ ao(※1)以上、16d  以上、かつ、(3/4)Dg以上と

　 する。d は柱主筋直径(呼び名)、Dgは梁せいを示す。　

②柱主筋中心からの側面かぶり厚さCsは、2d  以上とし、定着板内面からの背面かぶり厚

　 さC は、3d  以上とする。

③梁上端筋の投影定着長さ dhは、 ao(※1)以上、16d  以上、かつ、(3/4)Dc以上とする。

④梁下端筋の定着長さ agは、 ao(※1)以上、14d  以上、かつ、(3/4)Dc以上とする。

⑤梁主筋の側面かぶり厚さと背面かぶり厚さの規定は、RC・ト形接合部と同じ。

⑥接合部横補強筋比は、0.3%以上とする。ただし、接合部被覆率50%以上の両側直交梁付

　 きの場合は、0.2%以上とする。

⑦柱頭補強筋比は、XY両方向にそれぞれ0.25%以上とする。

  ※1：設計指針8.1節(柱主筋定着長さは、設計指針8.2節)の式(8.1)により算出される必要

定着長さ。

①柱主筋定着長さ acは、必要定着長さ ao(※1)以上、16d  以上、かつ、定着金物底面
  が梁鉄骨フランジ上面を超える長さ以上とする。

②柱主筋中心からの側面かぶり厚さCsは、2d  以上とする。

③接合部横補強筋比は、直交鉄骨ウェブに対し梁主筋が非貫通型定着の場合には0.2%

　 以上、貫通型定着の場合には0.1%以上とする。

④柱頭補強筋比は、XY両方向にそれぞれ0.15%以上とする。

b

b

b

b

b

b

b

b

b

RC・L形接合部-1(柱、梁主筋定着部）

（余長部タイプA）

（余長部タイプB）

仕口面

定着板

仕口面

内面

Cs dh

Dg ac

av

Cb

Cb ag

Dc

仕口面

定着板

仕口面

内面D

Cs dh

Dg ac av

Cb

Cb ag

Dc

pv

かんざし筋

横補強筋
接合部

（標準タイプ）

以上
L

横補強筋
接合部

2h

10db
以上

Dg

RC・L形接合部-3（鉛直スタブ付き）

イ　　Ｌ　形　接　合　部

①柱主筋定着長さ acは、RC・T形接合部と同じ。

②柱主筋中心からの側面かぶり厚さCsと、定着板内面からの背面かぶり厚さCbは、RC・T

　形接合部と同じ。

③梁上端筋の投影定着長さ dhは、 ao(※1)以上、16d  以上、かつ、(3/4)Dc以上とする。

④梁下端筋の定着長さ agは、 ao(※1)以上、14d  以上、かつ、(2/3)Dc以上(性能検定方

　式)とする。ただし、技術基準方式と置換え方式の場合は、(3/4)Dc以上とする。

⑤梁主筋の側面かぶり厚さと背面かぶり厚さの規定は、RC・ト形接合部と同じ。

⑥接合部横補強筋比は、RC・T形接合部と同じ。

⑦柱頭補強筋比は、RC・T形接合部と同じ。

①柱主筋定着長さ acは、JASS5のフック付き定着長さL2h以上とし、梁上端筋中心から

　柱主筋定着板内面までの長さは10d 以上とする。d は柱主筋直径(呼び名)を示す。

②柱主筋中心からの側面かぶり厚さCsは、2d 以上とし、柱主筋定着金物のかぶり厚さ
　は、JASS5の設計かぶり厚さ以上とする。

③梁上端筋の定着長さ agは、必要定着長さ ao(※1)以上、16d  以上、かつ、(3/4)Dc以

　上とする。

④梁下端筋の定着長さ agは、必要定着長さ ao(※1)以上、14d  以上、かつ、(2/3)Dc以

　上(性能検定方式)とする。ただし、技術基準方式と置換え方式の場合は、(3/4)Dc以
　上とする。

⑤梁主筋の側面かぶり厚さと背面かぶり厚さの規定は、RC・ト形接合部と同じ。

⑥接合部横補強筋比は、0.2%以上とする。

⑦鉛直スタブ内の横補強筋は、当該柱梁接合部に接続する柱頭部の横補強筋と同鋼種、

　同径かつ同間隔以下とし、鉛直スタブにはかんざし筋を配置しなくてもよい。

「性能検定方式」は設計指針4章～8章の終局強度設計の検定を指し、「技術基準方式」

は設計指針10章(1)1)の技術基準解説書に準拠した終局強度設計の検定を指す。「置換え

方式」は、設計指針10章(1)2)に示すように、技術基準解説書に従い、一貫構造計算プロ

グラムによって折曲げ定着による柱梁接合部のせん断検定を行い、設計指針10章(2)の構

造規定を満足することを確認し、折曲げ定着を機械式定着に置き換える検定を指す。

⑧余長部タイプAの場合、余長部折曲げ終点からの定着長さ avは、JASS5の直線定着長さ

L2以上とする。

⑨余長部タイプBの場合、余長部折曲げ終点からの定着長さ avは10d  以上、梁上端筋余
長部と柱主筋との重ね長さ  pvは12d  以上とする。
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①柱主筋と梁主筋は、それぞれD25以下であること。

②柱主筋の投影定着長さ dhは、JASS5のフック付き定着長さL2h以上とする。

③梁上端筋の投影定着長さ dhは、必要定着長さ ao(※1)以上、16d 以上、かつ、(3/4)

  Dc以上とする。

④梁下端筋の定着長さ agは、必要定着長さ ao(※1)以上、14d 以上、かつ、(2/3)Dc以

  上(性能検定方式)とする。ただし、技術基準方式と置換え方式の場合は、(3/4)Dc以
  上とする。

⑤梁下端筋の側面かぶり厚さと背面かぶり厚さの規定は、RC・ト形接合部と同じ。

⑥接合部横補強筋比は、RC・T形接合部と同じ。

⑦柱頭補強筋比は、RC・T形接合部と同じ。

①柱主筋定着長さ acは、SRC・T形接合部と同じ。

②柱主筋中心からの側面かぶり厚さCsは、SRC・T形接合部と同じ。

③梁上端筋の投影定着長さ dhは、必要定着長さ  ao(※1)以上、16d  以上、かつ、(3/4)
  Dc以上とする。折曲げ後の予長は、RC・Ｌ形接合部の梁上端筋と同じ。

④梁下端筋の定着長さ agは、非貫通型定着の場合は、必要定着長さ  ao (※1)以上、14

  d 以上、かつ、(1/2)Dc以上とし、貫通型定着の場合は、14d  以上、かつ、(1/2)Dc

  以上とする。

⑤梁主筋中心からの側面かぶり厚さCsは、上端筋、下端筋ともに、3d  以上とする。

⑥接合部横補強筋比は、SRC・T形接合部と同じ。

⑦柱頭補強筋比は、SRC・T形接合部と同じ。
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地盤改良伏図 1/400(A3)
1/200(A1)
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地盤改良 伏図

特記無き限り下記による

1.SGL=FH+133.20mとする。 7.柱状改良に関して、施工の際には試験施工を実施し、
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4.コラム改良杭天端位置は、SGL-2000とする。

2.   は柱状改良位置を示す。柱状改良径は1100Φとする。  土質性状と電流値・トルク値の相関関係を調査する。

　支持層の確認は全ての位置で行い、
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渡り廊下 地盤改良 伏図

1.SGL=FH+133.20mとする。

4.   はラップルコンクリート位置を示す。

5.支持層は礫質土層とし、改良天端レベルおよび

　ラップルコンクリート天端レベルでの

  または貫入できない地点にて判断する。

　所定の掘進速度が保持できない、

650 4501100

3.支持層は砂・砂礫層とし、改良天端レベルでの

  設計用長期地耐力は350kN/㎡とする。

5.　印は、柱状改良芯を示す。
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2.   は柱状改良位置を示す。柱状改良径は1100Φとする。

  設計用長期地耐力は350kN/㎡、短期地耐力は700kN/㎡とする。
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3.　印は、柱状改良芯を示す。

6.[  ]内数値は、設計時でのSGLからの改良下端レベルおよび

　ラップルコンクリート下端レベルを示す。

6.[  ]内数値は、設計時でのSGLからの
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7.柱状改良に関して、施工の際には試験施工を実施し、

  土質性状と電流値・トルク値の相関関係を調査する。
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　設計用長期地耐力は150kN/㎡、短期地耐力は300kN/㎡とする。
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基礎 伏図

特記無き限り下記による

1.SGL=1FL-100(FH+133.20m)とする。

2.基礎下端レベルは、SGL-2000とする。

1階 伏図

特記無き限り下記による

1.1FL=SGL+100(FH+133.30m)とする。

3.スラブ天端レベルは1FL-10とする。 5.大梁および小梁天端レベルは1FL-200とする。

　<    >内数値は1FLからの梁天端レベルを示す。

　　　　内数値は、1FLからのスラブ天端レベルを示す。 6.壁符号はW18とする。

7.　印は鉛直スリットを、　印は水平スリットを示す。

4.　　　印は、スラブの主筋方向を示し、

　特記なき限り　　方向とする。2.スラブ符号はS15とする。
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　　　　範囲内は、スラブ天端レベル1FL-30とする。
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  (  )内数値は、SGLからの基礎下端レベルを示す。

3.土間コンクリート厚さは100mmとし、

6.     印は、人通孔を示す（径は意匠図による）。

7.　　 印は、釜場を示す。

8.水勾配は増打ちとする。

  補強筋はD10@200（シングルクロス）とする。
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特記無き限り下記による

1.1FL=SGL+100(FH+133.30m)とする。

2.基礎梁天端レベルは1FL-1000とする。
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特記無き限り下記による

1.SGL=1FL-100(FH+133.20m)とする。

2.基礎底レベルはSGL-2000とする。
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5.　　　内数値は、SGLからのスラブ天端レベルを示す。

9.　　 印は、増打ちを示す。

8.　　 印は、増打ちを示す。
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4.　　 印は土間コンクリート範囲を示し、

　土間コンクリートレベルはSGL-1700とする。
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特記無き限り下記による

1.スラブ符号はS15とする。

2.スラブ天端レベルは2FL-10とする。

5.壁符号はW18とする。

R階 伏図

特記無き限り下記による

1.スラブ符号はS15Aとする。

2.      内は、RFLからのスラブ天端レベルを示す。

Ｙ

4.大梁および小梁天端レベルは2FL-50とする。

　<    >内数値は2FLからの梁天端レベルを示す。

6.　印は鉛直スリットを、　印は水平スリットを示す。

　　　　範囲内は、スラブ天端レベル2FL-50とする。

　　　　範囲内は、スラブ天端レベル2FL-250とする。

　　　　内数値は、2FLからのスラブ天端レベルを示す。±n
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特記無き限り下記による

1.大梁のジョイント位置は柱芯から1500とする。
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特記無き限り下記による

1.壁符号はW18とする。

2.　印は鉛直スリットを、　印は水平スリットを示す。

3.ひび割れ防止の壁補強は下記仕様とする。

　a：5-D13

  b：3-D13
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特記無き限り下記による

1.壁符号はW18とする。

2.　印は鉛直スリットを、　印は水平スリットを示す。

3.ひび割れ防止の壁補強は下記仕様とする。

　a：5-D13

  b：3-D13

4.　　　は増打ちを示す。
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特記無き限り下記による

3.　J 印は柱および梁の継手位置を示す。

5.ひび割れ防止の壁補強は下記仕様とする。

　a：5-D13

  b：3-D13

1.　　　は増打ちを示す。
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城南衛生管理組合
（主体工事）

特記無き限り下記による

1.※はSGLからの基礎下端レベルを示し、値は基礎伏図による。基礎リスト

特記無き限り下記による

1.主筋の継手位置は、S-003 6. A (2)「(B)独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合」とする。 2.幅止め筋 D10@1000以内基礎梁リスト
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00

0
11

0

50
6
0

7
00 根巻コン天端

端部

3-D19

特記無き限り下記による

1.巾止筋はD10@1000以下とする。

▽1FL

符 号

Ｂ×Ｄ

腹 筋

位 置

上端筋

下端筋

助 筋

断 面

備 考

基礎小梁リスト

3

3

350

B150A

250x1500

6-D13

全断面

2-D19

2-D19

2
00

2

2

250

   -D10@200

位 置

断 面

B x D

上端筋

下端筋

肋 筋

腹 筋

符 号 FG1・FG1A

全断面

5

5

600x1800

 5-D25

 5-D25

備 考

   -D13@200

▽1FL

2
00

18
00

600

上端筋

下端筋
Ld

 8-D13

全断面

600x1800

   -D13@200

18
00

600

 8-D13

全断面

600x1800

   -D13@200

18
00

600

 8-D13

FG12

他端・中央

600x1800

8-D13

Y2  端

   -D13@200

 5-D25

 5-D25

 5-D25

 5-D25

 6-D25

 5-D25

 5-D25

 5-D25

5

5

FG2・FG2A

5

5

FG3・FG3A

全断面

600x1800

   -D13@200

18
00

600

 8-D13

 5-D25

 5-D25

5

5

FG11

18
00

600

18
00

600

5

5

5

5

1

FG13

8-D13

   -D13@200

Y2  端

18
00

600

 7-D25

 5-D25

5

5

600x1800

18
00

600

 5-D25

 5-D25

5

5

2

FCG1

全断面

400x1600

 3-D19

 3-D19

   -D13@200

16
00

 8-D13

2
00

2
00

2
00

2
00

2
00

2
00

2
00

4
00

FG1B・FG2B・FG3B

全断面

600x1500

 5-D25

 5-D25

   -D13@200

2
00

 6-D13

5

1
50

0

600

5

FG2C

他端・中央

600x1500

6-D13

X1  端

   -D13@200

 5-D25

 6-D25

 5-D25

 5-D25

2
00

5

1
50

0

600

5 2
00

5

1
50

0

600

5

1

他端・中央

600x1500

6-D13

X1  端

   -D13@200

 5-D25

 7-D25

 5-D25

 5-D25

2
00

5

1
50

0

600

5 2
00

5

1
50

0

600

5

2

FG3C FG10A・FG11A

全断面

600x1500

 5-D25

 5-D25

   -D13@200

2
00

 6-D13

5

1
50

0

600

5

FG12A・FG13A

他端・中央

600x1500

6-D13

Y2  端

   -D13@200

 7-D25

 5-D25

 5-D25

 5-D25

2
00

2
00

5

1
50

0

600

5

5

1
50

0

600

5
2

2
00

0

2
00

0

2
00

0

3-D19

2
00

捨てコンクリート

 1900

全断面

600x1800

   -D13@200

18
00

600

 8-D13

 5-D25

 5-D25

5

5

FG10

2
00

3

3

400

40
0

3

3

350

(1
70

0)

(
90

0)
※(  )内寸法はF1Aを示す。

F1A F2A F3A F4A

(1
70

0)

1
20

0
(
90

0)

1
20

0
(
90

0)

1
10

0
(
80

0)

(1
70

0)

(1
70

0)

※(  )内寸法はF2Aを示す。 ※(  )内寸法はF3Aを示す。 ※(  )内寸法はF4Aを示す。

中央

3-D19

350

6-D19

2
00

3

3

B150

350x1500

6-D13

   -D10@200

3

40
0

3

3

350

端部

3-D19

3-D19

中央

3-D19

6-D19

350x1600

6-D13

   -D10@200

B160

3

D13@300
捨てコンクリート

改良体径1100φ

砂利

5-D16
ベース筋

ベ
ー

ス
筋

450

900

450

5
-D

13
は

か
ま

筋45
0

90
0

45
0

5-D13
はかま筋

D13@300

5
-D

16

500

1000

500

5-D19
ベース筋

5-D13
はかま筋

ベ
ー

ス
筋

9
-D

16

10
00

2
00

0

10
00

9
-D

13
は

か
ま

筋

他端・中央
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城南衛生管理組合
（主体工事）

芯線図 026

6400

X1

51200

6400 6400 6400 6400 6400 6400 6400

X2 X3 X9X4 X5 X6 X7 X8

100

9
80

0

Y3

Y1

17
40

0

76
00

10
0

Y2

700 610 90

6
50

60
0

1
00

350250

C1

C2

C3

C1

C2

C3

C1

C2

C3

C1

C2

C3

C1

C2A

C3

C1

C2

C3

C1

C2

C3

C1

C2

C3

C1

C2

C3

芯線図

特記無き限り下記による

1.　　　表示は梁の不動面を示す。

G3A

G2A

G1B

G3

G2

G1

G3

G2

G1C

G3

G2

G1C

G3

G2

G1

G3

G2

G1

G3

G2

G1

G3A

G2A

G1A

G1
1

G1
1

G
12

G1
3

G
12

G1
2A

G
12

G1
3

G
13

B

G
13

B
G1

2A

(R
F)

(2F・RF)

(
2F

・
RF

)

G1
0A

G
12

G
12

G
10

G
13

C

G1
3

　　　　表示がない梁は、通り心と梁心が一致するものとする。

450

350350

700

350350

700

350350

700

350350

700

350350

700

350350

700

350350

700

350350 350260

30
0

3
00

60
03
00

30
0

32
5

3
25

300150

(2F)

450

150300

(RF)

450

300150

(2F)

450

150300

(RF)

600

350250

(2F)

500

250250

(RF) G
13

A

G
13

B
G1

2A

(
RF

)

(
2F

)

(R
F)

(2
F)

600

350250

(2F)

600

300300

(RF)

70
04
00

30
0

(R
F)

55
0

45
0

10
0

(2
F)

70
04
00

30
0

(R
F)

55
0

45
0

10
0

(2
F)

7
50

30
0

45
0 5
50

1
00

4
50

(
2F

)

(
RF

)

5
50

1
00

4
50

(
2F

)

5
50

1
00

4
50

(
2F

)

5
50

1
00

4
50

(
2F

)

7
50

30
0

45
0

(
RF

)

7
50

30
0

45
0

(
RF

)

7
50

30
0

45
0

(
RF

)



位 置

断 面

ＢｘＤ

上端筋

下端筋

肋 筋

腹 筋

備 考

符 号 B65

B90

350x650

 2-D10

500x900

 4-D10

特記無き限り下記による

1.外周帯筋は溶接閉鎖型とする。

特記無き限り下記による

1.巾止筋はD10@1000以下とする。

両端

6-D22

6-D22

4-D22

厚　さ
位　置 主筋方向

150
上端筋

下端筋

D10D13@200 D10@200

D10@200

配力筋方向

端　部 中　央 端　部 中　央

← 同 左

← 同 左 ← 同 左

← 同 左

150
上端筋

下端筋

D13@200

D10D13@200

← 同 左

← 同 左 ← 同 左

← 同 左

備　考

D10D13@200

D10@200

符　号

断　面

縦　筋

横　筋

備　考

縦

横

斜

開　口

補強筋

W15

D10@200 （チドリ）

D10@200 （チドリ）

特記無き限り下記による

1.巾止筋はD10@1000以下とする。

EW18

D13@200 （ダブル）

2-D16

180

D13@200 （ダブル）

4-D16

2-D16

250
上端筋

下端筋

D13@100

D13@200

← 同 左

← 同 左 ← 同 左

← 同 左D13@200

D10@200

全断面

2F

1F

階 符 号 C2

700x600

18-D22

700x650

18-D22

断 面

DX x DY

主 筋

帯 筋

接合部帯筋

断 面

DX x DY

主 筋

帯 筋

接合部帯筋

接合部帯筋

備 考

備 考

   -D13@100    -D13@100    -D13@100

   -D13@100    -D13@100    -D13@100

   -D13@100    -D13@100    -D13@100

KW20

D13@150 （ダブル）

200

D10@200 （ダブル）

EW30

D16@200 （ダブル）

300

D16@200 （ダブル）

S15

符　号

S15A

CS25

4-D22

B50

全断面

200x500

-

2-D16

2-D16

小梁リスト柱リスト

スラブリスト

壁リスト

D10@200

2

2
4

4

6-D22

11-D22

中央

6

7

6 5

5 6

6

5

700x600

700x600

18-D22

700x650

22-D22

700x600

   -D13@100    -D13@100    -D13@100

   -D13@100    -D13@100    -D13@100

鉄骨造部材リスト

符　号 断　面 備　考・接　合

特記無き限り下記による

1.高力ボルト種別は、F8T相当とする。

鉄骨柱断面リスト
特記無き限り下記による

1.鋼材種別は、BCR295とする。

SC1

2  階

1  階 ○-267.4×12.7

-

鉄骨大梁断面リスト
特記無き限り下記による

1.鋼材種別は、SN400Bとする。

階
SG1

RFL

2FL

位 置 部　材

SCG1

位 置 部　材

中 央

端 部

中 央

端 部
 H -250×125×6×9

中 央

端 部

中 央

端 部

 H -250×125×6×9SB1 SS400 ＧS-13 小梁継手
Ｈ

 H -250×125×6×9

STK400

B×D

主筋

HOOP

ベースプレート

アンカーボルト

備考

断面

12-D16

600×600

   -D13@100

350x350x22(SN490C)

4-M16(ABR400,L=320)

柱脚

60
0

600

40

350

40

4
0

3
50

4
0

2重ナット締め、フック付き

C1 C3C2A

16-D22

   -D13@100

   -D13@100

   -D13@100

5

5

600x600

16-D22

600x600

   -D13@100

   -D13@100

6

5

6

5

5

5

150

-

-

-

400
上端筋

下端筋

D16@200

D16@200

← 同 左

← 同 左 ← 同 左

← 同 左D16@200

D16@200
FS40

B60

350x600

 2-D10

4-D22

全断面

4-D22

4

4

B70

450x700

 2-D10

5-D22

全断面

5-D22

5

5

B95

500x950

 4-D10

7-D22

5-D22

5-D22

5-D22

他端・中央Y2  端

柱頭かんざし筋
X　3 -D16

Y　2 -D16

X　3 -D16

Y　2 -D16

X　3 -D16

Y　2 -D16

X　3 -D16

Y　2 -D16

2.継手仕様は、S-12 継手基準図(1)による。

B95A

500x950

 4-D10

5-D22

5-D22

5-D22

8-D22

中央両端

B65A

350x650

 2-D10

両端

4-D22

4-D22

4-D22

6-D22

中央

4

4

4

4

2

6

6
5

6

6

B60A

350x600

 2-D10

4-D22

6-D22

全断面

4

4
2

   -D10@200   -D10@200    -D10@200    -D10@200    -D10@200    -D13@200

   -D13@200    -D13@200    -D13@200

W18

D13@200 （ダブル）

180

D13@200 （ダブル）

700x600

   -D13@100

   -D13@100

   -D13@100

6

5

700x600

20-D22

   -D13@100

   -D13@100

C1A

6

6

X　3 -D16

Y　2 -D16

180
上端筋

下端筋 ← 同 左

← 同 左
S18

210
上端筋

下端筋

D13@200 ← 同 左

← 同 左 ← 同 左

← 同 左

D10@200
CS21

D10@200

D10@200

← 同 左

← 同 左D10@200

D10D13@200

D13@200

D10@200

特記無き限り下記による

1.CS21・CS25に連続するスラブには、CS21・CS25側の上端(CS21・CS25の主筋方向)に下記の補強筋を追加する。

　CS21 : D13@200(L=1500)　CS25 : D13@200(L=2500)

O-2021-056
城南衛生管理組合新事務所棟建設工事

S2022 3

城南衛生管理組合
（主体工事）

柱・二次部材・鉄骨部材リスト 1/100(A3)
1/ 50(A1)

027

B90A

500x900

 4-D10

中央

   -D13@200

8-D22

6-D22

Y2  端

6-D22

7-D22

6-D22

6-D22

他端

6

6

6

6

6

6
1

2

位 置

断 面

ＢｘＤ

上端筋

下端筋

肋 筋

腹 筋

備 考

符 号

18-D22 18-D22

18-D22

5
2

5

5

5
3

5

5

5

5

2-D13

2-D13

2-D13

2-D10

2-D10

2-D10

150
上端筋

下端筋

D10D13@200 D10@200

D10@200

← 同 左

← 同 左 ← 同 左

← 同 左
CS15

D10@200

2-D13

2-D13

2-D13
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城南衛生管理組合
（主体工事）

大梁リスト 1/100(A3)
1/ 50(A1)

028

位 置

符号

ＢｘＤ

上端筋

下端筋

肋 筋

腹 筋

備 考

上端筋

下端筋
Ld

ＢｘＤ

上端筋

下端筋

肋 筋

腹 筋

備 考

上端筋

下端筋
Ld

RFL

階

2FL

位 置

符号

ＢｘＤ

上端筋

下端筋

肋 筋

腹 筋

備 考

上端筋

下端筋
Ld

ＢｘＤ

上端筋

下端筋

肋 筋

腹 筋

備 考

上端筋

下端筋
Ld

RFL

階

2FL

大梁リスト
特記無き限り下記による

1.巾止筋はD10@1000以下とする。 2.Ldは、配筋基準図(2)8.大梁による。 3.D13以上の腹筋は柱内にL2定着を確保する。

G1

450x950

 4-D10

400x900

 4-D10

   -D10@200

   -D10@200

G1A

 4-D10

   -D10@200

400x900

 7-D22

 5-D22

5
2

5

全断面

G10

 5-D22

 5-D22

5

5

 4-D10

   -D10@200

450x900

 4-D10

   -D10@200

450x950

 5-D22

 5-D22

5

5

端部

 5-D22

 5-D22

 5-D22

 5-D22

Y1 端

 5-D22

 5-D22

5

5

5

5

5

5

中央

 5-D22

 5-D22

 9-D22

 7-D22

中央

5

5

G10A

 2-D10

   -D13@200

700x600

7

7

 4-D10

   -D10@200

450x950

端部

 5-D22

 4-D22

4
1

4

12-D22

 5-D22

Y2 端

7

5

5

5

 7-D22

 5-D22

2

5

中央

 4-D22

 4-D22

4

4

全断面

G11

 4-D10

   -D10@200

450x950

 4-D10

   -D10@200

450x900

X1 端

 5-D22

 5-D22

5

5

5

5

5

5

 5-D22

 5-D22

 5-D22

 5-D22

Y1 端

600x600

 2-D10

   -D13@200

中央

 7-D22

 7-D22

7

7

5

5

 4-D22

 4-D22

 5-D22

 5-D22

4

4

G1B

中央

 7-D22

 5-D22

X2 端

7

5

450x950

 4-D10

450x900

 4-D10

   -D10@200

   -D10@200

G12

5

5

 4-D22

 7-D22

 7-D22

 5-D22

450x950

4

5
2

Y2 端

5
4

5

 7-D22

 4-D22

 9-D22

 5-D22

5
2

4

 7-D22

 5-D22

端部

5
2

5

2350

全断面

G12A

 4-D10

   -D10@200

450x900

 4-D22

 4-D22

4

4

4

4

 4-D10

   -D10@200

 4-D22

 4-D22

450x950

中央

 5-D22

 5-D22

5

5

G1C

450x950

 4-D16

   -D10@100

端部

 6-D22

 4-D22

4
2

4

Y2 端

6
2

5

 8-D22

 5-D22

 7-D22

 5-D22

5
2

5

6
5

6

11-D22

 6-D22

中央

 4-D22

 4-D22

600x950

 4-D10

600x900

 4-D10

   -D13@200

   -D13@200

G13

中央

6

5

 6-D22

 5-D22

4

4

 5-D22

 5-D22

5

5

6

6
1

 6-D22

 7-D22

 4-D10

   -D10@200

G2

450x950

 4-D10

   -D10@200

400x900

Y3 端

5

5

 5-D22

 5-D22

 4-D22

 4-D22

4

4

 6-D22

 5-D22

X1 ・ X9 端

5
1

5

6
3

6

 9-D22

 6-D22

中央

 4-D22

 4-D22

4

4

 5-D22

 5-D22

G2A

 4-D10

 4-D10

   -D10@200

   -D10@200

450x950

400x900

5

5

6

6

 6-D22

 6-D22

Y2 端

 6-D22

 4-D22

 7-D22

 5-D22

X2 ・ X8 端

4
2

4

5
2

5

600x950

 4-D10

   -D13@200

G13A

6

6
1

 6-D22

 7-D22

中央

6
3

6

 9-D22

 6-D22

Y3 端

端部

 6-D22

 4-D22

4
2

4

Y2 端

6
1

5

 7-D22

 5-D22

6
5

6

11-D22

 6-D22

中央

 4-D22

 6-D22

4

4
2

G2B

 4-D10

   -D10@200

400x900
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　・カットオフ配筋要領
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　　梁端部主筋のカットオフ長さは、MAX(Lo/4，Ld)+余長とする。梁リストにLdの

　　記載がないものはLo/4+余長とする。

　　カットオフ長さが重なる場合は、カットオフを設けずに通し配筋とすること。

　・主筋の上下関係

　　X方向とY方向の梁天端レベルが同一の

　　場合は、梁主筋を下図の通り配筋のこと。
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渡り廊下　断面リスト 1/100(A3)
1/ 50(A1)

029

鉄骨造部材リスト

符　号 断　面 備　考・接　合

特記無き限り下記による

1.高力ボルト種別は、F8T相当とする。

鉄骨大梁断面リスト
特記無き限り下記による

1.鋼材種別は、SN400Bとする。

階

RFL

SG11

位 置 部　材

中 央

端 部

中 央

端 部

H -300×150×6.5× 9

SG21 SG22

位 置 部　材

中 央

端 部

中 央

端 部

位 置 部　材

中 央

端 部

中 央

端 部

2.継手仕様は、S-12 継手基準図(1)による。

SCG11

位 置 部　材

中 央

端 部

中 央

端 部
H -294×200× 8×12

H -300×150×6.5× 9

H -300×150×6.5× 9

H -300×150×6.5× 9SB11・SCB11 ＧS-13 小梁継手 Ｈ

HV11 2L-65×65×6

H -300×150×6.5× 9

基礎リスト

□-200×200×16SP11 BCR295

2.鋼材種別は、SS400とする。

SCG21

位 置 部　材

中 央

端 部

中 央

端 部
H -294×200× 8×12

H -294×200× 8×12

H -300×150×6.5× 9 H -300×150×6.5× 9

〇-216.3x12.7SP12 STK400

符　号

断　面

縦　筋

横　筋

備　考

縦

横

斜

開　口

補強筋

W60

特記無き限り下記による

1.巾止筋はD10@1000以下とする。

-

-

-

壁リスト

D16@200 （ダブル）

600

D16@200 （ダブル）

-

-

-

柱断面リスト
特記無き限り下記による

1.鋼材種別は、BCR295とする。

C11

□-200×200×16

B×D

主筋

HOOP

ベースプレート

アンカーボルト

備考

断面

柱脚

600

12-D16

φ600

   -D13@100

4-M24(ABR490,L=480)

300x300x22(SN490C)

2重ナット締め

根巻き部配筋要領

5
00

≧45 ≧45

30
30

鉄骨

2階

符　号

断 面

DX x DY

主 筋

帯 筋

接合部帯筋

接合部帯筋

備 考

1階

φ600（半円）+600x450

18-D25

   -D13@100

   -D13@100

   -D13@100

6

5

4

300

3
00

1階RC柱天端

四隅の主筋は、
フック付きとする

2-D13

特記無き限り下記による

1.主筋の継手位置は、S-003 6. A (2)「(A)独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合」とする。
基礎梁リスト

位 置

断 面

B x D

上端筋

下端筋

肋 筋

腹 筋

符 号

備 考

▽1FL

上端筋

下端筋
Ld

FG21

全断面

600x1000

   -D13@200

 4-D13

1
10

0
1
00

0

 5-D25

 5-D25

2.幅止め筋 D10@1000以内

5

5

1
00

0

600

φ19@200

15
0

1
00

スタッド配置要領
厚　さ

位　置 主筋方向

150
上端筋

下端筋

D10D13@200 D10@200

D10@200

配力筋方向

端　部 中　央 端　部 中　央

← 同 左

← 同 左 ← 同 左

← 同 左

備　考

S15B

符　号

スラブリスト

D10@200

3
00

4
50

位 置

符号

ＢｘＤ

上端筋

下端筋

肋 筋

腹 筋

備 考

2FL

階

大梁リスト
特記無き限り下記による

1.巾止筋はD10@1000以下とする。

G21

600x600

 2-D10

 4-D19

 4-D19

   -D13@200

全断面

4

4

-950

3.D13以上の腹筋は柱内にL2定着を確保する。

2.Ldは、配筋基準図(2)8.大梁による。

定着板　PL-75x75x16

V11 M-18 JISターンバックル

F22

12
00

8
00

2
00

0
50

D13@300

捨てコンクリート

100 100

ラップルコンクリート

8
00

50

改良体径1100φ

1550

3100

1550

13-D25
ベース筋

13-D13
はかま筋

1
55

0

3
10

0

1
55

0

13
-D

13
は

か
ま

筋

ベ
ー

ス
筋

13
-D

25

D13@300

捨てコンクリート2
00

0 1
20

0
F21

65
0

1

1

10-D13
はかま筋

3-D13
はかま筋

650

1
9-

D1
3

は
か

ま
筋

8
50

40
00

2
30

0
8
50

1
9-

D1
9

ベ
ー

ス
筋

1000

3150

2150

10-D16
ベース筋

3-D16
ベース筋

H -300×150×6.5× 9

+ [ -250×90×9×13

H -294×200× 8×12

+ [ -250×90×9×13

[ -250×90×9×13は床受け材

とし、大梁上に設置する。

2FL

備 考
[ -250×90×9×13は床受け材

とし、大梁上に設置する。

+ [ -250×90×9×13
SB12・SCB12

ＧS-13 小梁継手
Ｈ

[ -250×90×9×13は床受け材とし、小梁上に設置する。

型枠用デッキプレート、亜鉛メッキZ12

デッキ板厚(L＜2200mm)t=0.8mm,(2200≦L＜2450)t=1.0mm,(2400＜L≦2600)t=1.2mm
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Y1通　架構配筋図

特記無き限り下記による

1.　印は構造スリットを示す｡
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架構配筋図 1/100(A3)
1/ 50(A1)

030
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特記無き限り下記による

1.　印は構造スリットを示す｡

2.      印は、増打ちを示す。
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鉄骨詳細図 1/100(A3)
1/ 50(A1)
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屋上機器類基礎（げた基礎）

W

H

D10@200
D13@200

2-D13(直交梁まで連続)

スラブ上端筋
L2

D16@200

・W,Hで示す寸法は意匠図による。

連通管配筋要領図

L2

L2

□-D13@200以下

設計あばら筋2重巻き

2-D13

2-D13

φ100半割

1:30 1:30 1:30釜場

t

L2

L2

t

t

60°

L2

a配筋b配筋

b配筋と同径・同ピッチ

a配筋と同径・同ピッチ

基礎梁天端補強要領

基礎梁天端

L2

D19@250以下

D13@200

  -梁STPと同径・同ピッチ

※梁増打ち部に取り付くスラブ筋は、増打ち内に定着可とする。

屋上機器類基礎（柱基礎）

W2

W1

帯筋

主筋

W1

帯筋

2-D13(直交梁まで連続)

スラブ上端筋L2

W1xW2 主筋 帯筋

400x400 8-D16（3x3） -D10@100

主筋

U-D13@200

L
2

・Hで示す寸法は意匠図による。

- -

スラブ段差配筋要領(H＞150)

t
H鉄筋3

鉄筋2鉄筋1
1-D16 4-D16

スペーサー 

4-D16 墨出し
1-D16

t+H

600

600

鉄筋2(スラブ下筋)

e

スラブ主筋と同径・同ピッチ
e = t + H - 150

600

e

150

鉄筋1(スラブ上筋)
スラブ主筋と同径・同ピッチ
e = t + H - 150

t+H-80

600600

鉄筋3
スラブ主筋と同径・同ピッチ

1:30

構造スリット要領

※防火区画を形成する壁に設ける場合は、ISO834-1に規定された
  加熱試験の実施により所定の性能を確認された耐火スリットとする。

1.腰壁

鉛直スリット　a

2.　一般壁（3方スリット）

(はね出し壁はスリットなしとする。)

鉛直スリット　b

h
h

水平スリット　c

@/2 @ @ @ @ @/2

鉛直スリット　c 

20025d

スリット幅W=25mmかつh/100以上

 完全スリット(既製品)
 柱(壁)面

鉛直スリット  a  b  d

3.　フレーム外雑壁

鉛直スリット　d

水平スリット　c

※スリット　d  は、スリット a  に準ずる。
　フレーム外雑壁が、耐震壁およびフレーム外雑壁に
　あたる場合以外は、スリット d  を設ける。

水平スリット  c

外部および防水部目地

2
5

20
0

25
d

SL

振れ止め筋(D13@300 L=525)防錆ペンキ塗り
主筋と干渉する場合は折り曲げ可とする。

-

設備架台鉄骨 1:30
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00

100100

（連続部）

W

（断面）

PL-6

機器基礎

PL-6

50

7575

125100

（端部）

W

機器基礎

PL-6
5075

4-M20
（L=400,フック付き） 

鉄骨架台

4-M20
（L=400,フック付き） 

・鋼材はSS400とする。
・Wで示す寸法は意匠図による。

・鋼材は溶融亜鉛めっき処理とする。

・鉄骨架台の断面は意匠図による。

・*1 げた基礎の長手方向に鉄骨架台を設置する場合、
  アンカーボルトは@900とする。

*1　M20（L=400,フック付き,D.N締め） 

雑詳細図（１） 1/ 60(A3)
1/ 30(A1)

032

3
0

17
0

2-D13 2-D13

H

3
0

17
0

開口

L
2

L2

梁

梁

D13かつスラブ主筋径

L1

L1

n
1本

n2/2以上

n2本

・開口の最大径が700未満の場合、配筋基準図の要領で補強を行う。

・開口補強筋は、直行する梁まで引き通し、梁にL2定着とする。

n1/2以上

L1

スラブ開口補強 -屋上機器メンテデッキ片持ち部 1:30

A.BOLT 4-M20

H-150×150×7×10

無収縮モルタル(t=50)

埋込み長＝20d

PL-9
HTB 2-M20

[-150×75×6.5×10

フック付き,D.N締め

・高力ボルトは溶融亜鉛めっき高力ボルト（F8T相当）とする。

・鉄骨は溶融亜鉛めっき処理とする。

・鉄骨はSS400とする。

 完全スリット(既製品)

振れ止め筋(D13@300 L=525)防錆ペンキ塗り
主筋と干渉する場合は折り曲げ可とする。

片持ちスラブ出隅部補強要領 -

柱　増打ち補強要領 -

一方向増打ち

-D13@100

L2175

増打ち

AA

軸補強筋
3-D22 L

2
1
75

L2175
-D13@100

増打ち
軸補強筋

4-D22

軸補強筋
3-D22

20d
軸補強筋

1-D22

-D13@100

増打ち

柱

軸補強筋
1-D22

軸補強筋
1-D22

配筋は梁の
腹筋に従う

あばら筋と同径・同ピッチ

L2175

AA

軸補強筋
1-D22

軸補強筋
1-D22

配筋は梁の腹筋に従う

増打ち

BB

柱
増打ち

20
d

大梁 大梁

両方向増打ち

梁　増打ち補強要領 -

屋上配管取出口・エコシャフト 1:30

180
4-D13

4-D13
D10@200

D10@150

D10@150

D10@200

1
80

※

1
50

L2

L2

・※印で示す寸法は意匠図による。

L2

3-D13

1-D13

4-D13
15

0
30

※RFL(水下)

※

4-D13

180

3-D13

180
4-D13

D10@150

D10@200

1
80

※

L2

L2

L2

RFL(水下)

※

4-D13

3-D13

180
4-D13

D10@150

D10@200

1
80

L2

4-D13

3-D13

15
0
30

※

D10@150

D10@200

A - A 断面図 B - B 断面図

A - A 断面図

-D10@200 -D10@200

CS21

L1 定着長 L1以上

L
2

定
着

長
 L

2以
上

梁面

梁面

大梁

大梁

CS25

CS21

L1定着長 L1以上

L
2

定
着

長
 L

2以
上

D10@200(CS21 主筋)
D10@200(CS21 配力筋)

補強筋 D13@200

補強筋

D13@100
(CS25 主筋)

D13@100
(CS25 配力筋)

束ね筋 D13@100

梁面

梁面

補強筋 D13@200

D10@200(CS21 配力筋)

D13@200(CS21 主筋)

D10@200
(CS21 配力筋)
D13@200
(CS21 主筋)

CS25

CS21

CS21
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曲げ補強筋8-D13

縦筋D13@150

横筋D10@200

-D13-@200

曲げ補強筋2-D13

縦筋D13@150

2
00

※意匠図参照

※意匠図参照

2・R階

1階

柱頭 D13-2重巻
無収縮モルタル（t=50）

主筋はスラブ内
にL2定着

HOOP筋：D10@100
 主 筋 ：12-D16

H

500

A.BOLT 4-M22(SS400,L=440,フック付き,D.N締め)
BPL-28x350x350(SS400)
H-150x150x7x10(SS400)

350

5025050
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0

35
0
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0

500

50
0

無収縮モルタル（t=50）

SP101

SB101

H
-1

50
x1

50
x7

x1
0

H-148x100x6x9

8
00

28
20 2

47
0

50

鉄 骨 部 材 備　考符　号

SP101 H-150x150x7x10

材種

H-148x100x6x9SB101

SS400

SS400

SB101

1-M16V101 JIS建築用ターンバックル筋かい

3
00

PL-6

SP101

C-100x50x20x2.3@900(SSC400)

1-M16

V101

PL-6

ベースプレート下端

RFL

基礎天端

鉄骨梁天端

鉄骨天端

55
0

550

スラブ補強筋 6-D13（ダブル）

スラブ補強筋

スラブ補強筋(柱型面よりL2定着)

屋上目隠し架構

1:30

特記無き限り下記による

1.梁天端レベルは、RFL(水下)+1150、

2.設備機器の支持鉄骨はH-150x150x7x10とする。

98
00

Y3

Y2

Y1

1
74

00

7
60

0

6400 6400 6400 6400 6400 6400

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

3
03

7
30

38
37

25

3200 32003200 32003200 32003200 3200

R階伏図 　1:200

  RFL(水下)+3535(2段)とする。

3.   印は、剛接合部分を示す。

4.柱符号は、SP101とする。

L2 L3

180

X9

L2L3
L2 L3

200

KW20EW18

・階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

・階段配力筋の継手および定着長さは、
　３.Ｃ（１）のL3（スラブ）とする。

D10@200

1-D13
D10@200

1-D13

1-D13
D10@200

1-D13
D10@200

2-D13

1-D16

25d

25d

L1

1-D13

L1

2-D16

D10@200

D10@200
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0

25d
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L1

L1
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0

2-D13
踊場

D13@200

D13@200

D10@200
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D13@200
D13@200

D10@200

D10@200

2-D16

1-D13

KW20

KW20

踊場 CS21

CS25

Y2

屋外階段詳細図

2階EVホール　詳細図

KW20

B50S15B50

EV

KW20

KW20

壁面

S15

KW20

壁心

L
2

2FL

25
d

・小梁主筋およびスラブ主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

壁面

壁心

Lh3

Lb
壁面

B50

KW20

L2

EV EV

A
A

壁面

KW20

壁心
L
2

2
0d

B50
8d以上

8d以上

EV

KW20

SC15
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1-D16
2-D16

2-D13 1-D13
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D13@200
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D13@200
D13@200

25d

X3 X4

踊場

L2

L3

D10@200

1-D13
D10@200

2-D13

200

KW20

・階段主筋は、壁の中心線を

・階段配力筋の継手および定着長さは、
　３.Ｃ（１）のL3（スラブ）とする。

屋内階段詳細図

EVシャフト

  越えてから縦に下ろす。
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2
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※

RFL(水下)

パラペット天

(
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端
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(
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端
)
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上
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D10@200
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D10@200

通芯

1430

RFLパラペット詳細図 1:30

庇詳細図

2FL
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1
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城南衛生管理組合
（主体工事）

雑詳細図（２） 1/ 60(A3)
1/ 30(A1)
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3
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（胴縁を引通す場合）
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（胴縁を継ぐ場合）

30

60

30
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30 30

250

（H≦120）

H

（H>120）

H

20

20
PL-6L-100x100x7

4-M12
(中ボルト)

2-M12
(中ボルト)

3
0
°

・胴縁断面、ピッチは図示。

・溶接要領は鉄骨標準詳細図（3）による。

特記無き限り下記による。

1.鉄骨はSS400とする。

鉄骨詳細図　1:30

柱脚詳細図　1:30

2.鉄骨は溶融亜鉛めっき処理とする。

鉄骨リスト
特記無き限り下記による

1.鉄骨は溶融亜鉛めっき処理とする。

2.高力ボルトは溶融亜鉛めっき高力ボルト（F8T相当）とする。

胴縁　取付要領

1:30

L2 L2

横筋D10@200

-D13-@200
L2 L2

180

・※印で示す寸法は意匠図による。

1500以上
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L2

25
0

通芯

75

壁縦筋

あばら筋と同径・同ピッチ L2
2-D13

175

1:30RC壁配筋要領

A

B
B

A

B C

B C

AA

B - B 断面図

A - A 断面図

B - B 断面図A - A 断面図

A - A 断面図 B - B 断面図 C - C 断面図

CS21

CS21

G
12

G
12

G
12

<±
0
>

G
12

G1
2A

G1
2A

G
13

G
13

G1
3C

<±
0
>

G
13

<±
0
>

G
13

A

G
13

B

G
13

B

G1<-75> G1C<-75> G1C<-75> G1<-75> G1<-75> G1<-75>

G2<±0>

G3<±0>

G2<+190>

B9
0<

±
0>

B9
0<

±
0>

B9
0A

B9
0

B
90

B9
0

G
12

G3<-75> G3<-75> G3<-75> G3<-75> G3<-75>

B60 B60 B60 B60 B60

G2B<+190> G2<+190> G2<+190> G2<+190>

+190

B60A

B60A

B6
0

B6
0

B6
0A

B
60

SB
10

2
<
-2

70
>



風除室
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10 29
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鉄骨天端

2
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1FL

2450

Y1

250

Y2

FG1

B65

鉄 骨 部 材符　号

SC101 〇-139.8x6.6

材種

H-150x150x7x10SG101

STK400

鉄骨リスト

SC101

PL-16
PL-16

PL-16
PL-16

H-150x150x7x10

〇
-1

39
.8

x6
.6

〇
-1

39
.8

x6
.6

15
0

ベースプレート下端

基礎梁天端

X4通り-880・X5通り-2160　軸組図　1:30
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40
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無収縮モルタル
t=50

250

45 160 45

25
0

5
535

0 5
5

A.BOLT 4-M16(SS400,L=320,フック付き,D.N締め)
BPL-16x250x250(SS400)
〇-139.8x6.6(SS400)

特記無き限り下記による

1.鋼材種別は、SN400Bとする。

2.継手仕様は、S-12 継手基準図(1)による。

(SN400B)

柱脚詳細図　1:30
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城南衛生管理組合
（主体工事）

風除室架構

7600

雑詳細図（３） 1/ 60(A3)
1/ 30(A1)

034

1:30

SC101

SG101

・※印で示す寸法は意匠図による。

・高力ボルト種別はF10T(S10T)とする。

Y1

840

7600

Y2

※ ※※※ ※ 360

X5通り-950　軸組図　1:30
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リサイクルアート　詳細図 1:30
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※
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A - A　断面図　1:30
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（L=320フック付,D.N締め）
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（L=320フック付,D.N締め）

A.BOLT 1-M16@1000以内
（L=320フック付,D.N締め）
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渡り廊下　大梁天端補強要領 1:30
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B - B 断面図

bX1・bX2・bX3・bX4通り　軸組図

・鉄骨はSS400とする。
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R階 スリーブ図

1階 スリーブ図

2階 スリーブ図

特記無き限り下記による

1.　　は人通孔を示す。

2.図は参考とし、スリーブの位置・口径は現場にて再度検討を行うこと。

記号 孔径 記号 孔径 記号 孔径

A

B

C

D

100φ
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S2022 3
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3.貫通孔補強は、S-016梁貫通孔補強標準仕様書による。

　監督職員の許可を得て、工法の変更は可能とする。
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